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要 旨

本稿は「光格天皇主催御会和歌年表―天明期編」（『大手前大学論集』第17号）の続

編として、寛政期に光格天皇が主催した内裏の御会および光格天皇の詠草を年表形式

で提示したものである。底本には、光格天皇歌壇の一員、もしくはその周辺人物でな

くては知りえない情報が注記されている国立国会図書館所蔵『内裏和歌御会』（請求

記号：124-202）を用いた。寛政期は、光格天皇の歌人としての面に光をあてれば、

後桜町院上皇から御所伝受を相伝され、歌道宗匠として門人への添削を開始、門人に

御所伝受の相伝を始めた時期であり、天明の大火のため仮御所としていた聖護院宮か

ら新造御所への遷幸、幕府との関係では父の閑院宮典仁親王に太上天皇号をおくろう

とした尊号一件、父典仁親王の薨去、後桃園天皇の第一皇女で唯一の御子であった欣

子内親王との婚儀、儲君となった皇子温仁親王の誕生と薨去など様々な出来事が目ま

ぐるしく起こった時期でもある。『光格天皇実録』（ゆまに書房、2006年）等から出典

を示して事項を引用し、それらの事柄と御会の運営状況との関係性、寛政期の光格天

皇の動向を立体的に提示することを試みた。

キーワード：光格天皇、宮廷歌会、欣子内親王、近世堂上和歌、御所伝受

一、寛政期の光格天皇と御会和歌

本稿は、光格天皇が19歳であった天明�年（1789）�月�日〜31歳であった寛政13

年（1801）�月�日までの御会和歌を中心とする事項を掲載する。

光格天皇は、天明�年の正月を仮御所である聖護院宮で迎えた。仮御所での公の行

事を見ると取り止めたものもみられ、御会和歌の運営についても、�月24日の和歌御

会始が行われたのみである。�月25日には寛政と改元され、翌寛政�年には、年初の
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�月24日に御会和歌始が、27日には当座御会始が催されたが、29日に後桜町上皇の生

母であった青綺門院（藤原舎子）が崩御され、觸穢のため�・�月の内裏御会は中止

されている。

本格的に和歌御会の運営が行われるのは、寛政�年11月22日に光格天皇が聖護院仮

御所から新造内裏に遷幸し、諸事整った寛政�年�月24日の和歌御会始からである。

新殿で初めて行われた和歌御会始の題は「禁中佳趣」。題者は民部卿であった冷泉為

泰（57歳）であった。光格天皇は、「ゆたけしなわかなのいろもあを馬の節に扇をか

ざすたをや女」という詠草を詠み、小御所において和歌の披講が行われた。読師は花

山院大納言、講師は良顕朝臣、発声は新中納言宗時卿、奉行は日野資矩が務めたが、

この時は特別に光格天皇の御製のための読師を内大臣が、講師を冷泉中納言が務め

た。女官達も詠進し、平安内裏の規模と様式を規準として造営された新御所での御会

始にふさわしい催しであったことが知られる。年初の当座和歌御会始には後桜町上皇

の出詠もあり、以後、御会和歌始に女官達が出詠することと、当座和歌御会始に後桜

町院が出座することは恒例となったようである。寛政�年になって漸く光格天皇の主

催する和歌御会の運営が軌道に乗り、それ以後は、�月24日の和歌御会始、年初の和

歌当座御会始、�月�日の七夕御会に加え、毎月24日の月次御会、折々に開催される

当座御会、水無瀬宮御法楽御会、聖廟御法楽御会、春日社御法楽当座御会、住吉社御

法楽御会、玉津島社御法楽御会、三社和歌法楽、賢所御法楽、柿本人麻呂影供、詩歌

当座御会と次々に新たな和歌御会が光格天皇によって招集され催されてゆくこととな

る。寛政期の和歌御会は頗る充実していた。

ところで、寛政�年�月�日、光格天皇が24歳の年に、寛政�年より中風であった

父の閑院宮典仁親王が62歳で薨去する。光格天皇が即位してから、後桜町上皇と並ん

で、常に光格天皇の歌人教育に細やかで熱心な指導をしてきた父典仁親王を失ったこ

とは、光格天皇にとって大きな痛手であっただろう。しかし、その典仁親王の薨去後

にも光格天皇は、後桜町上皇から指導を受け御所伝受を相伝されて、宮廷御会の充実

期を作ってゆく。

寛政期に、光格天皇が後桜町上皇に入門し相伝された御所伝授と、伝授保持者と

なった光格天皇が歌道門人への指導や相伝を開始したことをみてみよう。（ ）内は

光格天皇の年齢。

〇寛政�年�月20日（23）光格天皇が後桜町上皇に入門。

〇寛政�年12月�日（23）後桜町上皇より天仁遠波伝受を相伝される。

〇寛政�年�月17日（24）光格天皇に聖護院宮盈仁親王・一條忠良・烏丸資菫が入門。

〇寛政	年	月21日（26）光格天皇に広橋伊光・日野資矩・高松公祐が入門。
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〇寛政	年�月14日（26）後桜町上皇より三部抄伝受を相伝される。

〇寛政	年12月13日（26）仙洞御所で後桜町上皇より伊勢物語伝受を相伝される。

〇寛政�年�月15日（27）内裏で後桜町上皇より古今伝受を相伝される。

〇寛政�年�月27日（27）内裏小御所で道御伝授竟宴御会。

〇寛政�年12月22日（27）仙洞御所で後桜町上皇より和歌一事ノ御伝受を相伝される。

〇寛政10年�月15日（28）内裏小座敷で日野資枝に伊勢物語の講義を行う。

〇寛政10年�月20日（28）日野資枝（62）に伊勢物語伝受を相伝。これが初めての相

伝となる。

〇寛政10年11月�日・11日・14日（28）閑院宮美仁親王と詠歌大概の読み合わせを行

う。他に烏丸、飛鳥井も同席。

〇寛政11年�月24日（29）飛鳥井雅威に三部抄伝受を相伝。

〇寛政12年12月10日（30）風早実秋に天仁遠波伝受を相伝。

御所伝受は、第一段階：天仁遠波伝受、第二段階：三部抄伝受、第三段階：伊勢物

語伝受、第四段階：古今伝受、第五段階：一事伝受の順で進んでゆく。後桜町上皇に

入門した光格天皇は、第一段階の天仁遠波伝受を相伝された後にみずからも門人を持

ち、順を追って相伝され、第五段階の一事伝受を相伝された後には、日野資枝へ伊勢

物語の講義を行い、伊勢物語伝受を相伝している。資枝への伊勢物語伝受が光格天皇

にとっての初めての相伝となる。その後は、兄の閑院宮美仁親王、烏丸、飛鳥井と共

に詠歌大概の読み合わせを行い、翌年には飛鳥井雅威に三部抄伝受を相伝、その後風

早実秋に天仁遠波伝受を相伝するなど、寛政期は御所伝受保持者となって名実ともに

次世代に歌道を伝えてゆく天皇歌人となった時期でもあった。

後桃園天皇の第一皇女で唯一の御子であった欣子内親王を皇后とし、内親王が中宮

となったのは寛政�年�月�日、光格天皇が24歳の時であった。ところが、この年の

�月�日に閑院宮典仁親王が薨去されたため、諒闇のために以後�年間、内裏御会は

中止される。内裏御会が再開されたのは、寛政�年	月24日の公宴和歌御会始であ

る。このとき、中宮は和歌を詠進し、光格天皇の和歌の次に掲載されている。歌題は

「庭上鶴」である。

すみなれていく万代をちぎるらむわがこゝの重のにはのとも鶴（光格天皇）

わが君がみぎりゆたかにすみ馴て千世をかさねむ鶴のけごろも 中宮御歌

中宮の和歌が天皇の和歌の次に掲載される例は、近世期を通じてこれまではなかっ

たことで、後桃園天皇の唯一の御子であった欣子内親王の和歌を公の御会で、天皇の
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次の歌として掲載する光格天皇の叡慮には注目すべきであろう。

寛政12年�月23日、光格天皇が30歳の年に、皇后である欣子内親王は、生まれたば

かりの光格天皇の皇子、温仁親王を連れて光格天皇のもとに参内した。その喜びもむ

なしく、その年の
月
日に、儲君温仁親王は薨去する。
月�日に日蝕があり、そ

の�日後のことであった。
月および閏
月の御会は中止され、光格天王も欣子内親

王も喪に服したのであった。

天明の大火のため仮御所としていた聖護院宮から新御所への遷幸に始まった寛政期

は、後桃園天皇の第一皇女で唯一の御子であった欣子内親王との婚儀、父典仁親王に

太上天皇号をおくろうとして断念せざるをえなかった尊号一件、父典仁親王の薨去や

儲君温仁親王の誕生と薨去などを経ながら、歌人としては後桜町上皇から御所伝受を

相伝され、歌道宗匠として門人への添削を開始、門人に御所伝受の相伝を始めた時期

でもあり、宮廷御会を充実した時期に導いた時代でもあった。

二、凡例

一 国立国会図書館所蔵『内裏和歌御会』（請求記号：124-202）（寛政二年〜寛政十三年）を

底本とした。底本には、光格天皇の宮廷歌会の一員、もしくはその周辺人物でなくては知

りえない情報が注記されている。

一 御会名、歌題、諸役名、光格天皇の和歌翻刻は、全て原文通りとした。ただし、光格天皇

の和歌については、読みやすさを考えて、濁点を付した。

一 底本の注記、および光格天皇の伝記的事項は出典を示して太字で表記した。

一 内裏で行われた御会に、仙洞から後桜町院、また太后宮や女官が出詠している場合には、

備考にその旨を記した。

一 その他、特記すべき事項は備考に記した。

三、使用した文献および参考文献

国立国会図書館所蔵『内裏和歌御会』（寛政�〜�年、寛政12・13年）（請求記号：124-202）

東山御文庫『後桜町天皇宸翰光格天皇御製御写』（宮内庁書陵部所蔵東山御文庫マイクロフィ

ルム107-8-9）

東山御文庫『後桜町天皇宸翰光格天皇御製御写』（宮内庁書陵部所蔵東山御文庫マイクロフィ

ルム107-8-10）

監修 藤井譲治 吉岡眞之『光格天皇実録』第一巻・第二巻（ゆまに書房、2006年）

藤田覚『江戸時代の天皇』（講談社、2011年）

盛田帝子『近世雅文壇の研究 光格天皇と賀茂季鷹を中心に』（汲古書院、2013年）

本研究は JSPS 科研費 JP26370256、JP17K02479の助成を受けたものです。
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年
月
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年
齢
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場
所
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光
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皇
出
詠
和
歌
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行
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の
他
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諸
役

出
典

備
考

天
明
�
年

�
月
�
日

1
9

四
方
拝
、
出
後
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
仮
皇
居
ニ
依
リ
、
元
日

節
会
等
ヲ
停
メ
ラ
ル
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に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
一
巻

天
明
�
年

�
月
�
日
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9

披
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始
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書
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『
光
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』
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天
明
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9
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明
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1
9
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ニ
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日
御
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法
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理
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ニ
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元
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法
ヲ
行
ハ
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、
十
四
日
、
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法
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願
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ゆ
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に
書
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『
光
格
天
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録
』
第
一
巻

天
明
�
年
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月
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日

1
9

神
宮
奏
事
始
ヲ
行
ハ
ル
、
議
定
所
ニ
出
御
、
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拝
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ラ
ル

ゆ
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に
書
房
『
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格
天
皇

実
録
』
第
一
巻

天
明
�
年
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月
1
6
日

1
9

踏
歌
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会
ヲ
停
ム

ゆ
ま
に
書
房
『
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格
天
皇

実
録
』
第
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巻
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明
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年
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月
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日

1
9
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御
覧
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停
ム

ゆ
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に
書
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『
光
格
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皇
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録
』
第
一
巻

天
明
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年

�
月
2
1
日

1
9
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奏
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リ
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出
御
、
御
拝
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ラ
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ラ
ル

ゆ
ま
に
書
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光
格
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皇
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巻

天
明
�
年

�
月
2
2
日

1
9

年
号
勘
文
並
ニ
国
解
奏
聞
ノ
儀
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
一
巻

天
明
�
年

�
月
2
4
日

1
9
和
歌
御
会
始

内
裏

山
霽
喜
春

捲
あ
ぐ
る
こ
す
ま
ぢ
か
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も
此
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ゆ
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に
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か
ふ
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従
三

位
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：
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前
藤
大
納
言
、
講
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：

俊
親
朝
臣

ゆ
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に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
一
巻

寛
政
�
年

�
月
2
5
日

1
9

改
元
定
ア
リ
、
寛
政
ト
改
元
ス

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
一
巻

寛
政
�
年

�
月
2
8
日

1
9

改
元
詔
書
覆
奏
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
一
巻
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政
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年
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月
3
0
日

1
9
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書
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光
格
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追
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光
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1
9

光
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実
録
』
第
一
巻

寛
政
�
年



月


日

1
9

伊
勢
両
宮
心
御
柱
正
遷
宮
日
時
定
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
一
巻

寛
政
�
年

閏


月
21
日

1
9

造
内
裏
木
造
始
日
時
定
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
一
巻

寛
政
�
年

�
月
	
日

1
9

造
内
裏
木
作
始
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
一
巻

寛
政
�
年

�
月
2
8
日

1
9

造
内
裏
礎
、
立
柱
日
時
定
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
一
巻

寛
政
�
年

�
月
1
3
日

1
9

造
内
裏
礎
、
立
柱
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
一
巻

寛
政
�
年

�
月
1
5
日

1
9

石
清
水
放
生
会
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
一
巻

寛
政
�
年

�
月
1
7
日

1
9

皇
大
神
宮
心
御
柱
ヲ
立
テ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
一
巻

寛
政
�
年

�
月
2
4
日

1
9

豊
受
大
神
宮
心
御
柱
ヲ
立
テ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
一
巻

寛
政
�
年

�
月
2
6
日

1
9

伊
勢
神
宮
造
替
ニ
依
リ
、
一
社
奉
幣
使
ヲ
発
遣
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
一
巻

寛
政
�
年

�
月
�
日

1
9

皇
大
神
宮
造
替
正
遷
宮
ノ
儀
ヲ
行
ハ
ル
ル
ニ
依
リ
、
清

涼
殿
東
庭
ニ
下
御
、
御
拝
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
一
巻

寛
政
�
年

�
月
	
日

1
9

豊
受
大
神
宮
造
替
正
遷
宮
ノ
儀
ヲ
行
ハ
ル
ル
ニ
依
リ
、

清
涼
殿
東
庭
ニ
下
御
、
御
拝
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
一
巻

寛
政
�
年

�
月
�
日

1
9

開
明
門
院
ノ
病
ニ
依
リ
、
内
侍
所
ニ
於
テ
千
反
楽
ヲ
行

ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
一
巻

寛
政
�
年

�
月
1
1
日

1
9

伊
勢
例
幣
発
遣
ノ
儀
ア
リ
、
石
灰
壇
代
ニ
於
テ
御
拝
ア

ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
一
巻

寛
政
�
年

�
月
2
2
日

1
9

開
明
門
院
ノ
薨
去
ニ
依
リ
、
是
日
ヨ
リ
三
箇
日
間
ノ
廃

朝
仰
セ
出
サ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
一
巻

寛
政
�
年

1
0
月
1
0
日

1
9

来
十
二
日
、
盛
化
門
院
ノ
七
回
御
忌
ニ
依
リ
、
是
日
ヨ

リ
三
箇
日
間
、
禁
裏
ニ
於
テ
懺
法
講
ヲ
行
ハ
レ
、
連
日
、

出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
又
、
般
舟
三
昧
院
並
ニ
泉
涌
寺
ニ

於
テ
御
法
事
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
一
巻

寛
政
�
年

1
1
月
�
日

1
9

春
日
祭
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
一
巻

寛
政
�
年

1
1
月
�
日

1
9

後
桃
園
天
皇
ノ
聖
忌
ニ
依
リ
、
般
舟
三
昧
院
並
ニ
泉
涌

寺
ニ
於
テ
御
経
供
養
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
一
巻

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
出
詠
和
歌
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考
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寛
政
�
年

1
1
月
2
1
日

1
9

新
嘗
御
祈
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
一
巻

寛
政
�
年

1
2
月
1
0
日

1
9

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
ヲ
行
ハ
ル
、
内
侍
所
ニ
出
御
、
御

拝
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
一
巻

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
0

四
方
拝
、
出
後
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
仮
皇
居
ニ
依
リ
、
小
朝

拝
、
元
日
節
会
等
ヲ
停
メ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
0

披
露
始
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
0

白
馬
節
会
ヲ
停
メ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
0

東
寺
灌
頂
院
ニ
於
テ
後
七
日
御
修
法
ヲ
、
理
性
院
ニ
於

テ
太
元
帥
法
ヲ
行
ハ
ル
、
十
四
日
、
両
法
結
願
ナ
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
1
1
日

2
0

神
宮
奏
事
始
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
2
1
日

2
0

賀
茂
奏
事
始
ヲ
行
ハ
ル
、
議
定
所
代
ニ
出
御
、
御
拝
ア

ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
2
4
日

2
0
和
歌
御
会
始

内
裏

遠
近
春
光
遍

近
く
み
る
野
べ
よ
り
遠
の
み
ね
か
け
て
か
す
み
に
春
の

い
ろ
ぞ
へ
だ
て
ぬ

為
則
朝
臣

為
泰
卿

読
師
：
右
大
将
講
師
：
昶
定
朝
臣

発
声
：
右
衛
門
督
〔
雅
威
卿
初
度
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
二
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

後
桜
町
院
、
女
官
達
、

出
詠
。
『
光
格
天
皇
実

録
』
に
よ
れ
ば
「
清
涼

殿
代
ニ
出
御
、
御
製
ア

ラ
セ
ラ
ル
」

寛
政
�
年

�
月
2
7
日

2
0
当
座
御
会

内
裏

組
題
2
0
首
（
�
字

題
）
光
格
：
鶯
知

春

い
ろ
か
へ
ぬ
竹
の
茂
み
に
う
ぐ
ひ
す
の
春
つ
げ
て
な
く

声
の
ゝ
ど
け
さ

右
衛
門
督

資
矩

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
二
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
2
9
日

2
0

（
一
月
）
二
十
九
日
、
青
綺
門
院
〔
藤
原
舎
子
〕
ノ
崩

御
ニ
依
リ
、
觸
穢
仰
セ
出
サ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
2
1
日

2
0

青
綺
門
院
ノ
入
棺
ノ
儀
ヲ
行
ハ
ル
ル
ニ
依
リ
、
觸
穢
仰

セ
出
サ
ル
。
春
日
祭
、
禁
中
觸
穢
ニ
依
リ
、
社
家
ニ
附

セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
2
2
日

2
0

青
綺
門
院
ノ
遺
令
奏
並
ニ
警
護
固
關
ノ
事
ア
リ
、
是
日

ヨ
リ
五
箇
日
間
ノ
廃
朝
仰
セ
出
サ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
2
5
日

2
0

青
綺
門
院
ノ
初
七
日
ニ
依
リ
、
般
舟
三
昧
院
ニ
於
テ
御

経
供
養
ヲ
、
泉
涌
寺
ニ
於
テ
光
明
三
昧
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政

�
年

�
月
2
7
日

2
0

開
關
解
陣
、
音
奏
警
蹕
、
吉
書
御
覧
ア
リ
、
出
御
ア
ラ

セ
ラ
ル
、
是
日
、
青
綺
門
院
ノ
二
七
日
ニ
依
リ
、
般
舟

三
昧
院
並
ニ
泉
涌
寺
ニ
於
テ
御
法
事
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
2
9
日

2
0

青
綺
門
院
ノ
三
七
日
御
忌
ニ
依
リ
、
般
舟
三
昧
院
並
ニ

泉
涌
寺
ニ
於
テ
御
法
事
ヲ
行
ハ
ル
、
是
日
、
宸
筆
大
般

若
心
経
一
巻
ヲ
泉
涌
寺
ニ
納
メ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
0

青
綺
門
院
ノ
四
七
日
御
忌
ニ
依
リ
、
般
舟
三
昧
院
並
ニ

泉
涌
寺
ニ
於
テ
御
法
事
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
0

青
綺
門
院
ノ
六
七
日
御
忌
ニ
依
リ
、
般
舟
三
昧
院
並
ニ

泉
涌
寺
ニ
於
テ
御
法
事
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
1
0
日

2
0

青
綺
門
院
盡
七
日
御
忌
ニ
依
リ
、
般
舟
三
昧
院
に
於
テ

御
経
供
養
ヲ
、
泉
涌
寺
ニ
於
テ
理
趣
三
昧
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻
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寛
政
�
年

�
月
2
3
日

2
0

觸
穢
竟
リ
、
清
祓
ヲ
行
ハ
ル
是
日
、
近
年
、
群
臣
ヨ

リ
庶
民
ニ
至
ル
マ
デ
困
窮
シ
、
且
、
関
東
、
頃
日
繁
務

ニ
依
リ
、
厚
キ
御
憐
愍
ヲ
以
テ
、
三
箇
年
間
、
万
端
省

略
ノ
儀
ヲ
仰
セ
出
サ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
2
8
日

2
0

日
光
東
照
宮
奉
幣
発
遣
日
時
定
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
〜
�
月

2
0

青
綺
門
院
（
後
桜

町
院
生
母
）
の
崩

御
に
よ
っ
て

�
・

�
月
は
内
裏
御
会

は
催
さ
れ
ず

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌
御
会
寛
政
二
年
』
（
1
2
4
-

2
0
2
）
の
最
終
丁
裏
に
「
依
觸
穢
〔
大
女
院
崩
御
〕
二

三
月
等
無
御
会
」
と
墨
書
。
仙
洞
の
仮
御
所
に
お
い

て
、
�
月
1
8
日
、
後
桜
町
院
主
催
の
仙
洞
御
会
始
が
行

わ
れ
た
が
、
青
綺
門
院
（
後
桜
町
天
皇
生
母
）
崩
御
の

た
め
、
こ
れ
以
後
こ
の
年
の
仙
洞
御
会
な
し
（
『
仙
洞

和
歌
御
会
』
）

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
二
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

	
月
�
日

2
0

勅
シ
テ
、
雲
龍
和
尚
ニ
大
圓
光
覚
禅
師
ト
追
諡
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
2
4
日

2
0
月
次
御
会

内
裏

組
題
1
0
0
首
（
1
〜

�
字
題
）
光
格
：

立
春
風
、
竹
露

立
春
風
：
春
き
ぬ
と
の
ど
け
き
風
の
音
羽
山
せ
き
の
こ

な
た
に
吹
初
に
け
り
、
竹
露
：
か
は
竹
の
葉
分
さ
や
け

き
秋
風
に
あ
か
ず
み
だ
る
ゝ
露
の
し
ら
玉

右
衛
門
督

為
泰

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
二
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

	
月
2
8
日

2
0

賀
茂
祭
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
	
日

2
0

泉
涌
寺
ニ
於
テ
青
綺
門
院
御
塔
供
養
御
法
事
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
0

青
綺
門
院
ノ
百
箇
日
ニ
依
リ
、
般
舟
三
昧
院
並
ニ
泉
涌

寺
ニ
於
テ
御
法
事
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
2
4
日

2
0
月
次
御
会

内
裏
樗
花
、
暁
水
鶏
、

湊
舟

光
格
御
製
部
分
は
白
紙
（
記
録
ナ
シ
）

民
部
卿

資
矩

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
二
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
2
6
日

2
0
当
座
御
会

内
裏
組
題
2
0
首
（
�
字

題
）
光
格
：
残
菊

名
に
し
お
ふ
老
せ
ぬ
花
の
な
ら
ひ
と
て
霜
の
籬
に
残
る

し
ら
菊

為
章

為
章

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
二
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
2
4
日

2
0
月
次
御
会

内
裏

組
題
3
0
首
（
�
〜

�
字
題
）
光
格
：

夕
顔
、
蛍

夕
顔
：
は
な
に
置
露
の
ひ
か
り
も
ほ
の
み
え
て
す
ゞ
し

く
咲
る
軒
の
夕
が
ほ
、
蛍
：
と
ぶ
ほ
た
る
し
ば
し
や
す

ら
へ
を
こ
た
り
て
と
て
も
あ
つ
め
ぬ
窓
と
知
と
も

為
章

為
章

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
二
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
2
5
日

2
0
聖
廟
御
法
楽

内
裏

組
題
5
0
首
（
�
〜

�
字
題
）
光
格
：

初
春

諸
人
の
み
き
た
ふ
袖
も
ゆ
た
け
し
な
は
る
く
る
今
日
の

百
鋪
の
庭

為
則
朝
臣

為
敦

講
師
：
良
顕
朝
臣

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
二
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年



月
3
0
日

2
0

内
侍
所
西
庭
ニ
於
テ
清
祓
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
0
七
夕
御
会

内
裏

織
姫
夕
心

織
女
の
雲
の
と
ば
り
を
塞
つ
ゝ
待
夕
ぐ
れ
の
こ
ゝ
ろ
を

ぞ
お
も
ふ

民
部
卿

雅
威

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
二
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

女
官
達
、
出
詠

寛
政
�
年

�
月
1
3
日

2
0

内
宮
別
宮
荒
祭
宮
、
月
読
宮
、
伊
弉
諾
宮
、
風
日
祈
宮

並
ニ
外
宮
別
宮
、
高
宮
、
土
宮
、
月
読
宮
、
風
宮
等
正

遷
宮
日
時
定
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
出
詠
和
歌
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考
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寛
政
�
年

�
月
2
4
日

2
0
月
次
御
会

内
裏
残
暑
、
路
萩
、
恋

琴
光
格
御
製
部
分
は
白
紙
（
記
録
ナ
シ
）

雅
威

雅
威

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
二
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
1
5
日

2
0

石
清
水
放
生
会
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
2
2
日

2
0

新
造
内
裏
上
棟
日
時
定
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

	
月
2
4
日

2
0
月
次
御
会

内
裏

組
題
1
0
0
首
（
2
〜

�
字
題
）
光
格
：

閨
虫
、
寄
瀧
恋

光
格
御
製
部
分
は
白
紙
（
記
録
ナ
シ
）

冷
泉
中
納

言
為
敦

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
二
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
2
6
日

2
0

新
造
内
裏
上
棟
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
1
1
日

2
0

伊
勢
例
幣
発
遺
ノ
儀
ア
リ
、
御
拝
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
1
9
日

2
0

新
内
裏
障
子
簡
等
本
文
已
下
ノ
筆
者
ヲ
仰
セ
出
サ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
2
2
日

2
0

開
明
門
院
ノ
一
周
忌
ニ
依
リ
、
般
舟
三
昧
院
並
ニ
於
テ

御
法
事
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年



月
2
4
日

2
0
月
次
御
会

内
裏

鶉
、
菊
、
旅

鶉
：
ま
は
ぎ
ち
る
秋
の
末
野
の
夕
か
ぜ
に
さ
び
し
さ
そ

へ
て
う
づ
ら
鳴
な
り
、
菊
：
咲
匂
ふ
や
ま
路
の
お
く
の

つ
む
手
に
は
む
べ
も
千
世
経
む
秋
ぞ
し
ら
る
ゝ
、
旅
：

野
辺
山
へ
い
く
日
わ
け
き
て
た
び
衣
露
と
き
り
と
に
し

ほ
れ
そ
ひ
ぬ
る

為
則
朝
臣

資
矩

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
二
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
2
6
日

2
0

是
日
ヨ
リ
七
箇
日
間
、
新
造
内
裏
ニ
於
テ
安
鎮
法
ヲ
行

ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年



月
2
8
日

2
0
当
座
御
会

内
裏

組
題
2
0
首
（
�
字

題
）
光
格
：
夜
聞

荻
声

手
枕
に
音
信
た
え
ぬ
荻
の
か
ぜ
ひ
と
り
ぬ
る
よ
の
友
と

こ
そ
き
け

為
泰

為
泰

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
二
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

1
0
月
�
日

2
0

新
内
裏
南
階
ノ
桜
ヲ
栽
ウ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
0
月
�
日

2
0

四
條
天
皇
五
十
回
ノ
聖
忌
ニ
依
リ
、
泉
涌
寺
ニ
於
テ
御

法
事
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
0
月
1
5
日

2
0

新
造
内
裏
ノ
地
鎮
祭
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
0
月
2
4
日

2
0
月
次
御
会

内
裏

組
題
1
0
0
首
（
2
〜

�
字
題
）
光
格
：

渓
五
月
雨
、
寄
筵

恋

光
格
御
製
部
分
は
白
紙
（
記
録
ナ
シ
）

民
部
卿

為
章

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
二
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

1
1
月
	
日

2
0

新
造
内
裏
遷
幸
、
内
侍
所
渡
御
、
被
立
御
帳
台
並
ニ
御

装
束
始
、
被
置
版
位
等
ノ
日
時
定
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
1
月
�
日

2
0

皇
居
造
営
竣
功
ニ
依
リ
、
是
日
、
所
司
代
ヨ
リ
移
管
ア

リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
1
月
�
日

2
0

春
日
祭
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
1
月
�
日

2
0

後
桃
園
天
皇
ノ
聖
忌
ニ
依
リ
、
般
舟
三
昧
院
並
ニ
於
テ

御
経
供
養
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻
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寛
政
�
年

1
1
月
1
2
日

2
0

遷
幸
前
御
祈
祷
御
使
ヲ
伊
勢
両
宮
、
多
賀
、
熱
田
、
玉

津
島
、
住
吉
等
ノ
各
社
及
ビ
南
都
ノ
諸
寺
ニ
発
遣
セ
ラ

ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
1
月
1
4
日

2
0

新
造
内
裏
御
装
束
始
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
1
月
1
5
日

2
0

新
嘗
御
祈
ヲ
行
ハ
ル
、
是
日
、
天
曹
地
ヅ
府
祭
都
状
ヲ

上
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
1
月
1
8
日

2
0

新
内
裏
大
殿
祭
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
1
月
2
2
日

2
0

聖
護
院
仮
皇
居
ヨ
リ
新
造
内
裏
ニ
徒
ラ
セ
給
フ
、
内
侍

所
モ
同
ジ
ク
渡
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
是
夜
、
内
侍
所
ニ
親

謁
シ
給
フ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
1
月
2
3
日

2
0

是
日
ヨ
リ
三
箇
日
間
、
大
床
子
御
膳
ヲ
供
ス

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
2
月
�
日

2
0

是
日
ヨ
リ
三
箇
日
夜
、
内
侍
所
御
神
楽
ヲ
行
ハ
ル
、
連

夜
、
出
御
、
御
拝
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
2
月
2
1
日

2
0

新
宮
旬
ノ
儀
ヲ
行
ハ
ル
、
今
度
、
再
興
セ
ラ
ル
ル
所
ナ

リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

藤
田
覚
『
江
戸
時
代
の

天
皇
』
に
よ
れ
ば
、
新

宮
（
新
所
）
旬
は
、
新

造
内
裏
の
紫
宸
殿
で
行

わ
れ
る
最
初
の
旬
の
こ

と
。
天
明
�
年
に
焼
け

た
内
裏
の
造
営
工
事
が

竣
工
し
た
寛
政
�
年
1
2

月
に
行
わ
れ
る
。
康
正

年
間
（
1
4
5
5
〜
5
7
）
以

来
の
再
興

寛
政
�
年

1
2
月
2
5
日

2
0

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
、
御
拝
ア
ラ
セ

ラ
ル
、
次
ニ
笛
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
2
月
2
8
日

2
0

聖
作
五
言
古
詩
ヲ
将
軍
徳
川
家
斉
ニ
賜
フ
、
新
宮
工
成

ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
、
又
頃
日
、
和
歌
ノ
御
製
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

こ
の
頃
の
御
製
と
て
、

身
の
か
ひ
は
何
い
の
る

ら
む
朝
な
夕
な
民
や
す

か
れ
と
思
ふ
ば
か
り

ぞ
、
殿
つ
く
り
み
が
き

た
て
た
る
嬉
し
さ
の
心

を
見
す
る
や
ま
と
言
の

葉
（
続
徳
川
実
紀
）

寛
政
�
年

1
2
月
3
0
日

2
0

内
侍
所
ノ
西
庭
ニ
於
テ
清
祓
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
1
〜
1
2
月

2
0

光
格
天
皇
が
聖
護

院
仮
皇
居
よ
り
新

皇
居
に
遷
幸
の
た

め
内
裏
御
会
は
催

さ
れ
ず

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌
御
会
寛
政
二
年
』
（
1
2
4
-

2
0
2
）
最
終
丁
裏
に
「
依
遷
幸
十
一
月
十
二
月
等
無
御

会
」
と
墨
書

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
二
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
1

四
方
拝
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
小
朝
拝
、
元
日
節
会
ヲ

行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
レ
ズ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
出
詠
和
歌
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考
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寛
政
�
年

�
月
�
日

2
1

大
床
子
御
膳
ヲ
供
ス
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
レ
ズ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
1

千
秋
万
歳
ヲ
御
覧
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
又
、
披
露
始
ヲ
行
ハ

ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
1

白
馬
節
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
1

南
殿
ニ
於
テ
後
七
日
御
修
法
ヲ
、
理
性
院
本
坊
ニ
於
テ

太
元
帥
法
ヲ
行
ハ
ル
、
十
四
日
、
両
法
結
願
ナ
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
1
1
日

2
1

神
宮
奏
事
始
ヲ
行
ハ
ル
、
石
灰
壇
ニ
出
御
、
御
拝
ア
ラ

セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
1
6
日

2
1

踏
歌
節
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
1
7
日

2
1

是
よ
り
、
小
御
所
東
庭
ニ
於
テ
吉
書
奏
、
三
毬
打
ヲ
行

ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
1
9
日

2
1

南
殿
ニ
於
テ
舞
御
覧
ア
リ
、
是
ヨ
リ
先
、
小
御
所
東
庭

ニ
於
て
鶴
包
丁
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
2
1
日

2
1

賀
茂
奏
事
始
ヲ
行
ハ
ル
、
石
灰
壇
ニ
出
御
、
御
拝
ア
ラ

セ
ラ
ル
、
是
日
、
炎
上
後
、
仮
皇
居
タ
リ
シ
ヲ
以
テ
聖

護
院
宮
ニ
、
御
書
棚
、
朗
詠
集
、
判
金
等
ヲ
賜
フ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
2
4
日

2
1

和
歌
御
会
始
〔
新

殿
初
度
於
小
御
所

披
講
〕

内
裏

禁
中
佳
趣

ゆ
た
け
し
な
わ
か
な
の
い
ろ
も
あ
を
馬
の
節
に
扇
を
か

ざ
す
た
を
や
女

民
部
卿

資
矩

御
製
読
師
：
内
大
臣
、
御
製
講
師
：

冷
泉
中
納
言
、
読
師
：
花
山
院
大
納

言
、
講
師
：
良
顕
朝
臣
、
発
声
：
新

中
納
言
宗
時
卿

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
三
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

女
官
達
、
出
詠

寛
政
�
年

�
月
2
9
日

2
1

青
綺
門
院
ノ
一
周
忌
ニ
依
リ
、
般
舟
三
昧
院
並
ニ
泉
涌

寺
ニ
於
テ
御
法
事
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
1

上
丁
ニ
依
リ
、
小
御
所
ニ
於
テ
御
講
釈
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
1

春
日
祭
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
	
日

2
1

新
造
内
裏
遷
幸
ノ
賀
儀
ト
シ
テ
徳
川
三
家
ヨ
リ
使
ヲ
以

テ
各
太
刀
馬
代
ヲ
進
献
ス

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
	
日

2
1
和
歌
当
座
御
会

内
裏

組
題
3
0
首
（
�
字

題
）
光
格
：
立
春

霞

け
さ
み
れ
ば
霞
の
衣
ほ
し
初
て
春
た
ち
に
け
る
天
の
か

ぐ
山

右
衛
門
督

民
部
卿

講
師
：
胤
定

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
三
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

後
桜
町
院
、
出
詠

寛
政
�
年

�
月
1
8
日

2
1

新
殿
に
お
い
て
初

め
て
仙
洞
和
歌
御

会
始
が
催
さ
れ
る

仙
洞

国
立
国
会
図
書
館
『
仙
洞

和
歌
御
会
寛
政
三
年
』

寛
政
�
年

�
月
2
1
日

2
1

春
日
祭
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
2
2
日

2
1
水
無
瀬
宮
御
法
楽
内
裏
組
題
2
0
首
（
�
字

題
）
光
格
：
山
霞

朝
附
日
匂
へ
る
遠
の
山
の
は
の
ほ
の
か
に
み
え
て
か
す

み
た
な
引

為
則
朝
臣

〔
冷
泉
〕

日
野
中
納

言
〔
資
矩

卿
〕

講
師
：
良
顕
朝
臣
〔
勧
修
寺
弁
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
三
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
2
4
日

2
1
月
次
御
会

内
裏

組
題
1
0
0
首
（
2
〜

�
字
題
）
光
格
：

立
春
、
聞
擣
衣

立
春
：
今
日
は
は
や
雲
居
の
庭
を
は
じ
め
に
て
や
し
ま

の
外
も
春
や
立
ら
ん
、
聞
擣
衣
：
更
る
ま
で
賤
が
き
ぬ

た
の
ひ
ゞ
く
也
た
が
為
と
て
か
打
し
き
る
ら
ん

右
衛
門
督

〔
飛
鳥
井

雅
威
卿
〕

右
衛
門
督

〔
飛
鳥
井

雅
威
卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
三
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）
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寛
政
�
年

�
月
2
5
日

2
1
聖
廟
御
法
楽

内
裏

組
題
5
0
首
（
�
〜

�
字
題
）
光
格
：

初
春

な
べ
て
世
の
人
の
こ
ゝ
ろ
も
春
に
け
さ
新
玉
り
つ
ゝ
の

ど
か
な
る
そ
ら

冷
泉
中
納

言
〔
為
章

卿
〕

右
兵
衛
督

〔
藤
谷
為

敦
卿
〕

講
師
：
為
則
朝
臣
〔
冷
泉
侍
従
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
三
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
1
3
日

2
1

後
白
河
法
皇
ノ
六
百
回
聖
忌
ニ
依
リ
、
妙
法
院
ニ
於
テ

曼
陀
羅
供
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
2
4
日

2
1
月
次
御
会

内
裏
桃
花
、
款
冬
、
暮

春
光
格
御
製
部
分
は
白
紙
（
記
録
ナ
シ
）

為
則
朝
臣

民
部
卿

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
三
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
2
4
日

2
1
月
次
御
会

内
裏

組
題
1
0
0
首
（
2
〜

�
字
題
）
光
格
：

雲
外
郭
公
、
深
雪

雲
外
郭
公
：
月
影
も
そ
こ
と
は
み
え
ず
五
月
雨
の
を
や

む
雲
間
に
な
く
郭
公
、
深
雪
：
降
積
る
こ
ゝ
の
か
さ
ね

の
庭
の
雪
に
こ
し
の
白
根
を
お
も
ひ
こ
そ
や
れ

民
部
卿

〔
冷
泉
為

泰
卿
〕

冷
泉
中
納

言
〔
為
章

卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
三
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
2
8
日

2
1

御
楽
始
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

	
月
1
7
日

2
1

賀
茂
祭
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

	
月
2
2
日

2
1

是
日
ヨ
リ
七
箇
日
間
、
七
社
七
寺
ニ
於
テ
天
下
太
平
、

国
家
静
穏
、
玉
体
安
全
、
五
穀
豊
穣
、
万
民
娯
楽
ノ
御

祈
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
3
0
日

2
1
和
歌
当
座
御
会

内
裏

組
題
2
0
首
（
�
〜

�
字
題
）
光
格
：

増
恋

待
つ
け
し
年
月
よ
り
も
逢
み
て
の
後
の
お
も
ひ
ぞ
い
や

増
り
ぬ
る

冷
泉
中
納

言
〔
為
章

卿
〕

冷
泉
中
納

言
〔
為
章

卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
三
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月


日

2
1

方
違
ト
シ
テ
別
殿
小
御
所
ニ
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
1
9
日

2
1
当
座
御
会

内
裏
組
題
3
0
首
（
�
字

題
）
光
格
：
夕
蛙

あ
は
れ
さ
よ
み
え
ぬ
野
中
の
埋
木
に
鳴
や
か
は
づ
の
夕

ぐ
れ
の
こ
ゑ

為
則
朝
臣

〔
冷
泉
侍

従
〕

日
野
中
納

言
〔
資
矩

卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
三
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
2
4
日

2
1
月
次
御
会

内
裏
軒
廬
橘
、
雲
間
夏

月
、
寄
山
恋

光
格
御
製
部
分
は
白
紙
（
記
録
ナ
シ
）

冷
泉
中
納

言
〔
為
章

卿
〕

日
野
中
納

言
〔
資
矩

卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
三
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年



月
�
日

2
1

皇
子
禮
仁
親
王
ノ
薨
去
ニ
依
リ
、
是
日
ヨ
リ
三
箇
日

間
、
廃
朝
仰
セ
出
サ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
2
4
日

2
1
月
次
御
会

内
裏

組
題
1
0
0
首
（
�

字
題
）
光
格
：
鴫
、

窓

鴫
：
有
明
の
月
も
う
つ
ろ
ふ
沢
水
に
あ
は
れ
さ
そ
ふ
る

鴫
の
羽
が
き
、
窓
：
さ
よ
ふ
か
く
ふ
み
み
る
窓
を
幾
度

か
照
す
も
涼
し
ほ
た
る
と
ぶ
か
げ

冷
泉
中
納

言
〔
為
章

卿
〕

右
衛
門
督

〔
飛
鳥
井

雅
威
卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
三
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
2
5
日

2
1
聖
廟
御
法
楽

内
裏

組
題
5
0
首
（
�
〜

�
字
題
）
光
格
：

竹
亭
夏
月

小
夜
風
に
軒
の
若
竹
打
な
び
き
は
ご
し
の
月
の
影
ぞ

す
ゞ
し
き

民
部
卿

〔
冷
泉
為

泰
卿
〕

冷
泉
中
納

言
〔
為
章

卿
〕

講
師
：
良
顕
朝
臣
〔
勧
修
寺
弁
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
三
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年



月
3
0
日

2
1

内
侍
所
西
庭
ニ
於
テ
清
祓
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
�
日

〔
今
日
立
秋
〕

2
1
和
歌
御
会

内
裏

立
秋
七
夕

秋
の
た
つ
天
の
か
は
ら
の
夕
風
に
妻
む
か
へ
ふ
ね
さ
ぞ

な
す
ゞ
し
き

右
衛
門
督

〔
飛
鳥
井

雅
威
卿
〕

民
部
卿

〔
冷
泉
為

泰
卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
三
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

女
官
達
、
出
詠

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
出
詠
和
歌
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考
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寛
政
�
年

�
月
2
4
日

2
1
月
次
御
会

内
裏

籬
萩
、
露
、
礒
松

籬
萩
：
見
つ
ゝ
お
も
ふ
ま
が
き
の
萩
の
は
な
盛
鹿
の
ね

添
る
野
べ
は
さ
ぞ
な
と
、
露
：
所
が
ら
あ
き
の
光
を
ふ

か
く
み
る
露
の
䑓
の
あ
さ
ゆ
ふ
の
つ
ゆ
、
礒
松
：
し
ら

な
み
の
よ
せ
て
は
か
へ
る
あ
ら
い
そ
に
馴
て
木
だ
か
き

松
の
一
も
と

為
則
朝
臣

〔
冷
泉
侍

従
〕

右
兵
衛
督

〔
藤
谷
為

敦
卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
三
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
1
5
日

2
1

石
清
水
放
生
会
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
2
0
日

2
1

関
白
鷹
司
輔
平
ヲ
罷
メ
、
左
大
臣
一
条
輝
良
ヲ
、
関
白
、

氏
長
者
ト
為
ス

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

	
月
2
4
日

2
1
月
次
御
会

内
裏

組
題
1
0
0
首
（
2
〜

�
字
題
）
光
格
：

禁
中
月
、
月
前
舟

光
格
御
製
部
分
は
白
紙
（
記
録
ナ
シ
）

右
衛
門
督

〔
飛
鳥
井

雅
威
卿
〕

日
野
中
納

言
〔
資
矩

卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
三
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
1

神
嘉
殿
木
造
始
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
1
1
日

2
1

伊
勢
例
幣
発
遺
ノ
儀
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
1
3
日

2
1

清
涼
殿
ニ
出
御
、
明
月
ヲ
御
覧
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
1
5
日

2
1

夜
、
別
殿
ニ
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年



月
1
6
日

2
1
和
歌
当
座
御
会

内
裏

組
題
3
0
首
（
�
〜

�
字
題
）
光
格
：

菊
露

秋
ふ
か
み
老
せ
ぬ
き
く
の
花
の
上
に
置
そ
ふ
露
は
千
世

の
数
か
も

右
衛
門
督

〔
飛
鳥
井

雅
威
卿
〕

右
衛
門
督

〔
飛
鳥
井

雅
威
卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
三
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
1
8
日

2
1

常
陸
水
戸
太
高
寺
深
如
ニ
上
人
号
ヲ
賜
フ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
2
1
日

2
1

開
明
門
院
ノ
三
回
御
忌
ニ
依
リ
、
般
舟
三
昧
院
並
ニ
於

テ
御
法
事
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年



月
2
4
日

2
1
月
次
御
会

内
裏
秋
時
雨
、
残
菊

匂
、
待
便
恋

光
格
御
製
部
分
は
白
紙
（
記
録
ナ
シ
）

民
部
卿

〔
冷
泉
為

泰
卿
〕

冷
泉
中
納

言
〔
為
章

卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
三
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

1
0
月
�
日

2
1

後
桃
園
天
皇
ノ
十
三
回
聖
忌
ヲ
引
上
ゲ
、
是
日
ヨ
リ
五

箇
日
間
、
清
涼
殿
ニ
於
テ
御
籤
法
講
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
0
月
1
2
日

2
1

盛
化
門
院
ノ
正
忌
ニ
依
リ
、
般
舟
三
昧
院
並
ニ
於
テ
御

法
事
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
0
月
2
4
日

2
1
月
次
御
会

内
裏

組
題
1
0
0
首
（
1
〜

�
字
題
）
光
格
：

春
曙
、
寄
虫
恋

春
曙
：
う
す
く
な
る
月
の
光
も
山
端
の
花
よ
り
し
ら
む

は
る
の
あ
け
ぼ
の
、
寄
虫
恋
：
待
人
は
問
こ
ぬ
暮
の
軒

ば
に
も
こ
ゝ
ろ
づ
く
し
の
蛛
の
ふ
る
ま
ひ

為
則
朝
臣

〔
冷
泉
侍

従
〕

右
兵
衛
督

〔
藤
谷
為

敦
卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
三
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

1
1
月
�
日

2
1

春
日
祭
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
1
月
�
日

2
1

神
嘉
殿
上
棟
式
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
1
月
1
2
日

2
1

神
嘉
殿
代
竣
成
ニ
就
キ
、
是
日
、
移
管
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
1
月
2
0
日

2
1

新
嘗
御
祈
ヲ
行
ハ
ル
、
新
造
神
嘉
殿
ニ
出
御
ア
ラ
セ
ラ

ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻
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寛
政
�
年

1
1
月
2
1
日

2
1

豊
明
節
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
1
月
2
4
日

2
1
月
次
御
会

内
裏
冬
月
、
篠
霜
、
濱

砂
光
格
御
製
部
分
は
白
紙
（
記
録
ナ
シ
）

右
衛
門
督

〔
飛
鳥
井

雅
威
卿
〕

右
衛
門
督

〔
飛
鳥
井

雅
威
卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
三
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

1
1
月
2
8
日

2
1

左
大
臣
一
条
輝
良
、
右
大
臣
近
衛
経
熈
等
ヲ
罷
メ
、
内

大
臣
鷹
司
政
熈
ヲ
左
大
臣
ニ
、
権
大
納
言
二
条
治
孝
ヲ

右
大
臣
ニ
、
権
大
納
言
久
我
信
通
ヲ
内
大
臣
ニ
任
ズ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
2
月
1
6
日

2
1

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
、
御
拝
ア
ラ
セ

ラ
ル
、
次
ニ
笛
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
竟
ツ
テ
笛
ノ

御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
2
月
2
4
日

2
1
月
次
御
会

内
裏

組
題
1
0
0
首
（
2
〜

�
字
題
）
光
格
：

竹
雪
、
神
祇

光
格
御
製
部
分
は
白
紙
（
記
録
ナ
シ
）

冷
泉
中
納

言
〔
為
章

卿
〕

右
兵
衛
督

〔
藤
谷
為

敦
卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
三
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
	
年

�
月
�
日

2
2

四
方
拝
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
、
御
拝
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
元
日

節
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
レ
ズ
、
小
朝
拝
ヲ
行

ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
	
年

�
月
�
日

2
2

大
床
子
御
膳
ヲ
供
ス

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
	
年

�
月
�
日

2
2

披
露
始
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
	
年

�
月


日

2
2

内
大
臣
久
我
信
通
ヲ
罷
メ
、
大
炊
御
門
家
孝
ヲ
内
大
臣

ニ
還
任
ス

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
	
年

�
月
�
日

2
2

白
馬
節
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
	
年

�
月
�
日

2
2

南
殿
ニ
於
テ
後
七
日
御
修
法
ヲ
、
理
性
院
本
坊
ニ
於
テ

太
元
帥
法
ヲ
行
ハ
ル
、
十
四
日
、
両
法
結
願
ナ
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
	
年

�
月
1
1
日

2
2

神
宮
奏
事
始
ヲ
行
ハ
ル
、
是
日
、
千
秋
万
歳
ヲ
御
覧
ア

ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
	
年

�
月
1
4
日

2
2

内
大
臣
大
炊
御
門
家
孝
ヲ
罷
メ
、
西
園
寺
賞
季
ヲ
内
大

臣
ニ
還
任
ス

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
	
年

�
月
1
6
日

2
2

踏
歌
節
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
	
年

�
月
1
9
日

2
2

舞
御
覧
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
又
、
鶴
包
丁
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
	
年

�
月
2
1
日

2
2

賀
茂
奏
事
始
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
2
4
日

2
2
和
歌
御
会
始

内
裏
華
夷
皆
楽
春

梅
が
枝
を
う
た
ふ
も
ひ
な
の
ひ
と
ふ
し
も
は
る
を
た
の

し
む
心
な
ら
ず
や

右
衛
門
督

〔
雅
威
卿
〕

冷
泉
中
納

言
〔
為
章

卿
〕

読
師
：
権
大
納
言
〔
実
起
卿
〕
、
講

師
：
昶
定
朝
臣
、
発
声
：
宮
内
卿
〔
俊

資
卿
〕
、
講
頌
：
正
親
町
前
大
納
言
、

冷
泉
中
納
言
、
庭
田
中
納
言
、
持
明

院
前
中
納
言
、
〔
発
声
歌
発
言
〕
右

衛
門
督
、
久
世
三
位
、
治
部
卿

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
四
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

女
官
達
、
出
詠

寛
政
	
年

�
月
2
9
日

2
2

青
綺
門
院
ノ
三
回
御
忌
ニ
依
リ
、
般
舟
三
昧
院
並
ニ
泉

涌
寺
ニ
於
テ
御
法
事
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
出
詠
和
歌
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考
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寛
政
�
年

�
月
�
日

2
2
当
座
和
歌
御
会
始

内
裏

組
題
3
0
首
（
�
〜

�
字
題
）
光
格
：

早
春
風

は
る
来
ぬ
と
の
ど
け
き
風
の
音
羽
山
た
に
の
こ
ほ
り
も

吹
や
と
く
ら
む

民
部
卿

右
兵
衛
督

講
師
：
良
顕
朝
臣

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
四
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

後
桜
町
院
、
出
詠

寛
政
	
年

�
月


日

2
2

内
大
臣
西
園
寺
賞
季
ヲ
罷
メ
、
権
大
納
言
一
条
忠
良
ヲ

内
大
臣
ニ
任
ズ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
	
年

�
月
2
1
日

2
2

春
日
祭
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
2
2
日

2
2
水
無
瀬
宮
御
法
楽

内
裏

組
題
2
0
首
（
�
〜

�
字
題
）
光
格
：

見
花
日
暮

あ
か
な
く
の
花
み
て
く
ら
す
春
の
日
も
き
け
ば
お
ど
ろ

く
入
相
の
か
ね

右
衛
門
督

右
兵
衛
督
講
師
：
為
則
朝
臣

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
四
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
2
4
日

2
2
御
月
次

内
裏

組
題
1
0
0
首
（
�

字
題
）
光
格
：
初

鴬
、
別
恋

初
鴬
：
咲
そ
む
る
梅
の
色
か
に
を
く
れ
じ
と
け
さ
よ
り

来
鳴
鴬
の
声
、
別
恋
：
立
わ
か
れ
袖
引
と
む
る
槙
の
戸

に
み
る
も
恨
め
し
有
明
の
月

為
則
朝
臣
日
野
中
納

言

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
四
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
2
5
日

2
2
聖
廟
御
法
楽

内
裏

組
題
5
0
首
（
�
〜

�
字
題
）
光
格
：

田
村

ま
す
ら
男
が
牛
ひ
き
つ
れ
て
ゆ
た
か
に
も
う
へ
る
田
づ

ら
の
む
ら
の
夕
ぐ
れ

民
部
卿

民
部
卿

講
師
：
昶
定
朝
臣

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
四
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
	
年

後
�
月
14
日

2
2

御
楽
始
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

後
�
月
24
日

2
2
月
次
御
会

内
裏

〔
春
〕
葛
城
山
、

〔
春
〕
塩
竈
浦
、

〔
恋
〕
名
取
河

光
格
御
製
部
分
は
白
紙
（
記
録
ナ
シ
）

冷
泉
中
納

言
右
衛
門
督

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
四
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
	
年

�
月
�
日

2
2

闘
鶏
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
	
年

�
月
1
0
日

2
2

月
次
御
楽
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
2
3
日

2
2
当
座
御
会

内
裏
組
題
2
0
首
（
�
字

題
）
光
格
：
暮
春

長
き
春
も
や
ゝ
夏
ち
か
く
桜
花
ま
た
れ
を
し
む
に
日
数

か
さ
ね
て

冷
泉
中
納

言

冷
泉
中
納

言

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
四
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
2
4
日

2
2
月
次
御
会

内
裏

組
題
1
0
0
首
（
2
〜

�
字
題
）
光
格
：

山
花
、
花
面
影

光
格
御
製
部
分
は
白
紙
（
記
録
ナ
シ
）

民
部
卿

右
兵
衛
督

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会

寛
政
四
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
	
年

�
月
2
6
日

2
2

日
光
東
照
宮
奉
幣
発
遣
日
時
定
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
	
年

�
月
2
7
日

2
2

近
習
衆
と
『
十
八
史
略
』
の
会
（
会
読
、
輪
講
）

藤
田
覚
『
江
戸
時
代
の
天

皇
』

寛
政
	
年

	
月
�
日

2
2

近
習
衆
と
『
十
八
史
略
』
の
会
（
会
読
、
輪
講
）

藤
田
覚
『
江
戸
時
代
の
天

皇
』

寛
政
	
年

	
月
�
日

2
2

近
習
衆
と
『
十
八
史
略
』
の
会
（
会
読
、
輪
講
）

藤
田
覚
『
江
戸
時
代
の
天

皇
』

寛
政
	
年

	
月
1
6
日

2
2

近
習
衆
と
『
十
八
史
略
』
の
会
（
会
読
、
輪
講
）

藤
田
覚
『
江
戸
時
代
の
天

皇
』

寛
政
	
年

	
月
1
7
日

2
2

賀
茂
祭
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
2
4
日

2
2
月
次
御
会

内
裏
雨
中
新
樹
､
卯
月

郭
公
、
舟
浮
湖
水
光
格
御
製
部
分
は
白
紙
（
記
録
ナ
シ
）

右
衛
門
督

民
部
卿

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
四
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）
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寛
政
	
年

�
月
�
日

2
2

近
習
衆
と
『
十
八
史
略
』
の
会
（
会
読
、
輪
講
）

藤
田
覚
『
江
戸
時
代
の
天

皇
』

寛
政
�
年

�
月
1
3
日

2
2
当
座
御
会

内
裏

組
題
3
0
首
（
�
〜

�
字
題
）
光
格
：

三
嶋
江
寒
蘆

枯
あ
し
の
し
も
に
三
嶋
の
江
を
さ
む
み
む
れ
ゐ
る
た
づ

の
数
も
ま
が
は
ぬ

右
衛
門
督

民
部
卿

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
四
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
2
4
日

2
2
月
次
御
会

内
裏

組
題
1
0
0
首
（
2
〜

�
字
題
）
光
格
：

夕
薄
、
寄
橋
恋

夕
薄
：
夕
ぎ
り
の
立
ま
よ
ふ
の
べ
の
は
な
す
ゝ
き
ほ
の

か
に
ま
ね
く
袖
の
さ
び
し
さ
、
寄
橋
恋
：
ま
つ
ほ
ど
は

す
ぎ
つ
る
よ
ひ
の
手
枕
に
わ
た
る
も
は
か
な
ゆ
め
の
う

き
は
し

冷
泉
前
中

納
言

冷
泉
前
中

納
言

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
四
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
	
年



月
�
日

2
2

近
習
衆
と
『
十
八
史
略
』
の
会
（
会
読
、
輪
講
）

藤
田
覚
『
江
戸
時
代
の
天

皇
』

寛
政
�
年

�
月
2
4
日

2
2
月
次
御
会

内
裏
蝉
、
泉
、
思

光
格
御
製
部
分
は
白
紙
（
記
録
ナ
シ
）

為
則
朝
臣

右
兵
衛
督

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
四
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
2
5
日

2
2
聖
廟
御
法
楽

内
裏

組
題
5
0
首
（
�
〜

�
字
題
）
光
格
：

首
夏
水

き
の
ふ
ま
で
の
霞
も
け
さ
は
夏
の
い
ろ
に
す
ゞ
し
く
す

め
る
庭
の
池
水

冷
泉
中
納

言
右
衛
門
督

講
師
：
為
則
朝
臣

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
四
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
2
七
夕
御
会

内
裏

七
夕
夜
深

あ
か
な
く
も
ほ
し
合
の
影
の
ふ
く
る
よ
を
吹
か
へ
し
て

よ
あ
ま
の
か
は
風

為
則
朝
臣
日
野
中
納

言

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
四
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

後
桜
町
院
、
女
官
達
、

出
詠

寛
政
	
年

�
月
2
2
日

2
2

近
習
衆
と
『
十
八
史
略
』
の
会
（
会
読
、
輪
講
）

藤
田
覚
『
江
戸
時
代
の
天

皇
』

寛
政
�
年

�
月
2
4
日

2
2
月
次
御
会

内
裏

組
題
1
0
0
首
（
�

字
題
）
光
格
：
秋

夕
風
、
草
庵
雨

光
格
御
製
部
分
は
白
紙
（
記
録
ナ
シ
）

右
衛
門
督

右
衛
門
督

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
四
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
	
年

�
月
2
7
日

2
2

近
習
衆
と
『
十
八
史
略
』
の
会
（
会
読
、
輪
講
）

藤
田
覚
『
江
戸
時
代
の
天

皇
』

寛
政
	
年

�
月
�
日

2
2

近
習
衆
と
『
十
八
史
略
』
の
会
（
会
読
、
輪
講
）

藤
田
覚
『
江
戸
時
代
の
天

皇
』

寛
政
	
年

�
月
1
2
日

2
2

近
習
衆
と
『
十
八
史
略
』
の
会
（
会
読
、
輪
講
）

藤
田
覚
『
江
戸
時
代
の
天

皇
』

寛
政
	
年

�
月
1
5
日

2
2

石
清
水
放
生
会
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

	
月
2
4
日

2
2
月
次
御
会

内
裏
月
前
萩
、
月
前

虫
、
月
前
筵

光
格
御
製
部
分
は
白
紙
（
記
録
ナ
シ
）

民
部
卿

日
野
中
納

言

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
四
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
	
年

�
月
�
日

2
2

近
習
衆
と
『
十
八
史
略
』
の
会
（
会
読
、
輪
講
）

藤
田
覚
『
江
戸
時
代
の
天

皇
』

寛
政
	
年

�
月
�
日

2
2

近
習
衆
と
『
十
八
史
略
』
の
会
（
会
読
、
輪
講
）

藤
田
覚
『
江
戸
時
代
の
天

皇
』

寛
政
	
年

�
月
1
1
日

2
2

伊
勢
例
幣
発
遣
ノ
儀
ア
リ
、
南
殿
ニ
出
御
、
御
拝
ア
ラ

セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
	
年

�
月
1
2
日

2
2

近
習
衆
と
『
十
八
史
略
』
の
会
（
会
読
、
輪
講
）

藤
田
覚
『
江
戸
時
代
の
天

皇
』

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
出
詠
和
歌
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考



光格天皇主催御会和歌年表―寛政期編

― ―77

寛
政
	
年

�
月
1
3
日

2
2

清
涼
殿
ニ
出
御
、
明
月
ヲ
御
覧
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年



月
2
4
日

2
2
月
次
御
会

内
裏

組
題
1
0
0
首
（
�

字
題
）
光
格
：
紅

葉
、
厭
恋

紅
葉
：
龍
田
姫
こ
ゝ
ろ
の
色
を
み
せ
つ
ゝ
ぞ
み
ね
に
も

尾
に
も
そ
む
る
も
み
ち
ば
、
厭
恋
：
今
は
た
ゞ
い
と
は

る
ゝ
身
を
い
と
ふ
ま
で
さ
て
し
も
つ
ら
き
中
と
な
り
ぬ

る

冷
泉
中
納

言
右
衛
門
督

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
四
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年



月
2
6
日

2
2
当
座
御
会

内
裏

組
題
2
0
首
（
�
字

題
）
光
格
：
寄
蘆

恋

我
中
は
逢
事
波
に
乱
あ
し
の
う
き
ふ
し
そ
ひ
て
朽
や
は

て
な
ん

為
則
朝
臣

右
衛
門
督

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
四
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
	
年

1
0
月
�
日

2
2

近
習
衆
と
『
十
八
史
略
』
の
会
（
会
読
、
輪
講
）

藤
田
覚
『
江
戸
時
代
の
天

皇
』

寛
政
�
年

1
0
月
2
4
日

2
2
月
次
御
会

内
裏
時
雨
雲
、
残
菊
、

海
辺
松

光
格
御
製
部
分
は
白
紙
（
記
録
ナ
シ
）

為
則
朝
臣
冷
泉
中
納

言

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
四
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
	
年

1
1
月
	
日

2
2

近
習
衆
と
『
貞
観
政
要
』
の
会
（
会
読
、
輪
講
）

藤
田
覚
『
江
戸
時
代
の
天

皇
』

寛
政
	
年

1
1
月
1
1
日

2
2

春
日
祭
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
	
年

1
1
月
1
2
日

2
2

近
習
衆
と
『
貞
観
政
要
』
の
会
（
会
読
、
輪
講
）

藤
田
覚
『
江
戸
時
代
の
天

皇
』

寛
政
	
年

1
1
月
2
0
日

2
2

新
嘗
祭
ヲ
行
ハ
ル
、
神
嘉
殿
代
ニ
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
	
年

1
1
月
2
1
日

2
2

豊
明
節
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
	
年

1
1
月
2
3
日

2
2

近
習
衆
と
『
貞
観
政
要
』
の
会
（
会
読
、
輪
講
）

藤
田
覚
『
江
戸
時
代
の
天

皇
』

寛
政
�
年

1
1
月
2
4
日

2
2
月
次
御
会

内
裏

組
題
1
0
0
首
（
2
〜

�
字
題
）
光
格
：

暁
立
春
、
浦
月

暁
立
春
：
の
ど
か
な
る
ひ
か
り
を
み
せ
て
暁
の
遠
山
か

づ
ら
は
る
に
か
ゝ
れ
る
、
浦
月
：
田
子
の
浦
や
波
路
く

も
ら
ぬ
月
か
げ
に
か
ず
さ
へ
み
ゆ
る
三
保
の
松
ば
ら

飛
鳥
井
中

納
言

右
兵
衛
督

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
四
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
	
年

1
2
月
�
日

2
2

近
習
衆
と
『
貞
観
政
要
』
の
会
（
会
読
、
輪
講
）

藤
田
覚
『
江
戸
時
代
の
天

皇
』

寛
政
	
年

1
2
月
1
3
日

2
2

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
ヲ
行
ハ
ル
、
御
拝
竟
ツ
テ
和
琴
ノ

御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
	
年

1
2
月
1
6
日

2
2

大
曲
御
伝
授
ア
リ
、
備
中
介
山
井
景
貫
、
之
ヲ
授
ケ
奉

ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
2
月
2
4
日

2
2
月
次
御
会

内
裏
歳
暮
月
、
歳
暮

雪
、
歳
暮
梅

光
格
御
製
部
分
は
白
紙
（
記
録
ナ
シ
）

民
部
卿

冷
泉
前
中

納
言

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
四
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
3

四
方
拝
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
元
日
節
会
ヲ

行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
レ
ズ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
3

大
床
子
御
膳
ヲ
供
ス
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
レ
ズ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
3

千
秋
万
歳
ヲ
御
覧
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
3

白
馬
節
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻
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寛
政
�
年

�
月
�
日

2
3

後
七
日
御
修
法
並
ニ
太
元
帥
法
ヲ
行
ハ
ル
、
十
四
日
、

両
法
結
願
ナ
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
1
1
日

2
3

神
宮
奏
事
始
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
1
6
日

2
3

踏
歌
節
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
レ
ズ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
1
9
日

2
3

南
庭
ニ
於
テ
舞
御
覧
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
2
1
日

2
3

賀
茂
奏
事
始
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
2
4
日

2
3
公
宴
和
歌
御
会

始
内
裏

春
来
日
暖

草
も
木
も
は
る
ぞ
と
し
る
や
あ
ま
つ
空
て
ら
す
日
か
げ

の
の
ど
か
な
る
よ
り

冷
泉
前
中

納
言
為
章

卿

藤
谷
右
兵

衛
督
為
敦

卿

読
師
：
勧
修
寺
按
察
前
大
納
言
経
逸

卿
、
講
師
：
胤
定
朝
臣
〔
広
橋
頭

弁
〕
、
発
声
：
明
日
香
井
中
納
言
雅

威
卿
、
講
頌
：
〔
一
〕
広
橋
前
大
納

言
伊
光
卿
、
〔
四
〕
持
明
院
前
中
納

言
宗
時
卿
、
〔
五
〕
冷
泉
前
中
納
言

為
章
卿
、
〔
三
〕
庭
田
中
納
言
重
嗣

卿
、
〔
二
〕
三
条
西
大
納
言
廷
季
卿
、

藤
谷
右
兵
衛
督
為
敦
卿
、
〔
雅
威
歌

発
言
〕
綾
小
路
宮
内
卿
俊
資
卿

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
五
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

女
官
、
出
詠

寛
政
�
年

�
月
	
日

2
3

上
丁
御
講
釈
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
3
和
歌
当
座
御
会

内
裏

組
題
3
0
首
（
�
〜

�
字
題
）
光
格
：

朝
子
日

ね
の
日
と
て
今
日
ひ
く
ま
つ
は
は
る
さ
む
き
あ
さ
げ
の

し
も
を
千
世
の
は
つ
は
る

飛
鳥
井
中

納
言
雅
威

卿

冷
泉
民
部

卿
為
泰
卿
講
師
：
為
則
朝
臣
〔
冷
泉
少
将
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
五
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

後
桜
町
院
、
出
詠
。

『
光
格
天
皇
実
録
』
に

よ
れ
ば
、
披
講
は
行
わ

れ
ず
。

寛
政
�
年

�
月
2
1
日

2
3

春
日
祭
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
2
2
日

2
3
水
無
瀬
宮
御
法
楽
内
裏
組
題
2
0
首
（
�
字

題
）
光
格
：
山
霞

朝
が
す
み
の
ど
か
に
は
る
を
水
無
瀬
山
山
も
と
か
け
て

立
わ
た
る
ら
し

為
則
朝
臣

〔
冷
泉
少

将
〕

冷
泉
前
中

納
言
為
章

卿

講
師
：
胤
定
朝
臣
〔
広
橋
頭
弁
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
五
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
2
4
日

2
3
月
次
御
会

内
裏

組
題
1
0
0
首
（
�

字
題
）
光
格
：
早

春
雪
、
水
辺
菊

早
春
雪
：
春
き
ぬ
と
お
も
ふ
ば
か
り
に
空
さ
え
て
ち
り

か
ふ
雪
も
花
と
こ
そ
み
れ
、
水
辺
菊
：
吹
上
の
浜
辺
の

秋
も
お
も
ひ
や
る
い
け
の
み
ぎ
は
の
白
ぎ
く
の
花

冷
泉
民
部

卿
為
泰
卿

日
野
中
納

言
資
矩
卿

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
五
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
2
5
日

2
3
聖
廟
御
法
楽

内
裏

組
題
5
0
首
（
�
〜

�
字
題
）
光
格
：

初
梅

初
梅
：
の
ど
け
さ
は
難
波
の
は
る
も
へ
だ
て
ず
よ
咲
初

て
に
ほ
ふ
庭
の
梅
が
香

飛
鳥
井
中

納
言
雅
威

卿

飛
鳥
井
中

納
言
雅
威

卿

講
師
：
為
則
朝
臣

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
五
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
1
3
日

2
3
当
座
御
会

内
裏

組
題
2
0
首
（
�
〜

�
字
題
）
光
格
：

契
久
恋

月
日
へ
て
お
も
へ
ば
つ
ら
し
今
こ
ん
と
ち
ぎ
り
し
人
の

音
信
も
せ
ず

為
則
朝
臣

藤
谷
右
兵

衛
督
為
敦

卿

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
五
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
2
4
日

2
3
月
次
御
会

内
裏
春
日
遅
、
残
鴬
、

寄
舟
恋

春
日
遅
：
青
柳
の
千
す
じ
の
い
と
を
い
く
か
へ
り
な
が

き
は
る
日
に
く
り
い
だ
す
ら
ん
、
残
鴬
：
花
の
な
ご
り

な
れ
も
し
た
ふ
や
は
る
た
け
て
さ
び
し
き
枝
に
鴬
の
な

く
、
寄
舟
恋
：
人
に
い
つ
あ
ふ
み
の
海
の
捨
小
舟
か

た
ゞ
の
う
ら
の
な
さ
へ
つ
れ
な
き

冷
泉
前
中

納
言
為
章

卿

飛
鳥
井
中

納
言
雅
威

卿

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
五
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
出
詠
和
歌
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考
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寛
政
�
年

�
月
2
5
日

2
3

日
光
東
照
宮
奉
幣
発
遣
日
時
定
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

	
月
1
6
日

2
3

小
御
所
ニ
於
テ
内
侍
所
御
搦
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

	
月
1
7
日

2
3

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
、
笛
ノ
御
所
作

ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

	
月
2
0
日

2
3

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

	
月
2
3
日

2
3

賀
茂
祭
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
2
4
日

2
3
月
次
御
会

内
裏

組
題
1
0
0
首
（
2
〜

�
字
題
）
光
格
：

月
前
郭
公
、
庭
夏

草

月
前
郭
公
：
な
れ
も
今
月
す
む
空
を
あ
か
ず
と
や
さ
や

か
に
名
の
る
山
ほ
と
ゝ
ぎ
す
、
庭
夏
草
：
は
ら
ふ
や
と

見
る
ほ
ど
も
な
く
生
そ
ひ
て
し
げ
り
あ
ひ
ぬ
る
庭
の
夏

草

冷
泉
前
中

納
言
為
章

卿

藤
谷
右
兵

衛
督
為
敦

卿

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
五
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

	
月
2
4
日

2
3

是
ヨ
リ
先
、
刑
部
卿
徳
川
治
国
、
薨
ズ
、
仍
ツ
テ
是
日
、

内
々
、
物
音
ヲ
停
メ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
3

皇
女
壽
賀
宮
、
薨
ズ
、
仍
ツ
テ
是
日
ヨ
リ
三
箇
日
間
、

物
音
ヲ
停
メ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
2
4
日

2
3
月
次
御
会

内
裏
樗
誰
家
、
蚊
遣

火
、
雨
中
竹

光
格
御
製
部
分
は
白
紙
（
記
録
ナ
シ
）

飛
鳥
井
中

納
言
雅
威

卿

日
野
中
納

言
資
矩
卿

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
五
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
2
4
日

2
3
月
次
御
会

内
裏

組
題
1
0
0
首
（
1
〜

�
字
題
）
光
格
：

鵜
河
、
山

鵜
河
：
夕
闇
に
く
だ
す
か
ゞ
り
も
大
井
川
こ
ぶ
ね
に

か
ゝ
る
せ
ゞ
の
し
ら
な
み
、
山
：
千
早
振
神
代
開
け
し

む
か
し
よ
り
む
べ
も
う
ご
か
ぬ
よ
も
の
山
々

冷
泉
前
中

納
言
為
章

卿

飛
鳥
井
中

納
言
雅
威

卿

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
五
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
2
5
日

2
3
聖
廟
御
法
楽

内
裏

組
題
5
0
首
（
�
〜

�
字
題
）
光
格
：

首
夏
風

脱
更
て
け
さ
よ
り
夏
の
衣
手
に
う
ら
な
く
か
よ
ふ
か
ぜ

ぞ
涼
し
き

為
則
朝
臣
日
野
中
納

言
資
矩
卿
講
師
：
胤
定
朝
臣

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
五
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
3

是
ヨ
リ
先
、
六
月
二
十
四
日
、
征
夷
大
将
軍
徳
川
家
斉

ノ
男
竹
千
代
、
逝
去
ス
、
仍
ツ
テ
是
日
三
箇
日
間
、
物

音
ヲ
停
メ
ラ
ル
。
是
日
、
閑
院
宮
ヨ
リ
宇
多
天
皇
御
所

持
ノ
笛
ヲ
献
上
セ
ラ
ル
、
仍
ツ
テ
是
日
、
此
御
笛
ヲ
以

テ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
3
御
会

内
裏
織
女
渡
天
河

七
夕
の
ま
ち
わ
び
て
渡
る
あ
ま
の
河
な
ど
わ
く
ら
ば
の

ち
ぎ
り
か
け
け
ん

冷
泉
民
部

卿
為
泰
卿

冷
泉
前
中

納
言
為
章

卿

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
五
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

後
桜
町
院
、
女
官
、
出

詠

寛
政
�
年

�
月
1
7
日

2
3

天
曹
地
府
祭
ノ
都
状
ヲ
進
献
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
2
4
日

2
3
月
次
御
会

内
裏
槿
、
鹿
、
恨

槿
：
起
出
て
め
づ
る
ま
あ
れ
な
あ
さ
が
ほ
の
籬
に
さ
け

る
は
な
の
ひ
と
と
き
、
鹿
：
か
げ
と
と
も
に
す
み
の
ぼ

る
ら
し
あ
き
の
よ
の
外
山
の
月
に
棹
し
か
の
こ
ゑ
、

恨
：
こ
ひ
わ
び
し
露
の
み
だ
れ
の
は
て
い
ま
だ
ま
く
ず

が
は
ら
の
う
ら
み
と
ぞ
な
る

為
則
朝
臣
日
野
中
納

言
資
矩
卿

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
五
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
1
5
日

2
3

石
清
水
放
生
会
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

	
月
2
4
日

2
3
月
次
御
会

内
裏

組
題
1
0
0
首
（
1
〜

�
字
題
）
光
格
：

鶯
、
月

鴬
：
春
さ
む
き
ま
ど
の
く
れ
た
け
朝
し
も
の
小
枝
に
ま

だ
き
来
な
く
う
ぐ
ひ
す
、
月
：
秋
と
い
へ
ば
ね
ず
し
て

い
く
よ
見
る
も
あ
か
じ
空
行
月
の
て
り
ま
さ
る
か
げ

飛
鳥
井
中

納
言
雅
威

卿

冷
泉
前
中

納
言
為
章

卿

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
五
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）
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寛
政
�
年

�
月
2
8
日

2
3

延
暦
寺
勧
楽
会
ア
リ
、
勅
使
ヲ
差
遣
セ
ラ
ル
。
是
日
、

御
楽
始
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
1
1
日

2
3

伊
勢
例
幣
発
遣
ノ
儀
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年



月
1
3
日

2
3
御
当
座

内
裏

組
題
3
0
首
（
�
〜

�
字
題
）
光
格
：

九
月
十
三
夜

あ
か
ず
し
も
見
る
か
ひ
あ
れ
や
名
に
し
あ
ふ
よ
を
な
が

月
の
さ
や
か
な
る
か
げ

冷
泉
民
部

卿
為
泰
卿

日
野
中
納

言
資
矩
卿

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
五
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

詩
歌
会

寛
政
�
年

�
月
2
0
日

2
3
後
桜
町
院
に
入
門

寄
道
祝

（
合
点
）
八
雲
た
つ
そ
の
神
の
よ
の
む
か
し
よ
り
さ
か

へ
ひ
さ
し
き
し
き
し
ま
の
み
ち
、
あ
ふ
け
な
を
神
代
へ

た
て
ぬ
し
き
し
ま
の
み
ち
の
さ
か
へ
を
と
き
は
か
き
は

に

東
山
御
文
庫
『
後
桜
町
天

皇
宸
翰
光
格
天
皇
御
製
御

写
』
（
宮
内
庁
書
陵
部
所

蔵
東
山
御
文
庫
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
Ｐ
6
5
3
9
1
0
7
-

8
-
9
）

後
桜
町
院
に
「
寄
道

祝
」
歌
を
勅
書
と
共
に

提
出

寛
政
�
年



月
2
4
日

2
3
御
月
次

内
裏
紅
葉
浅
深
、
対
菊

惜
秋
、
瀧
水
乱
糸
光
格
御
製
部
分
は
白
紙
（
記
録
ナ
シ
）

冷
泉
前
中

納
言
為
章

卿

飛
鳥
井
中

納
言
雅
威

卿

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
五
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

1
0
月
�
日

2
3

玄
猪
ノ
儀
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
0
月
1
2
日

2
3

盛
化
門
院
ノ
正
忌
ニ
依
リ
、
般
舟
三
昧
院
於
テ
御
法
事

ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
0
月
2
4
日

2
3
月
次
御
会

内
裏

組
題
1
0
0
首
（
2
〜

�
字
題
）
光
格
：

夕
落
葉
、
竹
雪

夕
落
葉
：
今
朝
ま
で
は
梢
に
め
で
し
紅
葉
ば
も
さ
そ
ふ

と
や
ふ
く
ゆ
ふ
風
の
こ
ゑ
、
竹
雪
：
降
つ
も
る
雪
を
お

も
げ
に
く
れ
竹
の
み
ど
り
も
う
づ
む
け
さ
の
朝
戸
出

為
則
朝
臣
冷
泉
中
納

言
為
章
卿

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
五
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

1
0
月
2
9
日

2
3

後
桃
園
天
皇
ノ
内
々
ノ
聖
忌
ニ
依
リ
、
般
舟
三
昧
院
ニ

於
テ
施
餓
鬼
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
1
月
�
日

2
3

忌
火
御
飯
ヲ
供
ス
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
1
月


日

2
3

神
祇
官
代
ニ
於
テ
小
忌
ト
定
ヲ
行
ハ
ル
、
又
、
豊
明
節

会
御
点
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
1
月
�
日

2
3

春
日
祭
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
1
月

�
日

2
3

後
桃
園
天
皇
ノ
聖
忌
ニ
依
リ
、
般
舟
三
昧
院
ニ
於
テ
御

供
養
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
1
月
1
4
日

2
3

新
嘗
祭
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
1
月
1
5
日

2
3

豊
明
節
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
1
月
2
4
日

2
3
月
次
御
会

内
裏
椎
柴
嵐
、
雪
似

花
、
会
後
恋

椎
柴
嵐
：
木
々
は
み
な
さ
そ
ひ
黙
せ
し
山
あ
ら
し
の
こ

ゑ
を
の
こ
せ
る
み
ね
の
椎
柴
、
雪
似
花
：
香
を
そ
へ
む

あ
さ
風
も
が
な
し
ら
雪
の
つ
も
る
梢
は
は
な
の
お
も
か

げ
、
会
後
恋
：
人
よ
い
か
に
又
の
あ
ふ
よ
を
ち
ぎ
り
し

も
お
も
へ
ば
つ
ゞ
く
年
の
へ
に
け
り

飛
鳥
井
中

納
言
雅
威

卿

藤
谷
右
兵

衛
督
為
敦

卿

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
五
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

1
2
月
�
日

2
3

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
ヲ
行
ハ
ル
、
御
風
気
ニ
依
リ
、
出

御
ア
ラ
セ
ラ
レ
ズ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
出
詠
和
歌
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考
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寛
政
�
年

1
2
月
�
日

2
3

来
七
日
、
後
桜
町
上
皇
ヨ
リ
天
仁
遠
波
御
伝
授
ア
ラ
セ

ラ
ル
ル
ニ
依
リ
、
無
異
御
終
了
ノ
御
祈
ヲ
、
是
日
ヨ
リ

三
箇
日
間
、
内
侍
所
ニ
於
テ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
2
月
�
日

2
3

後
桜
町
上
皇
よ
り

天
仁
遠
波
伝
授
を

相
伝
さ
れ
る

七
日
、
後
桜
町
上
皇
ヨ
リ
天
仁
遠
波
御
伝
授
ア
ラ
セ
ラ

ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
2
月
�
日

2
3

一
条
院
尊
映
親
王
、
薨
ズ
、
仍
ツ
テ
是
日
ヨ
リ
三
箇
日

間
ノ
廃
朝
仰
セ
出
サ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
2
月
2
2
日

2
3
当
座
御
会

内
裏

組
題
3
0
首
（
�
〜

�
字
題
）
光
格
：

早
春
松

花
鳥
の
い
ろ
か
は
ま
だ
き
園
生
に
も
春
を
み
ど
り
の
ま

つ
の
一
し
ほ

冷
泉
民
部

卿
為
泰
卿

冷
泉
前
中

納
言
為
章

卿

講
師
：
胤
定
朝
臣

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
五
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

後
桜
町
院
、
出
詠

寛
政
�
年

1
2
月
2
4
日

2
3
月
次
御
会

内
裏

組
題
1
0
0
首
（
1
〜

�
字
題
）
光
格
：

立
春
、
女
郎
花
、

鶴

立
春
：
国
ぶ
り
の
や
は
ら
ぐ
る
て
ふ
こ
と
の
は
の
心
の

花
の
は
る
は
き
に
け
り
、
女
郎
花
：
女
郎
花
た
れ
を
待

ら
ん
秋
の
野
に
夕
の
露
の
玉
か
づ
ら
し
て
、
鶴
：
ま
つ

の
か
げ
あ
し
ま
に
む
れ
て
此
道
の
さ
か
へ
を
よ
ば
ふ
わ

か
の
う
ら
づ
る

冷
泉
民
部

卿
為
泰
卿
為
則
朝
臣

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
五
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

1
2
月
2
9
日

2
3

清
祓
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政


年

�
月
�
日

2
4

四
方
拝
、
元
日
節
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
レ
ズ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政


年

�
月
�
日

2
4

大
床
子
御
膳
ヲ
供
ス
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政


年

�
月
�
日

2
4

披
露
始
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政


年

1
月
�
日

2
4

白
馬
節
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政


年

�
月
�
日

2
4

紫
宸
殿
ニ
於
テ
後
七
日
御
修
法
ヲ
、
理
性
院
本
坊
ニ
於

テ
太
元
帥
法
ヲ
行
ハ
ル
、
十
四
日
、
両
法
結
願
ナ
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政


年

�
月
1
1
日

2
4

神
宮
奏
事
始
ア
リ
、
小
御
所
ニ
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政


年

�
月
1
6
日

2
4

踏
歌
節
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
レ
ズ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政


年

�
月
1
7
日

2
4

光
格
天
皇
に
聖
護

院
宮
盈
仁
親
王
・

一
條
忠
良
・
烏
丸

資
菫
が
入
門

そ
れ
ぞ
れ
光
格
天
皇
に
誓
状
と
「
寄
道
祝
」
歌
を
提
出

し
て
入
門
手
続
き
を
と
る

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政


年

�
月
1
9
日

2
4

鶴
包
丁
ア
リ
、
次
ニ
舞
御
覧
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政


年

�
月
2
1
日

2
4

賀
茂
奏
事
始
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻
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寛
政
�
年

�
月
2
4
日

2
4
公
宴
和
歌
御
会
始

内
裏

竹
有
佳
色

か
は
竹
の
な
が
れ
て
た
え
ぬ
言
の
は
の
世
々
の
さ
か
へ

を
み
ど
り
な
る
か
げ

為
則
朝
臣

〔
冷
泉
少

将
〕

為
則
朝
臣

読
師
：
今
出
川
大
納
言
実
種
卿
、
講

師
：
胤
定
朝
臣
〔
広
橋
頭
弁
〕
、
発

声
：
庭
田
中
納
言
重
嗣
卿
、
講
頌
：

広
橋
前
大
納
言
伊
光
卿
、
三
条
西
大

納
言
廷
季
卿
、
飛
鳥
井
中
納
言
雅
威

卿
、
〔
発
声
歌
発
言
〕
持
明
院
前
中

納
言
宗
時
卿
、
久
世
宰
相
通
根
卿
、

藤
谷
右
兵
衛
督
為
敦
卿
、
冷
泉
三
位

為
訓
卿
〔
初
度
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
六
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

後
桜
町
院
、
女
官
、
出

詠

寛
政


年

�
月
�
日

2
4

春
日
祭
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
4
和
歌
当
座
御
会

内
裏

組
題
3
0
首
（
�
字

題
）
光
格
：
松
雪

深

今
朝
の
ま
は
花
を
見
て
し
も
ふ
る
ま
ゝ
に
す
が
た
ば
か

り
の
松
の
し
ら
雪

飛
鳥
井
中

納
言
雅
威

卿

為
則
朝
臣

講
師
：
為
則
朝
臣

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
六
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

後
桜
町
院
、
出
詠

寛
政
�
年

�
月
2
2
日

2
4
水
無
瀬
宮
御
法
楽

内
裏

組
題
2
0
首
（
�
〜

�
字
題
）
光
格
：

鶯

は
る
を
ゝ
の
が
時
ぞ
と
し
る
や
朝
日
か
げ
か
す
め
ば
き

鳴
う
ぐ
ひ
す
の
こ
ゑ

冷
泉
民
部

卿
為
泰
卿

日
野
中
納

言
資
矩
卿
講
師
：
胤
定
朝
臣

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
六
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
2
4
日

2
4
月
次
御
会

内
裏

組
題
1
0
0
首
（
2
〜

�
字
題
）
光
格
：

山
立
春
、
小
鷹

狩
、
磯
浪

山
立
春
：
関
の
戸
の
あ
く
る
ひ
か
り
も
の
ど
か
に
て
は

る
の
立
く
る
あ
ふ
さ
か
の
山
、
小
鷹
狩
：
鷹
人
の
帰
る

袂
や
露
し
げ
き
さ
が
野
の
は
ら
の
秋
の
ゆ
ふ
暮
、
磯

浪
：
花
紅
葉
其
折
々
の
色
も
な
し
磯
べ
は
波
の
み
る
め

ば
か
り
に

冷
泉
前
中

納
言
為
章

卿

藤
谷
右
兵

衛
督
為
敦

卿

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
六
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
2
5
日

2
4
聖
廟
御
法
楽

内
裏

組
題
5
0
首
（
�
〜

�
字
題
）
光
格
：

花
満
山

山
桜
さ
か
り
な
り
け
り
道
か
へ
て
わ
く
る
に
お
な
じ
花

の
し
ら
く
も

飛
鳥
井
中

納
言
雅
威

卿

飛
鳥
井
中

納
言
雅
威

卿

講
師
：
通
知
朝
臣
〔
初
度
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
六
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
4

欣
子
内
親
王
を
皇

后
と
し
中
宮
と
す

る
宣
命
を
作
ら
せ

る

此
日
（
寛
政
六
年
三
月
七
日
）
無
品
内
親
王
〔
先
帝
皇

女
諱
欣
子
〕
有
冊
命
皇
后
之
事
（
中
略
）
卯
剋
許
右
大

臣
・
権
大
納
言
〔
実
祖
〕
・
飛
鳥
井
中
納
言
・
左
大
辨

宰
相
〔
昶
定
〕
等
参
仗
座
、
奉
行
職
事
胤
定
朝
臣
出
陣

仰
云
、
以
無
品
内
親
王
可
為
中
宮
之
由
令
作
宣
命
ヨ

（
『
欣
子
内
親
王
立
后
記
〔
篤
長
卿
記
別
記
〕
』
）

宮
内
庁
『
皇
室
制
度
史
料

后
妃
一
』
（
吉
川
弘
文
館
、

昭
和
6
2
年
）

寛
政
�
年

�
月
2
4
日

2
4
月
次
御
会

内
裏
花
久
盛
、
松
藤
、

寄
鳥
恋

花
久
盛
：
吹
風
も
ゆ
た
か
な
る
世
の
は
る
と
し
る
く
も

ゐ
の
花
ぞ
さ
か
り
ふ
り
せ
ぬ
、
松
藤
：
松
が
え
に
ち
ぎ

り
か
は
し
て
藤
か
つ
ら
い
く
よ
の
は
る
を
か
け
て
さ
く

ら
ん
、
寄
鳥
恋
：
ま
て
し
ば
し
い
は
き
な
ら
ず
ば
心
せ

よ
わ
か
れ
に
つ
ら
き
鳥
の
こ
ゑ
ご
ゑ

為
則
朝
臣

冷
泉
前
中

納
言
為
章

卿

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
六
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政


年

�
月
2
8
日

2
4

日
光
東
照
宮
奉
幣
発
遣
日
時
定
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政


年

	
月
�
日

2
4

日
光
東
照
宮
奉
幣
ヲ
発
遣
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政


年

	
月
	
日

2
4

雅
楽
始
ヲ
行
ハ
ル
、
筝
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政


年

	
月
1
6
日

2
4

賀
茂
祭
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
出
詠
和
歌
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考
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寛
政
�
年

�
月
2
4
日

2
4
月
次
御
会

内
裏

組
題
1
0
0
首
（
3
〜

�
字
題
）
光
格
：

月
前
郭
公
、
野
夕

立
、
夏
稀
恋

月
前
郭
公
：
月
き
よ
く
か
ゞ
や
く
岸
の
く
も
ま
よ
り
さ

や
か
に
な
の
る
山
ほ
と
ゝ
ぎ
す
、
野
夕
立
：
大
江
山
高

根
を
こ
ゆ
る
う
き
ぐ
も
や
い
く
野
ゝ
ま
え
に
き
を
ふ
ゆ

ふ
だ
ち
、
夏
稀
恋
：
夏
引
の
手
ひ
き
の
糸
の
み
だ
れ

つ
ゝ
あ
ふ
こ
と
ま
れ
の
中
ぞ
く
る
し
き

飛
鳥
井
中

納
言
雅
威

卿

日
野
中
納

言
資
矩
卿

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
六
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
2
4
日

2
4
月
次
御
会

内
裏
梅
雨
、
蛍
、
遠
村

梅
雨
：
降
く
ら
す
さ
つ
き
の
雨
や
水
無
月
の
て
る
日
の

空
を
か
ぎ
り
な
る
ら
ん
、
蛍
：
夏
刈
の
あ
し
ま
涼
し
く

江
の
波
の
よ
る
べ
を
見
せ
て
蛍
と
び
か
ふ
、
遠
村
：
遠

方
の
田
づ
ら
の
松
の
梢
よ
り
な
び
く
け
ぶ
り
や
さ
と
の

ひ
と
む
ら

冷
泉
前
中

納
言
為
章

卿

藤
谷
右
兵

衛
督
為
敦

卿

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
六
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
2
4
日

2
4
月
次
御
会

内
裏

組
題
1
0
0
首
（
3
〜

�
字
題
）
光
格
：

〔
春
〕
塩
竃
浦
、

〔
夏
〕
猪
名
野
、

〔
雑
〕
不
盡
山

〔
春
〕
塩
竃
浦
：
た
ぐ
ひ
な
み
籬
が
し
ま
も
ほ
の
ぼ
の

と
か
す
み
わ
た
れ
る
し
ほ
が
ま
の
う
ら
、
〔
夏
〕
猪
名

野
：
雨
は
る
ゝ
武
庫
山
颪
ふ
き
落
て
夏
を
よ
そ
な
る
い

な
の
さ
ゝ
は
ら
、
〔
雑
〕
不
盡
山
：
よ
つ
の
時
雪
を
か

さ
ね
て
う
へ
も
な
き
山
の
名
た
か
く
む
か
ふ
不
盡
の
ね

冷
泉
前
中

納
言
為
章

卿

冷
泉
前
中

納
言
為
章

卿

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
六
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
2
5
日

2
4
聖
廟
御
法
楽

内
裏
組
題
5
0
首
（
�
字

題
）
光
格
：
泉

涌
か
へ
る
清
水
が
も
と
は
夏
と
な
く
む
す
ぶ
袂
に
秋
風

ぞ
ふ
く

為
則
朝
臣

〔
冷
泉
少

将
〕

為
則
朝
臣

〔
冷
泉
少

将
〕

講
師
：
資
菫
〔
烏
丸
弁
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
六
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政


年



月
3
0
日

2
4

清
祓
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

夏
2
4
御
百
首

兼
題
（
�
〜
�
字
題
の
1
0
0
首
）
。
光
格
天
皇
が
�
題
に

つ
き
�
首
提
出
。
後
桜
町
院
が
そ
の
う
ち
�
首
に
合
点

し
て
返
却

東
山
御
文
庫
『
後
桜
町
天

皇
宸
翰
光
格
天
皇
御
製
御

写
』
〈
1
0
7
-
8
-
1
0
〉
（
マ
イ

ク
ロ
P
6
5
4
0
）

後
桜
町
院
が
添
削

寛
政


年

�
月


日

2
4

一
品
典
仁
親
王
ノ
病
ニ
依
リ
、
内
侍
所
ニ
於
テ
千
反
楽

ヲ
行
ハ
ル
、
夜
薨
ズ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

典
仁
親
王
は
「
旧
年
よ

り
御
中
風
」
（
敬
義
卿

記
）

寛
政


年

�
月


日

2
4

光
格
天
皇
の
実
父

閑
院
宮
典
仁
親
王

が
没
6
2
歳
で
薨

去
。
内
裏
の
七
夕

御
会
は
中
止
さ

れ
、
以
後
�
年
間

は
内
裏
御
会
な
し



月
2
5
日
聖
廟
御
法
楽
の
御
会
記
録
の
後
の
遊
紙
に

「
〔
七
月
六
日
〕
七
夕
御
会
被
止
〔
依
御
実
父
典
仁
親
王

薨
去
也
。
一

闋
之
間
／
御
心
喪
ニ
付
七
月
已
後
無
御

会
〕
」
と
墨
書
。

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
六
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政


年

�
月
�
日

2
4

去
夜
、
一
品
典
仁
親
王
、
薨
ズ
、
仍
ツ
テ
六
日
ヨ
リ
五

箇
日
間
ノ
廃
朝
仰
セ
出
サ
ル
、
是
日
、
七
夕
歌
御
会
ヲ

延
引
ス

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

典
仁
親
王
は
「
昨
夜
太

宰
帥
一
品
典
仁
親
王

〔
六
十
二
歳
〕
令
薨
給

云
々
」
（
柳
原
均
光
日

次
記
）

寛
政


年

�
月
1
2
日

2
4

故
典
仁
親
王
ノ
入
棺
ノ
儀
ヲ
行
フ
ニ
依
リ
、
禁
中
、
仙

洞
、
女
院
、
中
宮
等
悉
ク
觸
穢
仰
セ
出
サ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政


年

�
月
2
0
日

2
4

桃
園
天
皇
ノ
三
十
三
回
御
忌
ニ
依
リ
、
是
日
ヨ
リ
ニ
箇

日
間
、
泉
涌
寺
並
ニ
般
舟
三
昧
院
ニ
於
テ
御
法
事
ヲ
行

ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政


年

�
月
2
1
日

2
4

蘆
山
寺
ニ
於
テ
御
父
典
仁
親
王
ノ
葬
儀
ア
リ
、
是
日
ヨ

リ
十
三
箇
日
間
、
錫
紵
ヲ
著
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政


年

�
月
2
4
日

2
4

典
仁
親
王
ノ
初
七
日
忌
ニ
依
リ
、
蘆
山
寺
ニ
於
テ
御
法

事
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻
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寛
政


年

�
月
�
日

2
4

典
仁
親
王
ノ
四
七
日
忌
ニ
依
リ
、
蘆
山
寺
ニ
於
テ
御
法

事
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政


年

�
月
	
日

2
4

是
夜
、
錫
紵
ヲ
脱
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
又
、
御
禊
吉
書
御

覧
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政


年

�
月
�
日

2
4

典
仁
親
王
ノ
七
七
日
忌
ニ
依
リ
、
蘆
山
寺
ニ
於
テ
御
法

事
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政


年

�
月
1
0
日

2
4

是
日
ヨ
リ
御
魚
味
ヲ
供
ス

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政


年

�
月
1
1
日

2
4

伊
勢
例
幣
発
遣
ノ
儀
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政


年

�
月
1
5
日

2
4

石
清
水
放
生
会
ヲ
追
行
セ
ラ
ル
、
觸
穢
ニ
依
リ
延
引
セ

シ
所
ナ
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政


年

1
0
月
�
日

2
4

御
心
喪
中
ニ
依
リ
、
玄
猪
ノ
儀
ヲ
行
ハ
レ
ズ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政


年

1
0
月
1
2
日

2
4

盛
化
門
院
ノ
忌
日
ニ
依
リ
、
般
舟
三
昧
院
ニ
於
テ
御
法

事
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政


年

1
1
月
�
日

2
4

般
舟
三
昧
院
ニ
於
テ
御
経
供
養
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政


年

1
1
月
1
9
日

2
4

御
心
喪
中
ニ
依
リ
、
新
嘗
祭
ヲ
行
ハ
レ
ズ
、
吉
田
家
ニ

於
テ
新
嘗
御
祈
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政


年

1
1
月
2
4
日

2
4

春
日
祭
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政


年

閏
11
月
24
日

2
4

新
造
内
裏
紫
宸
殿
ノ
賢
聖
障
子
ノ
本
文
ヲ
張
上
ゲ
ラ

ル
、
書
博
士
岡
本
保
孝
、
之
ヲ
書
ス

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政


年

1
2
月
3
0
日

2
4

清
祓
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

2
4
御
百
首

後
桜
町
院
に
提
出

東
山
御
文
庫
『
後
桜
町
天

皇
宸
翰
光
格
天
皇
御
製
御

写
』
〈
1
0
7
-
8
-
1
0
〉
（
マ
イ

ク
ロ
P
6
5
4
0
）

後
桜
町
院
が
添
削

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
5

四
方
拝
、
御
座
ヲ
設
ク
ル
モ
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
レ
ズ
、

御
心
喪
中
ニ
依
リ
テ
ナ
リ
、
大
床
子
御
膳
ヲ
供
ス
、
元

日
節
会
ヲ
行
ハ
レ
ズ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政

�
年

�
月
�
日

2
5

千
秋
万
歳
並
ニ
猿
引
御
覧
ヲ
停
ム
、
御
心
喪
中
ニ
依
リ

テ
ナ
リ
、
是
日
、
披
露
始
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
5

白
馬
ヲ
御
覧
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
但
、
御
心
喪
中
ニ
依
リ
、

節
会
ヲ
行
ハ
レ
ズ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
5

南
殿
ニ
於
テ
後
七
日
御
修
法
ヲ
、
理
性
院
本
坊
ニ
於
テ

太
元
帥
法
ヲ
行
ハ
ル
、
十
四
日
、
両
法
結
願
ナ
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
1
1
日

2
5

神
宮
奏
事
始
ヲ
行
ハ
ル
、
小
御
所
東
廂
御
座
ニ
出
御
ア

ラ
セ
ラ
ル
、
御
心
喪
中
ニ
依
リ
、
御
拝
ア
ラ
セ
ラ
レ
ズ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
1
9
日

2
5

御
心
喪
中
ニ
依
リ
、
舞
楽
御
覧
ヲ
停
メ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
出
詠
和
歌
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考
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寛
政
�
年

�
月
2
1
日

2
5

賀
茂
奏
事
始
ヲ
行
ハ
ル
、
御
拝
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
5

関
東
使
大
友
式
部
大
輔
、
参
内
ス
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
レ
、

天
盃
ヲ
賜
フ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
5

春
日
祭
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
1
8
日

2
5

元
室
町
通
下
長
者
町
ニ
火
災
ア
リ
、
内
裏
、
近
キ
ニ
ヨ

リ
他
處
ニ
行
幸
ア
ラ
セ
ラ
レ
ン
ト
ス
、
但
、
少
時
ニ
シ

テ
鎮
火
ス
、
仍
ツ
テ
遷
幸
ヲ
停
ム

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
5

御
心
喪
中
ニ
依
リ
、
闘
鶏
ヲ
行
ハ
レ
ズ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
	
日

2
5

法
隆
寺
蔵
聖
徳
太
子
像
参
内
ニ
就
キ
、
太
子
像
、
宝
物

等
ヲ
御
覧
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
1
6
日

2
5

松
尾
祭
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
1
6
日

2
5

稲
荷
祭
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
2
5
日

2
5

日
光
東
照
宮
奉
幣
発
遣
日
時
定
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

	
月
1
6
日

2
5

賀
茂
祭
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年



月
3
0
日

2
5

来
月
六
日
、
御
父
典
仁
親
王
ノ
一
周
忌
ニ
依
リ
、
是
日

ヨ
リ
御
精
進
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
5

御
心
喪
竟
大
祓
日
時
定
ヲ
行
ハ
ル
、
是
日
、
七
夕
御
会

ヲ
延
引
ス

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
1
0
日

2
5

建
礼
門
ニ
於
テ
御
心
喪
竟
大
祓
ヲ
行
ハ
ル
、
次
ニ
御
禊

ノ
儀
ア
リ
、
大
床
子
御
膳
ヲ
供
ス
、
夜
ニ
入
リ
吉
書
御

覧
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
1
5
日

2
5

石
清
水
放
生
会
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

	
月
2
4
日

2
5
〔
公
宴
〕
和
歌
御

会
始

内
裏

庭
上
鶴

す
み
な
れ
て
い
く
万
代
を
ち
ぎ
る
ら
む
わ
が
こ
ゝ
の
重

の
に
は
の
と
も
鶴

民
部
卿

〔
冷
泉
為

泰
卿
〕

飛
鳥
井
中

納
言
雅
威

卿

読
師
：
広
橋
前
大
納
言
〔
伊
光
卿
〕
、

講
師
：
実
光
朝
臣
〔
正
親
町
殿
中
将

／
初
度
〕
、
発
声
：
源
中
納
言
〔
庭

田
重
嗣
卿
〕
、
講
頌
：
正
親
町
前
大

納
言
〔
公
明
卿
〕
、
日
野
中
納
言
〔
資

矩
卿
〕
、
源
宰
相
〔
久
世
通
根
卿
〕
、

右
兵
衛
督
〔
藤
谷
為
敦
卿
〕
、
宮
内

卿
〔
綾
小
路
俊
資
卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
七
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

中
宮
、
女
官
、
出
詠

寛
政
�
年

	
月
2
8
日

2
5
当
座
御
会

内
裏

組
題
3
0
首
（
�
字

題
）
光
格
：
新
秋

露

風
の
を
と
い
ま
だ
吹
か
へ
ぬ
荻
の
は
に
ま
づ
あ
き
し
る

く
を
け
る
し
ら
露

飛
鳥
井
中

納
言
〔
雅

威
卿
〕

右
兵
衛
督

〔
藤
谷
為

敦
卿
〕

講
師
：
資
菫
〔
烏
丸
弁
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
七
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

後
桜
町
院
、
出
詠

寛
政
�
年

�
月
1
1
日

2
5

伊
勢
例
幣
発
遣
ノ
儀
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年



月
1
3
日

2
5
当
座
御
会

内
裏

組
題
3
0
首
（
�
字

題
）
光
格
：
十
三

夜

照
ま
さ
れ
日
本
に
の
み
名
を
得
た
る
こ
よ
ひ
く
も
ら
ぬ

な
が
つ
き
の
か
げ

冷
泉
前
中

納
言
〔
為

章
卿
〕

冷
泉
前
中

納
言

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
七
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）
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寛
政
�
年

�
月
1
3
日

2
5

清
涼
殿
ニ
出
御
、
観
月
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
是
日
、
前
内
大

臣
久
我
信
通
、
薨
ズ
、
仍
ツ
テ
是
夜
ヨ
リ
三
箇
日
間
ノ

廃
朝
仰
セ
出
サ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
2
1
日

2
5

開
明
門
院
ノ
七
回
忌
ニ
依
リ
、
般
舟
三
昧
院
ニ
於
テ
逮

夜
御
法
事
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年



月
2
4
日

2
5
月
次
御
会

内
裏

組
題
1
0
0
首
（
1
〜

�
字
題
）
光
格
：

立
春
、
鹿
、
不
逢

恋

立
春
：
旧
年
の
雪
げ
の
雲
は
そ
れ
な
が
ら
か
す
み
て
春

の
立
か
へ
る
そ
ら
、
鹿
：
つ
ま
を
こ
ふ
お
も
ひ
も
さ
こ

そ
長
月
の
あ
り
明
の
月
に
を
じ
か
な
く
こ
ゑ
、
不

逢

恋
：
い
つ
ま
で
ぞ
よ
る
べ
も
し
ら
ぬ
す
て
小
舟
あ
は
て

の
う
ら
の
な
み
に
こ
が
れ
て

飛
鳥
井
中

納
言
〔
雅

威
卿
〕

右
兵
衛
督

〔
藤
谷
為

敦
卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
七
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

頭
注
「
為
泰
卿
是
迄
雖

賜
五
首
去
年
典
仁
親
王

御
薨
去
一
人
五
首
詠
進

之
事
恐
為
之
由
二
首
返

上
ト
云
々
。
然
所
目
出

度
五
首
可
為
詠
進
更
被

仰
下
賜
二
首
ト
云
々
」

と
墨
書
。

寛
政
�
年

�
月
2
8
日

2
5

小
御
所
ニ
出
御
、
管
絃
ヲ
聴
カ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
0
月
�
日

2
5

後
桃
園
天
皇
ノ
十
七
回
聖
忌
ニ
依
リ
、
是
日
ヨ
リ
五
箇

日
間
、
清
涼
殿
ニ
於
テ
御
懺
法
講
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア

ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
0
月
1
0
日

2
5

明
正
天
皇
ノ
百
回
聖
忌
ニ
依
リ
、
般
舟
三
昧
院
並
ニ
泉

涌
寺
ニ
於
テ
御
法
事
ヲ
行
ハ
ル
、
是
日
、
又
、
盛
化
門

院
ノ
十
三
回
忌
ニ
依
リ
、
禁
裏
ニ
於
テ
三
箇
日
間
、
御

懺
法
講
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
0
月
1
4
日

2
5

前
関
白
従
一
位
一
条
輝
良
、
薨
ズ
、
仍
ツ
テ
是
日
ヨ
リ

三
箇
日
間
ノ
廃
朝
仰
セ
出
サ
ル
、
是
日
、
左
大
臣
鷹
司

政
熈
、
氏
長
者
ト
為
リ
、
内
覧
宣
旨
ヲ
賜
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
0
月
2
1
日

2
5

玄
猪
ノ
儀
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
0
月
2
4
日

2
5
月
次
御
会

内
裏
時
雨
、
枯
野
、
会

恋

時
雨
：
い
く
た
び
か
行
か
ふ
く
も
ぞ
さ
だ
め
な
き
は

る
ゝ
と
見
れ
ば
又
し
ぐ
れ
つ
ゝ
、
枯
野
：
あ
き
の
花
の

お
も
か
げ
も
な
し
の
べ
は
い
ま
た
ゞ
冬
が
れ
の
い
ろ
ば

か
り
に
て
、
会
恋
：
お
も
ひ
ね
の
夢
の
ち
ぎ
り
も
わ
す

れ
ぬ
を
こ
よ
ひ
う
つ
ゝ
に
あ
ふ
ぞ
う
れ
し
き

為
則
朝
臣

〔
冷
泉
少

将
〕

日
野
中
納

言
〔
資
矩

卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
七
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

1
1
月
�
日

2
5

忌
火
御
飯
ヲ
供
ス
、
是
日
、
春
日
祭
ヲ
行
ハ
ル
、
御
禊

ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
1
月
�
日

2
5

神
祇
官
代
ニ
於
テ
新
嘗
祭
ト
定
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
1
月
1
3
日

2
5
当
座
御
会

内
裏

組
題
2
0
首
（
�
字

題
）
光
格
：
夜
深

聞
鹿

な
く
し
か
の
た
か
と
い
さ
そ
な
よ
そ
に
き
く
た
も
と
の

露
も
ふ
か
き
よ
の
空

民
部
卿

〔
冷
泉
為

泰
卿
〕

為
則
朝
臣

〔
冷
泉
少

将
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
七
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

1
1
月
1
6
日

2
5

左
大
臣
鷹
司
政
熈
ヲ
関
白
ト
為
シ
、
随
身
兵
仗
等
ノ
宣

下
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
1
月
2
0
日

2
5

新
嘗
祭
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
1
月
2
1
日

2
5

豊
明
節
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
出
詠
和
歌
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考
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寛
政
�
年

1
1
月
2
4
日

2
5
月
次
御
会

内
裏

組
題
1
0
0
首
（
2
〜

�
字
題
）
光
格
：

竹
雪
、
山
家
嵐

光
格
天
皇
は
、
題
の
み
で
歌
な
し

冷
泉
前
中

納
言
〔
為

章
卿
〕

為
則
朝
臣

〔
冷
泉
少

将
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
七
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

1
1
月
2
8
日

2
5

内
侍
所
ニ
於
テ
五
常
楽
千
反
ヲ
奏
セ
シ
メ
ラ
ル
、
恭
禮

門
院
ノ
御
病
ニ
依
リ
テ
ナ
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
1
月
3
0
日

2
5

恭
禮
門
院
、
崩
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
2
月
1
3
日

2
5

是
ヨ
リ
先
、
十
一
月
三
十
日
、
恭
禮
門
院
、
崩
御
ア
ラ

セ
ラ
ル
、
是
日
、
内
裏
觸
穢
ナ
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
2
月
2
5
日

2
5

恭
禮
門
院
ノ
遣
令
奏
並
ニ
警
護
固
固
關
ノ
事
ア
リ
、

又
、
是
日
ヨ
リ
五
箇
日
間
ノ
廃
朝
仰
セ
出
サ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
2
月
3
0
日

2
5

開
關
解
陣
、
音
奏
警
蹕
、
吉
書
御
覧
等
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
1
月
晦
日

〜
1
2
月

2
5

1
1
月
晦
日
に
恭
礼

門
院
（
後
桃
園
天

皇
生
母
）
崩
御
。

女
院
崩
御
に
よ
り

1
2
月
は
内
裏
御
会

な
し

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌
御
会
寛
政
七
年
』
（
1
2
4
-

2
0
2
）
の
裏
表
紙
見
返
し
に
「
十
一
月
晦
日
依
女
院
崩

御
十
二
月
無
御
会
」
と
墨
書
。

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
七
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
6

四
方
拝
、
御
座
ヲ
設
ク
ル
モ
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
レ
ズ
、

大
床
子
御
膳
ヲ
供
ス
、
小
朝
拝
、
元
日
節
会
ヲ
行
ハ
レ

ズ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
6

觸
穢
中
ニ
依
リ
、
太
元
帥
法
、
並
ニ
後
七
日
御
修
法
ヲ

行
ハ
レ
ズ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
	
日

2
6

披
露
始
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
6

神
宮
奏
事
始
、
賀
茂
奏
事
始
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
6

春
日
祭
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
1
0
日

2
6

南
殿
ニ
於
テ
後
七
日
御
修
法
ヲ
、
理
性
院
本
坊
ニ
於
テ

太
元
帥
法
ヲ
行
ハ
ル
、
十
六
日
、
後
七
日
御
修
法
結
願

ニ
依
リ
、
小
御
所
ニ
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
1
1
日

2
6

中
丁
講
釈
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
2
0
日

2
6

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
、
御
拝
ア
ラ
セ

ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
	
年

�
月
2
2
日

2
6
水
無
瀬
宮
御
法
楽

内
裏
組
題
2
0
首
（
�
字

題
）
光
格
：
山
霞

い
に
し
へ
の
春
も
か
く
や
と
水
無
瀬
山
や
ま
も
と
か
す

む
明
ぼ
の
ゝ
空

冷
泉
前
中

納
言
〔
為

章
卿
〕

為
則
朝
臣

〔
冷
泉
少

将
〕

講
師
：
実
光
朝
臣
〔
正
親
町
頭
中
将
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
八
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
2
3
日

2
6

妙
心
寺
派
南
宗
座
元
ニ
霊
聖
妙
徳
禅
師
ノ
諡
号
ヲ
賜
フ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻
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寛
政
	
年

�
月
2
4
日

2
6
和
歌
御
会
始

内
裏
松
色
映
池

さ
ゞ
ら
波
の
ど
か
に
よ
す
る
春
の
池
に
千
年
を
う
つ
す

ま
つ
の
色
か
な

飛
鳥
井
中

納
言
〔
雅

威
卿
〕

日
野
中
納

言
〔
資
矩

卿
〕

読
師
：
甘
露
寺
大
納
言
〔
篤
長
卿
〕
、

講
師
：
胤
定
朝
臣
〔
広
橋
弁
〕
、
発

声
：
宮
内
卿
〔
綾
小
路
俊
資
卿
〕
、

講
頌
：
正
親
町
前
大
納
言
〔
公
明

卿
〕
、
〔
発
声
歌
発
言
〕
源
中
納
言

〔
庭
田
重
嗣
卿
〕
、
源
宰
相
〔
久
世
通

根
卿
〕
、
冷
泉
三
位
〔
為
訓
卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
八
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

中
宮
、
女
官
、
出
詠
。

光
格
天
皇
、
小
御
所
に

出
御
（
ゆ
ま
に
書
房

『
光
格
天
皇
実
録
』
第

二
巻
）

寛
政
	
年

�
月
2
5
日

2
6
聖
廟
御
法
楽

内
裏

組
題
5
0
首
（
�
〜

�
字
題
）
光
格
：

立
春

明
わ
た
る
く
も
井
の
ど
か
に
花
鳥
の
い
ろ
ね
も
ほ
よ
す

は
る
は
き
に
け
り

民
部
卿

〔
冷
泉
為

泰
卿
〕

冷
泉
中
納

言
〔
為
章

卿
〕

講
師
：
胤
定
朝
臣
〔
広
橋
弁
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
八
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
	
年

�
月
2
8
日

2
6
当
座
和
歌
御
会
始

内
裏

組
題
3
0
首
（
�
字

題
）
光
格
：
早
春

水

は
る
の
ひ
か
り
い
た
ら
ぬ
か
た
は
嵐
ふ
く
山
下
水
も
こ

ほ
り
と
く
ら
し

冷
泉
前
中

納
言
〔
為

章
卿
〕

飛
鳥
井
中

納
言
〔
雅

威
卿
〕

講
師
：
資
菫
〔
烏
丸
弁
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
八
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

後
桜
町
院
、
出
詠

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
6

闘
鶏
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
2
1
日

2
6

松
尾
祭
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
	
年

�
月
2
4
日

2
6
月
次
御
会

内
裏

組
題
1
0
0
首
（
2
〜

�
字
題
）
光
格
：

山
中
桜
、
露
上

月
、
海
辺
雪

山
中
桜
：
分
入
は
さ
か
り
な
り
け
り
桜
花
た
ゞ
し
ら
く

も
の
か
ほ
る
や
ま
路
を
、
露
上
月
：
草
の
は
ら
く
だ
く

る
露
の
し
ら
玉
に
か
げ
を
わ
け
て
も
つ
き
ぞ
う
つ
ろ

ふ
、
海
辺
雪
：
風
さ
ゆ
る
浦
な
み
と
を
く
打
み
れ
ば
ゆ

き
を
の
せ
つ
ゝ
か
よ
ふ
と
も
ぶ
ね

飛
鳥
井
中

納
言
〔
雅

威
卿
〕

為
則
朝
臣

〔
冷
泉
少

将
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
八
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
2
4
日

2
6

稲
荷
祭
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
2
7
日

2
6

日
光
東
照
宮
奉
幣
発
遣
日
時
定
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
2
8
日

2
6

小
御
所
ニ
於
テ
御
楽
始
ヲ
行
ハ
ル
、
筝
ノ
御
所
作
ア
ラ

セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

	
月
2
2
日

2
6

賀
茂
祭
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

	
月
2
4
日

2
6

右
大
臣
二
条
治
孝
ヲ
左
大
臣
ニ
、
前
内
大
臣
大
炊
御
門

家
孝
ヲ
右
大
臣
ニ
任
ズ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
	
年

�
月
2
4
日

2
6
月
次
御
会

内
裏
若
竹
、
朝
葵
、
浦

鶴

若
竹
：
根
を
は
ふ
と
見
し
も
い
つ
し
か
お
ひ
立
て
や
ゝ

し
げ
く
な
る
若
竹
の
か
げ
、
朝
葵
：
わ
き
て
猶
す
ゞ
し

く
も
あ
る
か
玉
だ
れ
に
あ
さ
つ
ゆ
な
が
ら
か
く
る
あ
ふ

ひ
は
、
浦
鶴
：
こ
と
の
葉
の
さ
か
へ
は
千
世
と
わ
か
の

浦
の
松
陰
し
め
て
馴
る
と
も
づ
る

飛
鳥
井
侍

従

〔
雅
光
〕

〔
初
度
〕

飛
鳥
井
中

納
言
〔
雅

威
卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
八
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

	
月
2
7
日

2
6

能
書
方
御
伝
授
ア
リ
、
前
大
納
言
万
里
小
路
政
房
、
之

ヲ
授
ケ
奉
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
	
年

�
月
3
0
日

2
6
和
歌
当
座
御
会

内
裏

組
題
2
0
首
（
�
字

題
）
光
格
：
寄
衣

恋

い
つ
ま
で
ぞ
恨
か
さ
ぬ
る
し
ほ
ご
ろ
も
か
ら
き
お
も
ひ

の
か
ゝ
る
と
し
な
み

飛
鳥
井
中

納
言
〔
雅

威
卿
〕

冷
泉
前
中

納
言
〔
為

章
卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
八
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
1
4
日

2
6

是
日
ヨ
リ
一
七
箇
日
間
、
七
社
七
寺
ニ
於
テ
天
下
泰

平
、
玉
体
安
穏
、
宝
祚
長
久
、
五
穀
豊
穣
、
万
民
安
楽

ノ
御
祈
祷
ヲ
行
ハ
ル
、
是
日
、
妙
心
寺
派
滄
海
座
元
ニ

霊
光
妙
院
禅
師
ノ
諡
号
ヲ
賜
フ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
出
詠
和
歌
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考
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寛
政
	
年

�
月
2
4
日

2
6
御
月
次

内
裏

組
題
1
0
0
首
（
1
〜

�
字
題
）
光
格
：

夜
郭
公
、
河
五
月

雨
、
夏
野

夜
郭
公
：
ほ
と
ゝ
ぎ
す
ふ
り
い
で
ゝ
な
け
立
花
の
は
な

ち
る
里
の
よ
は
の
む
ら
雨
、
河
五
月
雨
：
ふ
り
く
ら
し

井
手
こ
す
水
も
大
堰
川
あ
ま
り
て
ふ
か
き
五
月
雨
の

頃
、
夏
野
：
ふ
く
笛
の
こ
ゑ
ば
か
り
し
て
あ
げ
ま
き
が

行
末
は
み
え
ぬ
野
べ
の
夏
草

冷
泉
前
中

納
言
〔
為

章
卿
〕

日
野
大
納

言
〔
資
矩

卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
八
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
	
年

�
月
2
5
日

2
6
当
座
御
会

内
裏

組
題
3
0
首
（
�
〜

�
字
題
）
光
格
：

残
月

し
づ
け
さ
の
な
が
め
も
あ
る
か
し
ら
む
よ
の
高
根
に
の

こ
る
有
明
の
月

為
則
朝
臣

〔
冷
泉
少

将
〕

中
山
大
納

言

〔
忠
尹
卿
〕

〔
初
度
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
八
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
	
年

�
月
1
8
日

2
6
和
歌
当
座
御
会

内
裏

組
題
2
0
首
（
�
〜

�
字
題
）
光
格
：

浦
辺
月

か
げ
の
う
ち
に
た
づ
も
鳴
な
り
と
も
し
火
の
明
石
の
う

ら
の
秋
の
よ
の
月

民
部
卿

〔
冷
泉
為

泰
卿
〕

為
則
朝
臣

〔
冷
泉
少

将
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
八
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
	
年

�
月
2
4
日

2
6
月
次
御
会

内
裏
瀧
辺
蝉
、
挽
夏

涼
、
寄
帯
恋

光
格
天
皇
歌
は
、
題
の
み
で
歌
な
し
。

飛
鳥
井
中

納
言
〔
雅

威
卿
〕

中
山
大
納

言
〔
忠
尹

卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
八
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
	
年

�
月
2
5
日

2
6
聖
廟
御
法
楽

内
裏

組
題
5
0
首
（
�
〜

�
字
題
）
光
格
：

早
春
朝

猶
の
こ
る
ゆ
き
の
た
か
ね
も
は
る
き
ぬ
と
あ
さ
な
あ
さ

な
に
か
す
み
そ
ひ
行

勅
題
〔
初

度
〕

日
野
大
納

言
〔
資
矩

卿
〕

講
師
：
為
則
朝
臣
〔
冷
泉
少
将
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
八
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年



月
3
0
日

2
6

清
祓
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
	
年

�
月
�
日

2
6
和
歌
御
会

内
裏

七
夕
契

こ
よ
ひ
あ
ふ
ほ
し
の
い
も
せ
は
久
か
た
の
神
代
ひ
さ
し

き
ち
ぎ
り
な
る
ら
し

雅
光
〔
飛

鳥
井
侍

従
〕

為
則
朝
臣

〔
冷
泉
少

将
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
八
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

中
宮
、
女
官
、
出
詠
。

正
三
位
藤
原
尚
資
の
提

出
し
た
詠
草
は
後
日
取

替
え
ら
れ
て
い
る

寛
政
	
年

�
月
2
4
日

2
6
月
次
御
会

内
裏

句
題
和
歌
、
光

格
：
〔
二
句
〕
梅

の
に
ほ
ひ
に
、

〔
三
句
〕
秋
は
き

の
、〔
五
句
〕
瀬
々

の
あ
し
ろ
き

〔
二
句
〕
梅
の
に
ほ
ひ
に
：
咲
そ
む
る
梅
の
に
ほ
ひ
に

う
ぐ
ひ
す
の
こ
ゑ
も
色
そ
ふ
窓
の
明
ぼ
の
、
〔
三
句
〕

秋
は
ぎ
の
：
め
づ
る
ぞ
よ
先
咲
い
づ
る
あ
き
は
ぎ
の
花

は
ち
ぐ
さ
の
い
ろ
の
は
つ
し
ほ
、〔
五
句
〕
瀬
々
の
あ

じ
ろ
ぎ
：
も
る
し
づ
が
袂
や
い
か
に
よ
そ
め
さ
へ
河
風

さ
む
き
瀬
々
の
あ
じ
ろ
ぎ

民
部
卿

〔
冷
泉
為

泰
卿
〕

中
山
大
納

言
〔
忠
尹

卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
八
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
	
年

�
月
2
5
日

2
6
御
当
座

内
裏
組
題
3
0
首
（
�
字

題
）
光
格
：
杣
檜

杣
木
ひ
く
こ
ゑ
を
ふ
も
と
に
吹
こ
し
て
ひ
ば
ら
に
の
こ

る
み
ね
の
秋
風

飛
鳥
井
中

納
言
〔
雅

威
卿
〕

日
野
大
納

言
〔
資
矩

卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
八
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

広
橋
伊
光
の
提
出
し
た

詠
草
は
後
日
取
り
換
え

ら
れ
て
い
る

寛
政
�
年

�
月
1
5
日

2
6

石
清
水
放
生
会
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
	
年

	
月
1
5
日

2
6
当
座
御
会

内
裏

組
題
2
0
首
（
�
〜

�
字
題
）
光
格
：

明
月

さ
や
け
さ
は
千
里
へ
だ
て
し
一
年
の
月
の
名
に
あ
ふ
望

月
の
か
げ

民
部
卿

〔
冷
泉
為

泰
卿
〕

中
山
大
納

言
〔
忠
尹

卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
八
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
2
1
日

2
6

広
橋
伊
光
・
日
野

資
矩
・
高
松
公
祐

が
光
格
天
皇
に
入

門

そ
れ
ぞ
れ
光
格
天
皇
に
誓
状
と
「
寄
道
祝
」
歌
を
提
出

し
て
入
門
手
続
き
を
と
る

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
	
年

	
月
2
4
日

2
6
月
次
御
会

内
裏
名
所
月
、
名
所
擣

衣
、
名
所
山

名
所
月
：
く
も
り
な
く
み
が
く
ひ
か
り
は
玉
津
し
ま
月

に
こ
ゑ
す
る
わ
か
の
浦
づ
る
、
名
所
擣
衣
：
こ
ろ
も
う

つ
音
こ
そ
さ
び
し
す
が
原
や
ふ
し
み
の
さ
と
の
秋
の
ゆ

ふ
か
ぜ
、
名
所
山
：
足
柄
の
み
ね
よ
り
う
へ
の
く
も
の

上
に
猶
空
た
か
く
は
る
ゝ
ふ
じ
の
ね

冷
泉
前
中

納
言
〔
為

章
卿
〕

日
野
大
納

言
〔
資
矩

卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
八
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）
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寛
政
�
年

�
月

2
6

光
格
天
皇
が
、
不
行
跡
を
咎
め
て
前
権
大
納
言
柳
原
紀

光
、
従
三
位
岩
倉
具
選
等
、
三
人
を
永
蟄
居
。
正
三
位

西
大
路
隆
良
等
、
二
人
を
蟄
居
。
そ
の
他
、
四
名
に
遠

慮
を
命
じ
る

藤
田
覚
『
江
戸
時
代
の
天

皇
』

寛
政
�
年

�
月
1
1
日

2
6

伊
勢
例
幣
発
遣
ノ
儀
ア
リ
、
出
御
、
御
拝
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
	
年



月
1
3
日

2
6
当
座
御
会

内
裏

組
題
3
0
首
（
�
〜

�
字
題
）
光
格
：

月
前
莚

あ
き
寒
み
や
ゝ
霜
む
す
ぶ
さ
よ
莚
月
に
い
く
夜
を
し
き

か
さ
ね
き
て

飛
鳥
井
中

納
言
〔
雅

威
卿
〕

飛
鳥
井
中

納
言

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
八
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

詩
歌
御
会

寛
政
�
年

�
月
1
4
日

2
6

後
桜
町
上
皇
よ
り

三
部
抄
伝
授
を
相

伝
さ
れ
る

後
桜
町
上
皇
ヨ
リ
三
部
抄
ノ
御
伝
授
ヲ
受
ケ
サ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

『
洞
中
執
次
詰
所
日
記
』

に
よ
れ
ば
上
皇
御
所
に

御
幸

寛
政
	
年



月
1
9
日

2
6
和
歌
当
座
御
会

内
裏

組
題
3
0
首
（
�
〜

�
字
題
）
光
格
：

初
春
松

よ
ろ
づ
代
も
さ
か
ふ
る
道
の
初
春
に
い
ろ
そ
へ
け
り
な

わ
か
の
う
ら
ま
つ

冷
泉
前
中

納
言
〔
為

章
卿
〕

冷
泉
前
中

納
言

講
師
：
頼
壽

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
八
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

後
桜
町
院
、
弟
子
の
伊

光
、
公
祐
、
資
矩
も
出

詠

寛
政
	
年



月
2
4
日

2
6
月
次
御
会

内
裏

組
題
1
0
0
首
（
2
〜

�
字
題
）
光
格
：

杜
間
紅
葉
、
契
久

恋
、
神
祇

杜
間
紅
葉
：
し
ぐ
れ
せ
し
し
づ
く
の
も
り
に
夕
日
影
さ

す
や
こ
の
ま
を
て
ら
す
も
み
ぢ
ば
、
契
久
恋
：
わ
す
る

ら
ん
ち
ぎ
り
を
き
て
し
言
の
は
も
い
つ
し
か
よ
そ
に
月

日
へ
に
け
り
、
神
祇
：
あ
ふ
げ
猶
よ
ゝ
に
つ
た
ふ
る
こ

と
の
は
の
道
の
ひ
か
り
の
玉
つ
し
ま
ひ
め

飛
鳥
井
中

納
言
〔
雅

威
卿
〕

中
山
大
納

言
〔
忠
尹

卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
八
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
2
5
日

2
6

小
御
所
ニ
於
テ
御
楽
ヲ
行
ハ
ル
、
簾
中
ニ
出
御
ア
ラ
セ

ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
2
6
日

2
6

前
内
大
臣
西
園
寺
賞
季
ヲ
右
大
臣
ニ
任
ズ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
0
月
�
日

2
6
「
条
目
」
を
出
す

堂
上
公
家
に
不
法
遊
興
が
あ
れ
ば
厳
罰
に
処
す
こ
と
、

小
番
を
疎
か
に
し
な
い
こ
と
、
官
位
の
高
下
に
従
っ
た

礼
節
を
守
る
こ
と
、
家
業
に
出
精
す
る
こ
と
を
命
じ
る

（
「
実
種
公
記
」
）

藤
田
覚
『
江
戸
時
代
の
天

皇
』

寛
政
�
年

1
0
月
1
4
日

2
6

議
奏
に
調
査
を
命

じ
て
「
条
目
」
の

励
行
を
は
か
る

仁
和
寺
門
跡
、
妙
法
院
門
跡
ら
の
遊
興
や
、
左
大
臣
二

条
治
孝
の
不
法
に
つ
い
て
議
奏
に
調
査
を
命
じ
、
「
条

目
」
の
励
行
を
は
か
る

藤
田
覚
『
江
戸
時
代
の
天

皇
』

寛
政
	
年

1
0
月
2
0
日

2
6
御
当
座

内
裏
組
題
2
0
首
（
�
字

題
）
光
格
：
蛙

山
ぶ
き
の
花
の
か
げ
み
る
玉
川
や
か
は
づ
の
こ
ゑ
も
い

ろ
に
出
け
り

為
則
朝
臣

〔
冷
泉
少

将
〕

日
野
大
納

言
〔
資
矩

卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
八
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

冷
泉
為
泰
の
「
霞
」
の

歌
に
「
巻
頭
第
二
度
」

と
あ
り
。
為
泰
が
巻
頭

歌
に
選
ば
れ
た
の
は
こ

れ
で
二
度
目
と
い
う
こ

と
に
な
る

寛
政
	
年

1
0
月
2
4
日

2
6
月
次
御
会

内
裏
松
霜
、
千
鳥
、
庭

竹

松
霜
：
た
か
さ
ご
の
尾
上
の
か
ね
の
あ
か
つ
き
に
を
く

霜
し
ろ
し
墨
吉
の
ま
つ
、
千
鳥
：
塩
や
み
つ
と
も
や
ま

ど
は
す
こ
ゑ
た
て
ゝ
千
鳥
し
ば
な
く
す
ま
の
浦
風
、
庭

竹
：
千
尋
あ
る
陰
を
な
ら
べ
て
い
く
よ
ゝ
に
う
て
な
の

竹
の
い
や
さ
か
ふ
ら
ん

勅
題

冷
泉
前
中

納
言
〔
為

章
卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
八
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

藤
原
公
明
の
詠
草
は

「
後
日
取
替
」

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
出
詠
和
歌
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考
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寛
政
�
年

1
0
月

2
6
公
家
に
処
罰
を
加

え
る

遊
興
に
耽
っ
て
不
行
跡
を
し
た
こ
と
を
責
め
、
正
三
位

土
御
門
泰
栄
に
閉
門
。
権
大
納
言
広
幡
前
秀
、
同
徳
大

寺
実
祖
、
同
花
山
院
愛
徳
、
同
中
山
忠
尹
ら
現
職
大
納

言
を
含
む
十
六
人
の
公
家
に
差
し
控
え
、
戒
告
な
ど
の

処
罰
を
加
え
る
。
さ
ら
に
、
権
中
納
言
庭
田
重
嗣
、
同

四
辻
公
万
ら
三
四
人
に
も
、
遊
興
の
か
ど
で
譴
責
を
加

え
る
。
参
議
で
院
評
定
で
あ
っ
た
綾
小
路
俊
資
は
、
上

皇
か
ら
罰
が
下
さ
れ
る
は
ず
の
八
月
五
日
の
当
日
に
自

害
（
「
実
種
公
記
」
）

藤
田
覚
『
江
戸
時
代
の
天

皇
』

寛
政
�
年

1
1
月
�
日

2
6

忌
火
御
飯
ヲ
供
ス
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
1
月
�
日

2
6

神
祇
官
代
ニ
於
テ
新
嘗
祭
ト
定
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
1
月
�
日

2
6

春
日
祭
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
	
年

1
1
月
8
日

2
6
和
歌
当
座
御
会

内
裏

組
題
2
0
首
（
�
字

題
）
光
格
：
湊
畔

氷

さ
え
わ
び
し
波
の
う
き
ね
の
明
が
た
に
い
で
ん
舟
路
も

こ
ほ
る
湊
江

民
部
卿

〔
冷
泉
為

泰
卿
〕

中
山
大
納

言
〔
忠
尹

卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
八
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

1
1
月
1
4
日

2
6

新
嘗
祭
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
1
月
1
5
日

2
6

豊
明
節
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
	
年

1
1
月
2
4
日

2
6
月
次
御
会

内
裏

組
題
1
0
0
首
（
2
〜

�
字
題
）
光
格
：

夜
梅
、
深
雪
、
釣

漁

夜
梅
：
と
も
し
火
は
そ
む
け
て
む
か
ふ
瀧
水
の
つ
き
の

の
き
は
に
に
ほ
ふ
梅
か
香
、
深
雪
：
ふ
り
そ
ひ
て
松
と

竹
と
の
け
ぢ
め
さ
へ
わ
か
ぬ
ば
か
り
に
う
づ
む
し
ら

雪
、
釣
漁
：
漕
か
へ
る
つ
り
の
小
舟
の
暮
過
て
な
み
ま

に
て
ら
す
漁
火
の
か
げ

民
部
卿

〔
冷
泉
為

泰
卿
〕

飛
鳥
井
中

納
言
〔
雅

威
卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
八
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

1
2
月
1
1
日

2
6

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
、
和
琴
ノ
御
所

作
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
2
月
1
3
日

2
6

後
桜
町
上
皇
よ
り

伊
勢
物
語
伝
授
を

相
伝
さ
れ
る

後
桜
町
上
皇
ヨ
リ
伊
勢
物
語
ノ
御
伝
授
ヲ
受
ケ
サ
セ
ラ

ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

『
洞
中
執
次
詰
所
日
記
』

に
よ
れ
ば
上
皇
御
所
に

御
幸

寛
政
�
年

1
2
月
1
4
日

2
6

天
曹
地
府
祭
ヲ
行
ハ
セ
ラ
レ
、
都
状
ヲ
上
リ
テ
海
内
昇

平
、
百
穀
豊
熟
ヲ
祈
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
	
年

1
2
月
1
8
日

2
6
当
座
御
会

内
裏

組
題
3
0
首
（
�
〜

�
字
題
）
光
格
：

梅

な
に
は
津
や
こ
と
ば
の
花
の
春
い
く
よ
伝
ふ
る
風
に
に

ほ
ふ
む
め
が
ゝ

勅
題

飛
鳥
井
中

納
言
〔
雅

威
卿
〕

講
師
：
資
菫
〔
烏
丸
弁
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
八
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

後
桜
町
院
、
出
詠

寛
政
�
年

1
2
月
2
2
日

2
6

内
大
臣
一
条
忠
良
ヲ
右
大
臣
ニ
、
権
大
納
言
三
条
実
起

ヲ
内
大
臣
ニ
任
ズ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
	
年

1
2
月
2
4
日

2
6
月
次
御
会

内
裏
都
雪
、
埋
火
、
渕

亀

都
雪
：
大
ひ
え
や
都
に
む
か
ふ
し
ら
雪
は
む
べ
も
名
高

き
ふ
し
を
う
つ
し
て
、
埋
火
：
ふ
く
る
よ
も
閨
あ
た
ゝ

か
き
埋
火
に
し
づ
が
ふ
せ
や
を
お
も
ひ
こ
そ
や
れ
、
渕

亀
：
は
か
り
な
き
千
尋
の
渕
に
す
む
亀
は
げ
に
万
代
の

齢
な
る
ら
し

為
則
朝
臣

〔
冷
泉
少

将
〕

飛
鳥
井
中

納
言
〔
雅

威
卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
八
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
7

四
方
拝
、
小
朝
拝
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
元

日
節
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
レ
ズ
、
次
ニ
詩
歌

ノ
試
筆
、
歌
書
購
読
始
、
寛
政
読
始
ヲ
行
ハ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻
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寛
政
�
年

�
月
�
日

2
7

大
床
子
御
膳
ヲ
供
ス
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
密
ニ
飛
香

舎
ニ
渡
御
ア
ラ
セ
ラ
レ
、
中
宮
拝
礼
ノ
儀
ヲ
御
覧
ア
ラ

セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
	
日

2
7

披
露
始
ア
リ
、
筝
ノ
弾
始
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
7

龍
笛
吹
始
、
琵
琶
弾
始
ヲ
行
ハ
セ
ラ
ル
、
次
ニ
参
内
殿

前
庭
ニ
於
テ
千
秋
万
歳
ヲ
御
覧
ア
リ
、
是
日
、
浴
殿
始

ヲ
行
ハ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
7

白
馬
節
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
是
日
、
節

分
ニ
依
リ
、
内
侍
所
ニ
参
詣
ア
ラ
セ
ラ
レ
、
次
ニ
別
殿

ニ
渡
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
7

南
殿
ニ
於
テ
後
七
日
御
修
法
ヲ
、
理
性
院
本
坊
ニ
於
テ

太
元
帥
法
ヲ
行
ハ
ル
、
十
四
日
、
両
法
結
願
ナ
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
1
0
日

2
7

鳳
笙
吹
始
ヲ
行
ハ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
1
1
日

2
7

神
宮
奏
事
始
ヲ
行
ハ
ル
、
竟
ツ
テ
石
灰
壇
ニ
於
テ
御
拝

ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
1
3
日

2
7

小
御
所
ニ
出
御
、
諸
禮
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
1
4
日

2
7
和
歌
当
座
御
会

〔
小
座
敷
〕

組
題
2
0
首

和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

民
部
卿

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
1
5
日

2
7

御
吉
書
三
毬
打
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
1
6
日

2
7

踏
歌
節
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
1
9
日

2
7

舞
御
覧
ヲ
行
ハ
ル
、
是
ヨ
リ
先
、
鶴
包
丁
ア
リ
、
出
御

ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
2
1
日

2
7

賀
茂
奏
事
始
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
2
4
日

2
7

和
歌
御
会
始
ヲ
延
引
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
7

春
日
祭
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
2
9
日

2
7

御
厄
年
ニ
依
リ
、
明
朔
日
ヨ
リ
春
日
社
ニ
御
祈
祷
ヲ
仰

セ
付
ケ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
7

御
厄
年
ニ
依
リ
、
明
二
日
ヨ
リ
梅
宮
、
稲
荷
、
松
尾
ノ

三
社
ニ
御
祈
祷
ヲ
仰
セ
付
ケ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
7

御
厄
年
ニ
依
リ
来
七
日
ヨ
リ
熱
田
社
ニ
御
祈
祷
ヲ
仰
セ

付
ケ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
7

闘
鶏
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
出
詠
和
歌
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考
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寛
政


年

�
月
�
日

2
7

〔
正
月
廿
四
日
御

延
引
〕
和
歌
御
会

始

内
裏

寄
国
祝
言

よ
ろ
づ
民
や
す
く
た
の
し
む
と
き
つ
風
豊
あ
し
は
ら
の

国
を
か
へ
つ
ゝ

勅
題

中
山
大
納

言
〔
忠
尹

卿
〕

〔
御
懐
紙
懐
中
〕
読
師
：
民
部
卿
〔
冷

泉
為
泰
卿
〕
、
講
師
：
為
則
朝
臣
〔
冷

泉
中
将
〕
、
発
声
：
宮
内
卿
〔
綾
小

路
俊
資
卿
〕
、
講
頌
：
正
親
町
前
大

納
言
〔
公
明
卿
〕
、
広
橋
前
大
納
言

〔
伊
光
卿
〕
、
〔
発
声
歌
発
言
〕
庭
田

中
納
言
〔
重
嗣
卿
〕
、
右
兵
衛
督
〔
藤

谷
為
敦
卿
〕
、
〔
初
度
〕
刑
部
卿
〔
大

原
重
尹
卿
〕
、
冷
泉
三
位
〔
為
訓
卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
九
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

中
宮
、
女
官
、
出
詠
。

光
格
天
皇
、
小
御
所
に

出
御
（
ゆ
ま
に
書
房

『
光
格
天
皇
実
録
』
第

二
巻
）

寛
政


年

�
月
�
日

2
7
御
当
座

内
裏

組
題
3
0
首
（
�
〜

�
字
題
）
光
格
：

竹
裏
鶯

う
ぐ
ひ
す
も
千
尋
に
ち
よ
を
ち
ぎ
り
て
や
ま
が
き
の
た

け
の
春
し
む
る
声

為
則
朝
臣

〔
冷
泉
中

将
〕

日
野
大
納

言
〔
資
矩

卿
〕

講
師
：
資
菫
〔
烏
丸
弁
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
九
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政


年

�
月
2
2
日

2
7
水
無
瀬
宮
御
法
楽

〔
去
二
月
御
延
引
〕
内
裏
組
題
2
0
首
（
�
字

題
）
光
格
：
初
春

も
の
ご
と
に
あ
ら
た
ま
り
つ
ゝ
あ
ま
の
と
の
あ
く
れ
ば

や
が
て
か
す
む
は
つ
春

雅
光
〔
飛

鳥
井
少

将
〕

為
則
朝
臣

〔
冷
泉
中

将
〕

講
師
：
頼
壽
〔
葉
室
弁
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
九
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政


年

�
月
2
4
日

2
7
月
次
御
会
〔
去
二

月
分
〕

内
裏

組
題
1
0
0
首
（
�

字
題
）
光
格
：
立

春
日
、
庭
紅
葉
、

田
家
鳥

立
春
日
：
一
夜
あ
け
て
い
づ
る
日
か
げ
も
う
ら
ら
か
に

け
さ
立
か
へ
る
は
つ
は
る
の
空
、
庭
紅
葉
：
お
も
ひ
や

る
み
ぎ
り
の
木
々
の
も
み
ぢ
ば
に
あ
き
の
名
だ
ゝ
る
山

は
さ
ぞ
な
と
、
田
家
鳥
：
立
ひ
ば
り
と
こ
や
ま
と
は
ん

は
る
ば
る
と
し
づ
が
門
田
の
か
す
む
ゆ
ふ
べ
に

為
則
朝
臣

〔
冷
泉
中

将
〕

冷
泉
前
中

納
言
〔
為

章
卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
八
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政


年

�
月
2
4
日

2
7
月
次
御
会

内
裏
花
間
鶯
、
苗
代

雨
、
名
所
恋

花
間
鶯
：
た
ぐ
ひ
な
や
ひ
か
り
に
し
ら
む
明
ぼ
の
ゝ
は

な
よ
り
も
る
ゝ
う
ぐ
ひ
す
の
こ
ゑ
、
苗
代
雨
：
し
づ
や

い
ま
な
は
し
ろ
み
づ
を
ま
か
す
ら
ん
小
田
も
か
す
み
て

ふ
れ
る
は
る
さ
め
、
名
所
恋
：
や
る
か
た
も
な
き
お
も

ひ
か
な
池
み
づ
の
昆
陽
い
か
さ
ま
の
ち
ぎ
り
な
る
ら
ん

飛
鳥
井
中

納
言
〔
雅

威
卿
〕

飛
鳥
井
中

納
言

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
九
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

藤
原
均
光
は
題
を
受
け

取
っ
た
も
の
の
出
詠
を

断
っ
て
い
る
（
「
〔
御

断
〕
蔵
人
頭
左
中
弁
藤

原
均
光
」
と
あ
り
、
氏

名
は
見
せ
消
ち
に
な
っ

て
い
る
）

寛
政


年

�
月
2
5
日

2
7
聖
廟
御
法
楽
〔
去

二
月
御
延
引
〕

内
裏

組
題
5
0
首
（
�
〜

�
字
題
）
光
格
：

早
春
鶯

は
つ
春
の
ち
よ
の
は
つ
ね
を
神
も
き
け
ど
き
た
の
ゝ
松

に
う
ぐ
ひ
す
や
な
く

民
部
卿

〔
冷
泉
為

泰
卿
〕

中
山
大
納

言
〔
忠
尹

卿
〕

講
師
：
資
菫
〔
烏
丸
弁
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
九
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
2
7
日

2
7

日
光
東
照
宮
奉
幣
発
遣
日
時
定
ヲ
行
ハ
ル
、
是
日
、
任

大
臣
宣
下
ア
リ
、
内
大
臣
三
条
実
起
ヲ
罷
メ
、
権
大
納

言
二
条
斉
通
ヲ
内
大
臣
ニ
任
ズ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
2
8
日

2
7

雅
楽
始
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
3
0
日

2
7

御
厄
年
ニ
依
リ
、
愛
宕
、
竹
田
、
祇
園
、
清
荒
神
等
ニ

一
七
箇
日
間
、
御
祈
祷
ヲ
仰
セ
付
ケ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

	
月
�
日

2
7

御
厄
年
ニ
依
リ
、
下
上
賀
茂
、
平
野
ノ
三
社
ニ
一
七
箇

日
間
、
御
祈
祷
ヲ
仰
セ
付
ケ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政


年

�
月
1
1
日

2
7
当
座
御
会

内
裏

組
題
2
0
首
（
�
字

題
）
光
格
：
故
郷

橘

う
へ
し
そ
の
む
か
し
や
い
か
に
こ
と
ゝ
は
ん
立
ば
な
か

ほ
る
ふ
る
さ
と
の
に
は

勅
題

冷
泉
前
中

納
言
〔
為

章
卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
九
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

	
月
1
5
日

2
7

賀
茂
祭
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻
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寛
政


年

�
月
2
4
日

2
7
月
次
御
会

内
裏

組
題
1
0
0
首
（
�

字
題
）
光
格
：
聞

郭
公
、
潟
冬
月
、

寄
枕
恋

聞
郭
公
：
一
こ
ゑ
を
き
ゝ
し
よ
り
猶
ほ
と
ゝ
ぎ
す
ま
つ

ぞ
と
し
ら
ば
た
ち
か
へ
り
な
け
、
潟
冬
月
：
難
波
が
た

あ
し
の
よ
ご
と
の
霜
さ
む
く
こ
ほ
り
て
た
つ
る
な
み
の

上
の
月
、
寄
枕
恋
：
よ
ひ
よ
ひ
に
枕
は
し
る
や
黒
髪
の

お
も
ひ
み
だ
れ
て
か
ゝ
る
な
み
だ
を

冷
泉
前
中

納
言
〔
為

章
卿
〕

為
則
朝
臣

〔
冷
泉
中

将
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
九
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政


年

�
月
2
8
日

2
7
当
座
御
会

内
裏
組
題
3
0
首
（
�
字

題
）
光
格
：
暁
恋

誰
か
い
ま
わ
か
れ
の
袖
に
お
し
む
ら
ん
つ
れ
な
く
む
か

ふ
あ
り
明
の
つ
き

民
部
卿

〔
冷
泉
為

泰
卿
〕

中
山
中
納

言
〔
忠
尹

卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
九
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政


年

�
月
1
6
日

2
7
当
座
御
会

内
裏
組
題
2
0
首
（
�
字

題
）
光
格
：
河
月

河
な
み
の
い
づ
く
は
あ
り
と
も
月
の
名
の
か
つ
ら
の

せ
ゞ
の
か
げ
ぞ
さ
や
け
き

飛
鳥
井
中

納
言
〔
雅

威
卿
〕

飛
鳥
井
中

納
言

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
九
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政


年

�
月
2
4
日

2
7
月
次
御
会

内
裏
池
朝
菖
蒲
、
寄
郭

公
恋
、
旅
人
渡
橋
光
格
天
皇
歌
は
、
題
の
み
で
歌
な
し
。

雅
光
〔
飛

鳥
井
少

将
〕

日
野
大
納

言
〔
資
矩

卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
九
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
2
6
日

2
7

朝
餉
間
ニ
出
御
、
琵
琶
始
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
前
右
大
臣
西

園
寺
賞
季
、
仰
ニ
依
リ
、
万
歳
楽
譜
ヲ
献
上
ス

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政


年

�
月
3
0
日

2
7
当
座
御
会

内
裏
組
題
3
0
首
（
�
字

題
）
光
格
：
夏
竹

生
の
ぼ
る
行
す
ゑ
と
を
し
わ
か
竹
の
千
尋
あ
る
て
ふ
か

げ
も
し
ら
れ
て

民
部
卿

〔
冷
泉
為

泰
卿
〕

冷
泉
前
中

納
言
〔
為

章
卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
九
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年



月
1
8
日

2
7

当
年
中
、
古
今
和
歌
集
御
伝
授
ニ
依
リ
、
来
二
十
二
日

ヨ
リ
伊
勢
両
宮
ニ
御
祈
祷
ヲ
仰
セ
付
ケ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政


年

�
月
1
9
日

2
7
当
座
御
会

内
裏

組
題
2
0
首
（
�
字

題
）
光
格
：
夕
眺

望

沖
つ
な
み
夕
日
を
あ
ら
ふ
海
の
遠
に
あ
ま
の
小
舟
の
漕

か
へ
る
見
ゆ

飛
鳥
井
中

納
言
〔
雅

威
卿
〕

為
則
朝
臣

〔
冷
泉
中

将
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
九
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年



月
2
2
日

2
7

当
年
中
、
古
今
和
歌
集
御
伝
授
ニ
依
リ
、
来
二
十
六
日

ヨ
リ
住
吉
、
玉
津
島
ノ
両
社
ニ
御
祈
祷
ヲ
仰
セ
付
ケ
ラ

ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政


年

�
月
2
4
日

2
7
月
次
御
会

内
裏

組
題
1
0
0
首
（
2
〜

�
字
仮
名
文
字

題
）
光
格
：
な
で

し
こ
、
い
な
づ

ま
、
お
も
か
げ

な
で
し
こ
：
咲
し
よ
り
心
の
露
を
か
け
そ
へ
て
ま
が
き

に
め
づ
る
な
で
し
こ
の
花
、
い
な
づ
ま
：
あ
め
は
れ
て

月
ま
つ
ほ
ど
の
や
ま
の
は
の
雲
に
ほ
の
め
く
よ
ひ
の
い

な
づ
ま
、
お
も
か
げ
：
お
も
は
じ
と
お
も
ひ
か
へ
せ
ば

あ
や
に
く
に
猶
た
ち
そ
ひ
ぬ
人
の
お
も
か
げ

民
部
卿

〔
冷
泉
為

泰
卿
〕

中
山
大
納

言
〔
忠
尹

卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
九
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政


年

�
月
2
5
日

2
7
聖
廟
御
法
楽

内
裏
組
題
5
0
首
（
�
字

題
）
光
格
：
氷
室

み
な
月
の
照
日
を
よ
そ
に
ひ
む
ろ
山
身
に
し
む
ば
か
り

か
よ
ふ
た
に
風

雅
光
〔
飛

鳥
井
少

将
〕

冷
泉
前
中

納
言
〔
為

章
卿
〕

講
師
：
頼
壽
〔
葉
室
弁
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
九
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
	
日

2
7

当
年
中
、
古
今
和
歌
集
御
伝
授
ニ
依
リ
上
下
御
霊
、
北

野
三
社
来
ニ
御
祈
祷
ヲ
仰
セ
付
ケ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政


年

�
月
�
日

2
7
七
夕
御
会

内
裏

七
夕
植
物

此
夕
ほ
に
い
で
そ
む
る
は
つ
尾
ば
な
ほ
し
の
い
も
せ
の

ま
く
ら
な
る
ら
し

飛
鳥
井
中

納
言
〔
雅

威
卿
〕

飛
鳥
井
中

納
言

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
九
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

中
宮
、
女
官
、
出
詠

寛
政
�
年

�
月
1
0
日

2
7

小
座
敷
ニ
於
テ
管
絃
御
遊
ヲ
行
ハ
ル
、
笙
ノ
御
所
作
ア

ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政


年

�
月
1
1
日

2
7
当
座
御
会

内
裏

組
題
3
0
首
（
�
〜

�
字
題
）
光
格
：

立
秋

風
の
を
と
に
お
ど
ろ
か
れ
ぬ
る
一
年
の
な
か
ば
も
こ
え

し
は
つ
あ
き
の
空

冷
泉
前
中

納
言
〔
為

章
卿
〕

日
野
大
納

言
〔
資
矩

卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
九
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
出
詠
和
歌
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考
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寛
政
�
年

�
月
1
2
日

2
7

黒
戸
ニ
出
御
ア
ラ
セ
ラ
レ
、
金
光
明
経
、
寿
量
品
ヲ
誦

シ
給
ヒ
、
念
仏
五
千
反
ヲ
唱
ヘ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
1
4
日

2
7

笙
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
レ
、
又
、
琵
琶
ノ
御
所
作
ア
ラ

セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政


年

�
月
2
4
日

2
7
月
次
御
会

内
裏
女
郎
花
、
遠
鹿
、

名
所
瀧

女
郎
花
：
な
ま
め
く
は
た
が
ち
ぎ
り
な
る
を
み
な
へ
し

ゆ
ふ
べ
の
露
の
玉
か
つ
ら
し
て
、
遠
鹿
：
さ
や
か
に
も

よ
は
の
あ
ら
し
に
た
ぐ
へ
き
く
月
の
お
の
へ
の
小
男
し

か
の
こ
ゑ
、
名
所
瀧
：
水
上
は
く
も
に
う
づ
み
て
い
く

ち
は
た
さ
ら
ず
も
た
か
き
布
引
の
た
き

為
則
朝
臣

〔
冷
泉
中

将
〕

中
山
大
納

言
〔
忠
尹

卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
九
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

閏
�
月
11
日

2
7

累
月
炎
旱
ニ
依
リ
、
是
日
ヨ
リ
七
箇
日
間
、
七
社
七
寺

ニ
祈
雨
ヲ
行
ハ
シ
メ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政


年

閏
�
月
24
日

2
7
月
次
御
会

内
裏

組
題
1
0
0
首
（
2
〜

�
字
題
）
光
格
：

秋
月
、
春
鳥
、
冬

旅

〔
後
日
御
改
〕
秋
月
：
久
堅
の
神
代
よ
り
こ
そ
月
は
あ

き
あ
き
は
つ
き
な
る
ち
ぎ
り
な
る
ら
し
（
「
し
」
を
ミ

セ
ケ
チ
し
て
「
め
」
）
、
春
鳥
：
は
る
の
野
を
わ
け
つ
ゝ

ゆ
け
ば
遠
か
た
の
か
す
み
が
く
れ
に
き
ゞ
す
な
く
な

り
、
冬
旅
：
露
し
ぼ
り
よ
わ
ひ
か
さ
ね
て
旅
ご
ろ
も
ま

た
し
ぐ
れ
そ
ふ
冬
は
き
に
け
り

冷
泉
前
中

納
言
〔
為

章
卿
〕

日
野
大
納

言
〔
資
矩

卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
九
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政


年

閏
�
月
25
日

2
7
当
座
御
会

内
裏

組
題
2
0
首
（
�
〜

�
字
題
）
光
格
：

瞿
麦

し
ら
露
も
心
を
く
ら
め
ち
り
を
だ
に
す
へ
し
と
ぞ
お
も

ふ
ま
せ
の
な
で
し
こ

為
則
朝
臣

〔
冷
泉
中

将
〕

中
山
大
納

言
〔
忠
尹

卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
九
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
1
1
日

2
7

上
丁
ニ
依
リ
、
講
義
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政


年

	
月
1
5
日

2
7
当
座
御
会

内
裏

組
題
3
0
首
（
�
〜

�
字
題
）
光
格
：

寄
月
神
祇

八
は
た
山
月
も
ひ
か
り
を
み
が
く
ら
し
け
ふ
の
こ
よ
ひ

の
か
み
の
行
幸
に

冷
泉
前
中

納
言
〔
為

章
卿
〕

日
野
大
納

言
〔
資
矩

卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
九
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
1
5
日

2
7

石
清
水
放
生
会
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
2
2
日

2
7

来
月
中
旬
、
古
今
和
歌
集
御
伝
授
ニ
依
リ
、
下
上
賀
茂
、

平
野
、
稲
荷
ノ
四
社
ニ
御
祈
祷
ヲ
仰
セ
付
ケ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
2
3
日

2
7

古
今
和
歌
集
御
伝
授
祈
御
祈
祷
ノ
為
、
内
侍
所
臨
時
御

神
楽
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政


年

	
月
2
4
日

2
7
月
次
御
会

内
裏
在
明
月
、
初
雁
、

秋
恨
恋

在
明
月
：
あ
き
の
よ
の
あ
は
れ
を
し
る
も
さ
こ
そ
い
と

お
も
ひ
な
が
む
る
あ
り
あ
け
の
月
、
初
雁
：
め
づ
ら
し

な
こ
ゑ
を
ほ
に
あ
げ
て
空
の
う
み
の
雲
の
な
み
ぢ
を
わ

た
る
は
つ
雁
、
秋
恨
恋
：
い
ろ
か
は
る
ひ
と
の
こ
ゝ
ろ

の
あ
さ
ぢ
は
ら
露
か
ゝ
る
に
も
う
ら
み
を
ぞ
そ
ふ

冷
泉
前
中

納
言
〔
為

章
卿
〕

冷
泉
前
中

納
言

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
九
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

�
月
2
9
日

2
7

来
月
十
五
日
、
古
今
和
歌
集
御
伝
授
ニ
依
リ
、
来
月
四

日
ヨ
リ
伊
勢
両
宮
、
多
賀
社
ニ
御
祈
祷
ヲ
仰
セ
付
ケ
ラ

ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
3
0
日

2
7

来
月
十
五
日
、
古
今
和
歌
集
御
伝
授
ニ
依
リ
、
来
月
五

日
ヨ
リ
伊
勢
両
宮
、
住
吉
社
、
玉
津
島
社
ニ
御
祈
祷
ヲ

仰
セ
付
ケ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
�
日

2
7

来
十
五
日
、
古
今
和
歌
集
御
伝
授
ニ
依
リ
、
七
日
ヨ
リ

七
箇
日
間
、
播
磨
明
石
月
照
寺
ニ
御
祈
祷
ヲ
仰
セ
付
ケ

ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻
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寛
政


年



月
�
日

2
7
春
日
社
御
法
楽
当

座
御
会

内
裏

組
題
5
0
首
（
�
字

題
）
光
格
：
初
春
、

春
月
、
庭
菊
、
逢

恋
、
田
家

初
春
：
や
は
ら
ぐ
る
神
の
ひ
か
り
も
い
や
ま
し
に
み
か

さ
の
山
の
か
す
む
は
つ
は
る
、
春
月
：
い
く
里
の
よ
は

の
お
も
ひ
に
な
が
む
ら
ん
か
す
み
て
ふ
く
る
は
る
の
月

か
げ
、
庭
菊
：
か
く
て
猶
ち
と
せ
の
あ
き
も
ふ
り
せ
じ

な
雲
井
の
に
は
に
に
ほ
ふ
し
ら
ぎ
く
、
逢
恋
：
わ
り
な

く
も
お
も
ひ
よ
り
そ
へ
新
ま
く
ら
か
は
す
よ
床
に
ち
か

ま
さ
り
し
て
、
田
家
：
い
ろ
そ
ひ
て
し
く
や
門
田
の
い

な
む
し
ろ
と
し
あ
る
あ
き
を
み
る
ぞ
う
れ
し
き

雅
光
〔
飛

鳥
井
少

将
〕

冷
泉
前
中

納
言
〔
為

章
卿
〕

講
師
：
資
菫
〔
烏
丸
弁
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
九
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

後
桜
町
院
、
出
詠

寛
政
�
年

�
月
1
0
日

2
7

古
今
和
歌
集
御
伝
授
ニ
依
リ
、
御
祈
祷
ノ
為
、
内
侍
所

ニ
於
テ
千
反
楽
ヲ
行
ハ
レ
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
又
、

春
日
神
社
ニ
御
法
楽
詠
歌
、
御
撫
物
、
黄
金
ヲ
進
メ
ラ

レ
、
明
十
一
日
、
玉
体
安
全
、
歌
道
繁
栄
ノ
御
祈
祷
ヲ

仰
セ
付
ケ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

『
柳
原
均
光
日
次
記
』

に
よ
れ
ば
、
春
日
神
社

へ
の
御
法
楽
は
、
�
月

�
日
の
御
当
座
で
出
詠

さ
れ
た
詠
歌
一
筥
、
御

撫
物
二
筥
、
黄
金
二
枚

が
進
ぜ
ら
れ
る

寛
政
�
年

�
月
1
1
日

2
7

伊
勢
例
幣
発
遣
ノ
儀
ア
リ
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

�
月
1
5
日

2
7

後
桜
町
上
皇
よ
り

古
今
伝
授
を
相
伝

さ
れ
る

後
桜
町
上
皇
、
禁
裏
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
ラ
レ
、
古
今
和
歌

集
ノ
御
伝
授
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政


年



月
2
7
日

2
7
道
御
伝
授
竟
宴
御

会
内
裏

寄
道
祝
言

し
き
し
ま
の
み
ち
は
神
代
の
道
な
れ
ば
い
に
し
へ
今
に

い
や
さ
か
へ
つ
ゝ

民
部
卿

飛
鳥
井
中

納
言

御
製
読
師
：
関
白
、
御
製
講
師
：
冷

泉
前
中
納
言
、
読
師
：
左
大
臣
、
下

読
師
：
左
大
弁
宰
相
、
講
師
：
均
光

朝
臣
、
発
声
：
宮
内
卿
、
講
頌
：
正

親
町
前
大
納
言
、
広
橋
前
大
納
言
、

〔
発
声
歌
発
言
〕
庭
田
大
納
言
、
鷲

尾
前
大
納
言
〔
初
参
〕
、
飛
鳥
井
中

納
言
、
冷
泉
前
中
納
言
〔
役
終
加
講

頌
〕
、
右
兵
衛
督
、
前
源
宰
相
、
新

侍
従
三
位
、
為
則
朝
臣
〔
初
参
〕
、

雅
光
〔
初
参
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
九
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

桜
町
院
、
出
詠
。
竟
宴

和
歌
御
会
が
行
わ
れ
た

の
は
小
御
所
（
ゆ
ま
に

書
房
『
光
格
天
皇
実

録
』
第
二
巻
）

寛
政


年



月
2
8
日

2
7
御
月
次
御
会

内
裏

組
題
1
0
0
首
（
1
〜

�
字
題
）
光
格
：

立
春
、
早
苗
、
杜

紅
葉
、
霜
、
浦
舟

立
春
：
こ
と
の
は
の
み
ち
の
さ
か
へ
の
時
つ
風
吹
や
は

ら
げ
り
は
る
や
た
つ
ら
む
、
早
苗
：
う
へ
た
て
し
早
苗

の
は
ず
ゑ
風
み
え
て
ち
る
露
す
ゞ
し
小
田
の
夕
ぐ
れ
、

杜
紅
葉
：
神
な
び
の
杜
の
し
め
な
は
く
り
か
へ
し
み
る

に
色
そ
ふ
木
々
の
も
み
ぢ
ば
、
霜
：
あ
き
に
み
し
そ
れ

よ
り
も
げ
に
身
に
ぞ
し
む
か
れ
の
ゝ
は
ら
の
し
も
の
し

ろ
た
へ
、
浦
舟
：
あ
け
わ
た
る
明
石
の
浦
を
こ
ぐ
舟
の

行
ゑ
た
ど
り
し
は
る
ゝ
な
み
ぢ
に

為
則
朝
臣

〔
冷
泉
中

将
〕

中
山
大
納

言
〔
忠
尹

卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
九
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政


年

1
0
月
�
日

2
7
当
座
御
会

内
裏

組
題
3
0
首
（
�
〜

�
字
題
）
光
格
：

野
春
草
、
寄
虫
恋

野
春
草
：
雪
と
く
る
外
山
の
ま
つ
の
一
し
ほ
を
野
べ
の

い
ろ
に
も
も
ゆ
る
わ
か
く
さ
、
寄
虫
恋
：
山
が
つ
が
こ

ふ
こ
の
ま
ゆ
の
い
と
せ
め
て
こ
む
る
お
も
ひ
す
（
ミ
セ

ケ
チ
し
て
「
と
」
に
改
め
）
人
は
し
ら
な
む

飛
鳥
井
中

納
言
〔
雅

威
卿
〕

烏
丸
前
大

納
言
〔
光

祖
卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
九
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

1
0
月
1
1
日

2
7

盛
化
門
院
ノ
御
忌
ニ
依
リ
、
今
明
両
日
、
般
舟
三
昧
院

ニ
於
テ
御
法
事
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
0
月
1
7
日

2
7

小
御
所
ニ
於
テ
管
絃
御
遊
ヲ
行
ハ
ル
、
琵
琶
ノ
御
所
作

ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
出
詠
和
歌
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考
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寛
政
�
年

1
0
月
1
9
日

2
7

宝
暦
甲
戌
暦
錯
誤
ア
ル
ニ
依
リ
、
改
暦
宣
下
ア
リ
、
次

ニ
条
事
定
並
ニ
暦
号
定
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
0
月
2
0
日

2
7

國
解
定
文
奏
聞
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
0
月
2
2
日

2
7

詔
書
覆
奏
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政


年

1
0
月
2
4
日

2
7
月
次
御
会

内
裏
月
前
時
雨
、
霜
埋

落
葉
、
遠
山
初
雪
光
格
天
皇
歌
は
、
題
の
み
で
歌
な
し
。

民
部
卿

〔
冷
泉
為

泰
卿
〕

烏
丸
前
大

納
言
〔
光

祖
卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
九
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

1
1
月
�
日

2
7

忌
火
御
飯
ヲ
供
ス
、
夜
、
御
禊
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ

セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
1
月
�
日

2
7

神
祇
官
代
ニ
於
テ
新
嘗
祭
ト
定
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
1
月
�
日

2
7

春
日
祭
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
1
月
�
日

2
7

梅
宮
祭
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
1
月
�
日

2
7

後
桃
園
天
皇
ノ
聖
忌
ニ
依
リ
、
般
舟
三
昧
院
ニ
於
テ
御

法
事
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政


年

1
1
月
1
0
日

2
7
当
座
御
会

内
裏
組
題
2
0
首
（
�
字

題
）
光
格
：
待
恋

月
も
い
り
ぬ
な
に
ゝ
か
こ
た
ん
こ
ぬ
人
を
ま
つ
の
と
ぼ

そ
は
東
雲
の
空

勅
題

為
則
朝
臣

〔
冷
泉
中

将
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
九
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

1
1
月
1
3
日

2
7

神
祇
伯
白
川
資
延
第
ニ
於
テ
鎮
魂
祭
ノ
儀
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
1
月
1
4
日

2
7

新
嘗
祭
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
1
月
1
5
日

2
7

豊
明
節
会
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
1
月
1
9
日

2
7

吉
田
祭
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政


年

1
1
月
2
4
日

2
7
月
次
御
会

内
裏

組
題
1
0
0
首
（
�

字
題
）
光
格
：
雨

中
花
、
蚊
遣
火
、

月
前
鶴
、
向
爐

火
、
谷
樵
夫

雨
中
花
：
立
ぬ
る
ゝ
袖
の
し
づ
く
の
か
ほ
り
に
は
は
な

に
い
と
ひ
し
雨
と
し
も
な
き
、
蚊
遣
火
：
立
の
ぼ
る
け

ぶ
り
に
し
る
し
か
や
り
火
の
は
た
や
す
か
ら
ぬ
し
づ
が

こ
ゝ
ろ
も
、
月
前
鶴
：
あ
し
べ
よ
り
こ
ゑ
も
さ
や
か
に

は
る
ゝ
よ
の
月
の
な
み
ぢ
を
た
づ
鳴
わ
た
る
、
向
爐

火
：
う
づ
み
火
の
あ
た
り
は
冬
を
わ
す
る
に
も
わ
す
る

な
し
づ
が
さ
む
き
よ
ど
こ
を
、
谷
樵
夫
：
あ
は
れ
な
る

業
に
も
あ
る
か
谷
陰
の
岩
の
か
げ
み
ち
か
よ
ふ
樵
夫
は

飛
鳥
井
中

納
言
〔
雅

威
卿
〕

日
野
大
納

言
〔
資
矩

卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
九
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
�
年

1
1
月
2
5
日

2
7
内
々
聖
廟
御
法
楽

聖
廟
法
楽
和
歌
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
内
々
、
出
御
ア
ラ
セ

ラ
ル

飛
鳥
井
中

納
言

資
董

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
1
月
2
6
日

2
7

小
御
所
ニ
於
テ
月
次
御
楽
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
、
笛
ノ
御

所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
是
日
、
住
吉
、
玉
津
島
両
社
法
楽

和
歌
御
会
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻
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寛
政


年

1
1
月
2
6
日

2
7

〔
御
奉
納
〕
住
吉

社
御
法
楽
（
小
御

所
）

内
裏

組
題
5
0
首
（
�
〜

�
字
題
）
光
格
：

早
春
、
積
雪
、
寄

河
恋

早
春
：
ま
つ
の
は
の
こ
ぞ
の
み
雪
も
わ
す
れ
ぐ
さ
生
て

ふ
き
し
の
か
す
む
初
は
る
、
積
雪
：
行
か
ひ
の
し
げ
き

都
の
大
路
だ
に
あ
と
わ
か
ぬ
ま
で
つ
も
る
し
ら
雪
、
寄

河
恋
：
河
水
の
な
が
れ
て
絶
ぬ
と
ば
か
り
に
か
は
る
瀬

し
ら
ず
な
に
た
の
み
け
ん

勅
題

烏
丸
前
大

納
言
〔
光

祖
卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
九
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

後
桜
町
、
出
詠

寛
政


年

1
1
月
2
6
日

2
7

〔
御
奉
納
〕
玉
津

島
社
御
法
楽
（
小

御
所
）

内
裏

組
題
5
0
首
（
�
〜

�
字
題
）
光
格
：

海
辺
霞
、
叢
虫
、

旅

海
辺
霞
：
た
ち
か
へ
り
む
か
し
に
か
す
む
玉
つ
し
ま
入

江
の
な
み
の
は
る
の
あ
け
ぼ
の
、
叢
虫
：
く
れ
ぬ
間
も

あ
き
の
日
よ
は
き
草
が
き
に
露
を
と
ひ
て
も
む
し
の
な

く
ら
し
、
旅
：
海
山
の
か
は
る
な
が
め
の
名
所
に
な
ぐ

さ
め
て
し
も
う
き
た
び
じ
か
な

勅
題

飛
鳥
井
中

納
言
〔
雅

威
卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
九
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

後
桜
町
院
、
出
詠

寛
政
�
年

1
1
月
3
0
日

2
7

恭
禮
門
院
ノ
三
回
忌
ニ
依
リ
、
般
舟
三
昧
院
並
ニ
泉
涌

寺
ニ
於
テ
御
法
事
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
2
月
�
日

2
7

内
侍
所
臨
御
時
神
楽
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
、

和
琴
ノ
御
所
作
ナ
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
2
月
1
0
日

2
7

来
十
六
日
、
一
事
御
伝
授
ニ
依
リ
、
明
十
一
日
ヨ
リ
石

清
水
、
北
野
、
上
下
御
霊
ニ
御
祈
祷
ヲ
仰
せ
付
ケ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
2
月
1
5
日

2
7

林
丘
寺
元
敞
女
王
ノ
薨
去
ニ
依
リ
、
今
夜
ヨ
リ
三
箇
日

間
、
物
音
ヲ
停
メ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
�
年

1
2
月
2
2
日

2
7

後
桜
町
上
皇
ヨ
リ
和
歌
一
事
ノ
御
伝
授
ヲ
受
ケ
サ
セ
ラ

ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

『
禁
裏
執
次
詰
所
日
記
』

に
よ
れ
ば
、
光
格
天

皇
、
仙
洞
御
所
へ
御
幸

寛
政


年

1
2
月
2
4
日

2
7
月
次
御
会

内
裏
遣
水
氷
、
寒
夜

衾
、
山
眺
望

遣
水
氷
：
下
む
せ
ぶ
を
と
も
か
す
か
に
こ
の
あ
さ
げ
し

が
ら
み
か
け
て
こ
ほ
る
や
り
み
づ
、
寒
夜
衾
：
霜
ゆ
き

の
さ
ゆ
る
よ
し
る
し
ね
や
ふ
か
く
あ
つ
き
ふ
す
ま
を
か

さ
ね
ぬ
る
に
も
、
山
眺
望
：
あ
さ
な
夕
な
む
か
ふ
こ
ゝ

ろ
も
し
づ
か
な
る
す
が
た
に
つ
ゞ
く
よ
も
の
山
々

飛
鳥
井
中

納
言
〔
雅

威
卿
〕

為
則
朝
臣

〔
冷
泉
中

将
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
九
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政


年

1
2
月
2
5
日

2
7
当
座
御
会

内
裏

組
題
2
0
首
（
�
〜

�
字
題
）
光
格
：

名
所
鶴

名
所
鶴
：
な
れ
て
ふ
む
真
砂
の
か
ず
を
例
に
て
田
鶴
や

い
く
ち
よ
住
の
江
の
は
ま

民
部
卿

〔
冷
泉
為

泰
卿
〕

中
山
大
納

言
〔
忠
尹

卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
九
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
1
0
年

�
月
�
日

2
8

四
方
拝
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
次
ニ
柿
本
社

神
影
ヲ
拝
シ
給
ヒ
、
次
ニ
御
書
始
、
御
読
書
始
ア
ラ
セ

ラ
ル
、
次
ニ
拝
礼
ア
リ
、
左
大
臣
ニ
条
治
孝
已
下
ニ
謁

ヲ
賜
フ
、
次
ニ
朝
餉
間
ニ
出
御
、
御
歯
固
ノ
儀
ア
リ
、

次
ニ
外
任
奏
ア
リ
、
是
日
、
元
日
節
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出

御
ア
ラ
セ
ラ
レ
ズ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
�
日

2
8

大
床
子
御
膳
ヲ
供
ス
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
是
日
、
中

宮
欣
子
内
親
王
、
年
始
ニ
依
リ
、
参
内
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
	
日

2
8

龍
笛
ノ
御
所
作
始
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
�
日

2
8

叙
位
披
露
始
ヲ
行
ハ
ル
、
是
日
、
新
年
詠
草
始
ヲ
行
ハ

ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
�
日

2
8

白
馬
節
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
�
日

2
8

紫
宸
殿
ニ
於
テ
後
七
日
御
修
法
ヲ
行
ハ
ル
、
杲
助
僧

都
、
自
坊
ニ
於
テ
太
元
帥
法
ヲ
修
ス
、
十
四
日
、
両
法

結
願
ナ
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
出
詠
和
歌
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考
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寛
政
1
0
年

�
月
1
0
日

2
8

始
メ
テ
中
宮
御
所
ニ
渡
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
1
1
日

2
8

神
宮
奏
事
始
ヲ
行
ハ
ル
、
小
御
所
東
廂
座
ニ
出
御
ア
ラ

セ
ラ
ル
、
竟
ツ
テ
石
灰
壇
ニ
於
テ
御
拝
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
1
3
日

2
8

諸
禮
ヲ
行
ハ
ル
、
小
御
所
ニ
出
御
ア
ラ
セ
ラ
レ
、
謁
ヲ

賜
フ
、
小
座
敷
ニ
於
テ
当
座
和
歌
御
会
始
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
1
3
日

2
8
内
々
御
当
座

（
小
座
敷
）

内
裏

組
題
2
0
首

東
山
御
文
庫
『
日
野
資
矩
詠
草
伺
御
留
寛
政
十
年
』

に
よ
る

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年

�
月
1
4
日

2
8

千
秋
万
歳
御
覧
ノ
儀
ヲ
追
行
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
1
5
日

2
8

御
吉
書
三
毬
打
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
1
6
日

2
8

踏
歌
節
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
レ
ズ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
1
8
日

2
8

小
御
所
前
庭
ニ
於
テ
三
毬
打
ヲ
行
ハ
ル
、
小
座
敷
ニ
於

テ
管
絃
ノ
御
遊
ア
リ
、
笙
、
笛
、
筝
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ

ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
1
9
日

2
8

小
御
所
ニ
於
テ
鶴
包
丁
ノ
儀
ア
リ
、
其
後
、
南
殿
ノ
前

庭
ニ
於
テ
舞
楽
ア
リ
、
御
覧
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
2
0
日

2
8

小
座
敷
ニ
於
テ
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
是
日
、
小

御
所
ニ
出
御
ア
ラ
セ
ラ
レ
、
恵
信
前
大
僧
正
已
下
ニ
謁

ヲ
賜
フ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
2
0
日

2
8
内
々
御
当
座

（
小
座
敷
）

内
裏

組
題
1
0
首

東
山
御
文
庫
『
飛
鳥
井
雅
威
詠
草
伺
御
留
寛
政
十

年
』
・
同
『
久
世
通
根
詠
草
伺
御
留
寛
政
十
年
』
に

よ
る

飛
鳥
井
雅

威

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年

�
月
2
1
日

2
8

賀
茂
奏
事
始
ヲ
行
ハ
ル
、
石
灰
壇
ニ
於
テ
御
拝
ア
ラ
セ

ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
2
2
日

2
8

小
座
敷
ニ
於
テ
水
無
瀬
宮
法
楽
和
歌
読
上
ア
リ
、
管
絃

ノ
御
遊
ア
リ
、
笙
、
笛
、
琵
琶
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
2
4
日

2
8
和
歌
御
会
始

（
小
御
所
）

内
裏
詠
鶯
有
慶
音

お
さ
ま
れ
る
千
里
の
春
の
た
の
し
さ
も
ね
に
あ
ら
は
し

て
来
鳴
う
ぐ
ひ
す

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

和
歌
御
会
始
ヲ
行
ハ

ル
、
小
御
所
ニ
出
御
、

御
製
ア
ラ
セ
ラ
ル
。
後

桜
町
院
、
中
宮
、
出
詠

寛
政
1
0
年

�
月
2
5
日

2
8
独
吟
聖
廟
法
楽

（
常
御
所
）

常
御
所
ニ
於
テ
独
吟
聖
廟
法
楽
ヲ
行
ハ
ル
、
又
、
小
座

敷
ニ
於
テ
同
法
楽
和
歌
ノ
読
上
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
2
6
日

2
8

管
絃
ノ
御
遊
ア
リ
、
笙
、
笛
、
筝
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ

ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
2
7
日

2
8
御
当
座

（
小
御
所
）

内
裏

組
題
3
0
首

東
山
御
文
庫
『
飛
鳥
井
雅
威
詠
草
伺
御
留
寛
政
十

年
』
・
同
『
日
野
資
矩
詠
草
伺
御
留
寛
政
十
年
』
に

よ
る

冷
泉
為
章

日
野
資
矩

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

『
光
格
天
皇
実
録
』
に

よ
れ
ば
「
微
恙
ニ
渉
ラ

セ
ラ
ル
、
是
日
、
小
御

所
ニ
於
テ
当
座
和
歌
御

会
始
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御

ア
ラ
セ
ラ
レ
ズ
」

寛
政
1
0
年

�
月
�
日

2
8

春
日
祭
ヲ
行
ハ
ル
、
是
日
、
不
予
、
平
癒
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻
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寛
政
1
0
年

�
月
�
日

2
8

上
丁
ニ
依
リ
、
小
座
敷
ニ
於
テ
聖
像
ヲ
拝
シ
給
フ
、
小

御
所
ニ
於
テ
講
談
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
	
日

2
8

管
絃
ノ
御
遊
ヲ
行
ハ
ル
、
笙
、
笛
、
筝
ノ
御
所
作
ア
ラ

セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
�
日

2
8
内
々
御
当
座

（
小
座
敷
）

内
裏

組
題
1
0
首

東
山
御
文
庫
『
芝
山
持
豊
詠
草
伺
御
留
寛
政
十
年
』

に
よ
る

勅
題

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年

�
月


日

2
8

黒
戸
間
ニ
出
御
ア
ラ
セ
ラ
レ
、
佛
菩
薩
ヲ
拝
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
�
日

2
8

管
絃
ノ
御
遊
ヲ
行
ハ
ル
、
笙
、
笛
、
琵
琶
ノ
御
所
作
ア

ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
1
0
日

2
8

無
染
亭
ニ
於
テ
管
絃
ノ
御
遊
ヲ
行
ハ
ル
、
笙
、
笛
、
琵

琶
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
1
3
日

2
8

管
絃
ノ
御
遊
ヲ
行
ハ
ル
、
笙
、
琵
琶
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ

ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
1
4
日

2
8

感
冒
、
痰
喘
ヲ
病
マ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
1
8
日

2
8

不
予
、
全
癒
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
是
日
、
小
座
敷
ニ
於
テ
管

絃
ノ
御
遊
ア
リ
、
笙
、
琵
琶
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
1
9
日

2
8
御
当
座

（
小
座
敷
）

内
裏

組
題
1
0
首

東
山
御
文
庫
『
光
格
天
皇
御
日
記
案
寛
政
十
年
』
に

よ
る

勅
題

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

和
歌
御
会
始
ヲ
行
ハ

ル
、
出
題
ア
ラ
セ
ラ
ル

（
『
光
格
天
皇
実
録
』
）

寛
政
1
0
年

�
月
2
0
日

2
8

感
冒
ヲ
病
マ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
2
2
日

2
8
水
無
瀬
宮
法
楽
和

歌
（
小
御
所
）

内
裏
組
題
2
0
首

小
御
所
ニ
於
テ
水
無
瀬
宮
法
楽
和
歌
読
上
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
2
4
日

2
8
月
次
和
歌
御
会

（
常
御
殿
）

内
裏
組
題
1
0
0
首

月
次
和
歌
御
会
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
2
5
日

2
8

内
裏

小
御
所
ニ
於
テ
聖
廟
法
楽
和
歌
読
上
ア
リ
、
次
ニ
管
絃

ノ
御
遊
ア
リ
、
笙
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
2
7
日

2
8

内
裏

不
予
、
平
癒
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
3
0
日

2
8
御
当
座

（
小
御
所
）

内
裏

組
題
2
0
首

東
山
御
文
庫
『
飛
鳥
井
雅
威
詠
草
伺
御
留
寛
政
十

年
』
・
同
『
日
野
資
矩
詠
草
伺
御
留
寛
政
十
年
』
そ

の
他

勅
題

冷
泉
為
章

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年

�
月
�
日

2
8
三
社
和
歌
法
楽

（
常
御
殿
）

内
裏

石
灰
壇
ニ
於
テ
御
拝
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
常
御
殿
ニ
於
テ
三

社
和
歌
法
楽
ア
リ
、
次
ニ
小
座
敷
ニ
於
テ
管
絃
ノ
御
遊

ア
リ
、
笙
、
笛
、
琵
琶
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
�
日

2
8

内
裏

闘
鶏
ア
リ
、
小
座
敷
ニ
於
テ
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
�
日

2
8
内
々
御
当
座

（
小
座
敷
）

内
裏

組
題
1
0
首

東
山
御
文
庫
『
久
世
通
根
詠
草
伺
御
留
寛
政
十
年
』

に
よ
る

飛
鳥
井
雅

威

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
出
詠
和
歌
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考
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寛
政
1
0
年

�
月
	
日

2
8

内
裏

無
染
亭
ニ
出
御
、
桜
花
ヲ
御
覧
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
�
日

2
8

内
裏

小
座
敷
ニ
於
テ
管
絃
ノ
御
遊
ア
リ
、
笙
、
琵
琶
ノ
御
所

作
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
�
日

2
8

内
裏

参
内
殿
ノ
桜
花
ヲ
賞
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
1
3
日

2
8

内
裏

小
座
敷
ニ
於
テ
管
絃
ノ
御
遊
ア
リ
、
笙
、
琵
琶
ノ
御
所

作
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
1
4
日

2
8

内
裏

夜
、
別
殿
ニ
渡
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
1
5
日

2
8
和
歌
法
楽
〔
去
一

月
分
〕
（
賢
所
）

内
裏

内
侍
所
ニ
御
参
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
小
座
敷
ニ
於
テ
当
座
和

歌
御
会
ア
リ
、
出
題
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
1
5
日

2
8
内
々
御
当
座

（
小
座
敷
）

内
裏
通
題
�
首

東
山
御
文
庫
『
久
世
通
根
詠
草
伺
御
留
寛
政
十
年
』

に
よ
る

勅
題

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年

�
月
1
6
日

2
8
和
歌
法
楽
始
〔
去

二
月
分
〕
（
賢
所
）
内
裏

内
侍
所
ニ
御
参
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
和
歌
御
法
楽
始
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
1
8
日

2
8
柿
本
人
麻
呂
影
供

（
小
御
所
）

内
裏
寄
神
祇
祝

小
御
所
ニ
於
テ
柿
本
人
麿
影
供
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ

セ
ラ
ル

冷
泉
前
中

納
言

日
野
大
納

言

読
師
：
烏
丸
前
大
納
言
、
講
師
：
頼

壽
、
発
声
：
新
大
納
言
〔
重
嗣
〕

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
1
9
日

2
8

内
裏

涼
所
ニ
於
テ
管
絃
ノ
御
遊
ア
リ
、
笙
、
笛
、
筝
ノ
御
所

作
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
2
1
日

2
8
和
歌
当
座
御
会

（
小
御
所
）

内
裏
組
題
3
0
首

小
御
所
ニ
於
テ
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
是
日
、
船

遊
ヲ
行
ハ
レ
、
夕
、
梅
の
間
ニ
於
テ
牡
丹
花
ヲ
賞
セ
ラ

ル

権
中
納
言
烏
丸
前
大

納
言

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
2
2
日

2
8

内
裏

小
座
敷
ニ
於
テ
管
絃
ノ
御
遊
ヲ
行
ハ
ル
、
笙
、
笛
、
琵

琶
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
2
4
日

2
8
月
次
和
歌
御
会

内
裏

月
次
和
歌
御
会
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
2
5
日

2
8
聖
廟
法
楽
和
歌

内
裏

聖
廟
法
楽
和
歌
ヲ
行
ハ
ル
、
次
ニ
小
座
敷
ニ
於
テ
管
絃

ノ
御
遊
ア
リ
、
笛
、
琵
琶
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
2
6
日

2
8

内
裏

小
御
所
東
廂
ニ
於
テ
御
楽
始
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
、
琵
琶

ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
2
7
日

2
8

内
裏

日
光
東
照
宮
奉
幣
発
遣
日
時
定
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
3
0
日

2
8

内
裏

石
見
、
播
磨
両
国
ノ
柿
本
社
ニ
各
五
十
首
和
歌
並
ニ
黄

金
二
十
両
ヲ
奉
納
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

光
格
天
皇
『
日
記
案
』

に
よ
れ
ば
「
古
今
伝
受

無
右
賽
謝
」
の
た
め
と

い
う

寛
政
1
0
年

	
月
�
日

2
8

内
裏

石
灰
壇
ニ
於
テ
御
拝
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
当
座
和
歌
御
会
ヲ

行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
�
日

2
8
御
当
座

（
小
座
敷
）

内
裏

組
題
1
0
首

東
山
御
文
庫
『
光
格
天
皇
御
日
記
案
寛
政
十
年
』
に

よ
る

冷
泉
為
章

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年

	
月
�
日

2
8

内
裏

客
年
九
月
ノ
古
今
和
歌
集
灌
頂
無
異
ノ
報
賽
ノ
為
ニ
是

日
ヨ
リ
三
箇
夜
、
内
侍
所
臨
時
御
神
楽
ヲ
行
ハ
ル
、
出

御
、
御
拝
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
笛
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻
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寛
政
1
0
年

	
月
1
1
日

2
8
御
法
楽
和
歌

（
賢
所
）

内
裏

石
灰
壇
ニ
於
テ
御
拝
ア
ラ
セ
ラ
レ
、
次
ニ
賢
所
ニ
詣
デ

給
ヒ
、
御
法
楽
和
歌
ヲ
講
ゼ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
1
3
日

2
8
御
当
座

（
小
御
所
）

内
裏

組
題
2
0
首

東
山
御
文
庫
『
日
野
資
矩
詠
草
伺
御
留
寛
政
十
年
』

そ
の
他

冷
泉
三
位
冷
泉
為
章

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年

	
月
1
5
日

2
8

内
裏

賀
茂
祭
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

	
月
1
6
日

2
8

内
裏

管
絃
ノ
合
奏
ア
リ
、
笙
、
笛
、
筝
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ

ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
1
7
日

2
8
御
当
座

（
小
座
敷
）

内
裏

組
題
1
0
首

東
山
御
文
庫
『
光
格
天
皇
御
日
記
案
寛
政
十
年
』
に

よ
る

勅
題

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年

	
月
1
8
日

2
8
三
社
和
歌
法
楽

（
常
御
殿
）

内
裏

石
灰
壇
ニ
於
テ
御
拝
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
還
御
ノ
夜
、
三
社

御
法
楽
ア
リ
、
次
ニ
管
絃
ノ
御
遊
ア
リ
、
笙
、
琵
琶
ノ

御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
2
0
日

2
8
内
々
御
当
座

（
小
座
敷
）

内
裏

組
題
1
0
首

東
山
御
文
庫
『
光
格
天
皇
御
日
記
案
寛
政
十
年
』
そ

の
他
に
よ
る

勅
題

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年

	
月
2
1
日

2
8

内
裏

石
灰
壇
ニ
於
テ
御
拝
ア
ラ
セ
ラ
レ
、
次
ニ
賢
所
ニ
詣
デ

給
ヒ
、
祈
念
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
管
絃
ノ
御
遊
ア
リ
、
笙
、

笛
、
琵
琶
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

	
月
2
2
日

2
8
水
無
瀬
宮
御
法
楽

内
裏
組
題
1
0
首

水
無
瀬
宮
法
楽
和
歌
ノ
読
上
ア
リ
、
是
日
、
官
位
宣
下

ア
リ

烏
丸
前
大

納
言

講
師
：
忠
良
朝
臣

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

	
月
2
3
日

2
8

内
裏

管
絃
ノ
御
遊
ア
リ
、
笙
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

	
月
2
4
日

2
8
月
次
和
歌
御
会

内
裏
組
題
1
0
0
首

月
次
和
歌
御
会
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

	
月
2
5
日

2
8
聖
廟
法
楽
和
歌

（
常
御
殿
）

内
裏

於
常
殿
有
聖
廟
法
楽
〔
委
細
別
記
〕
（
光
格
天
皇
日
記

案
）

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

	
月
2
5
日

2
8
聖
廟
法
楽
和
歌

（
小
座
敷
）

内
裏
組
題
1
5
首

於
小
座
敷
同
法
楽
〔
十
五
首
〕
有
読
上
、
奉
行
冷
泉
三

位
、
講
師
頼
壽
〔
委
細
別
記
〕
（
光
格
天
皇
日
記
案
）

冷
泉
三
位

講
師
：
頼
壽

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
2
5
日

2
8
御
当
座

（
小
座
敷
）

内
裏

組
題
1
0
首

東
山
御
文
庫
『
光
格
天
皇
御
日
記
案
寛
政
十
年
』
に

よ
る

勅
題

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年

	
月
2
6
日

2
8

内
裏

月
次
管
絃
御
遊
ア
リ
、
筝
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

	
月
2
7
日

2
8

内
裏

小
御
所
ニ
出
御
、
僧
侶
ニ
謁
ヲ
賜
フ
、
夜
、
別
殿
ニ
渡

御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

	
月
2
8
日

2
8

内
裏

管
絃
ノ
御
遊
ア
リ
、
笙
、
笛
、
琵
琶
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ

ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

	
月
2
9
日

2
8

内
裏

黒
戸
ニ
渡
御
、
金
光
明
経
、
壽
量
品
ヲ
誦
セ
ラ
レ
、
名

号
ヲ
唱
ヘ
給
フ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
�
日

2
8

内
裏

石
灰
壇
ニ
於
テ
御
拝
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
管
絃
ノ
御
遊
ア

リ
、
笙
、
笛
、
琵
琶
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
出
詠
和
歌
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考
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寛
政
1
0
年

�
月
	
日

2
8

内
裏

管
絃
ノ
合
奏
ア
リ
、
笙
、
笛
、
琵
琶
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ

ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
�
日

2
8
内
々
御
当
座

（
小
座
敷
）

内
裏
通
題
�
首

東
山
御
文
庫
『
光
格
天
皇
御
日
記
案
寛
政
十
年
』
・

同
『
日
野
資
矩
詠
草
伺
御
留
寛
政
十
年
』
に
よ
る

勅
題

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年

�
月
�
日

2
8

内
裏

管
絃
ノ
御
遊
ア
リ
、
笙
、
琵
琶
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
1
3
日

2
8

内
裏

管
絃
ノ
合
奏
ア
リ
、
笙
、
琵
琶
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
1
3
日

2
8
三
社
和
歌
法
楽

（
常
御
殿
）

内
裏

三
社
法
楽
和
歌
御
会
ア
リ
、
又
、
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行

ハ
ル
、
出
題
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
1
5
日

2
8
御
当
座

（
小
座
敷
）

内
裏

組
題
1
0
首

東
山
御
文
庫
『
光
格
天
皇
御
日
記
案
寛
政
十
年
』
に

よ
る

勅
題

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年

�
月
1
6
日

2
8

内
裏

管
絃
ノ
御
遊
ア
リ
、
笙
、
笛
、
琵
琶
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ

ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
1
8
日

2
8

内
裏

小
御
所
ニ
於
テ
月
次
管
絃
ノ
御
遊
ヲ
行
ハ
ル
、
笛
ノ
御

所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
2
1
日

2
8

内
裏

前
内
大
臣
ニ
条
斉
通
ノ
薨
由
ヲ
奏
ス
、
仍
ツ
テ
是
夜
ヨ

リ
三
箇
日
間
、
廃
朝
ヲ
仰
セ
出
サ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
2
4
日

2
8

内
裏

管
絃
ノ
御
遊
ア
リ
、
笙
、
笛
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
2
5
日

2
8
独
吟
聖
廟
法
楽

（
常
御
所
）

内
裏

沐
浴
、
着
直
衣
、
於
常
殿
有
独
吟
、
聖
廟
法
楽
（
光
格

天
皇
日
記
案
）

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
2
5
日

2
8
聖
廟
御
法
楽

（
小
座
敷
）

内
裏
組
題
1
5
首

其
後
於
于
小
座
鋪
有
同
法
楽
〔
十
五
首
〕
和
歌
読
上
、

講
師
資
董
、
奉
行
冷
泉
前
中
納
言
〔
委
細
別
記
〕
（
光

格
天
皇
日
記
案
）

冷
泉
前
中

納
言

講
師
：
資
董

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
2
6
日

2
8
御
当
座

（
小
座
敷
）

内
裏

組
題
1
0
首

東
山
御
文
庫
『
光
格
天
皇
御
日
記
案
寛
政
十
年
』
に

よ
る

勅
題

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年

�
月
2
7
日

2
8
御
当
座

（
小
御
所
）

内
裏

組
題
3
0
首

東
山
御
文
庫
『
飛
鳥
井
雅
威
詠
草
伺
御
留
寛
政
十

年
』
・
同
『
日
野
資
矩
詠
草
伺
御
留
寛
政
十
年
』
そ

の
他

飛
鳥
井
雅

威
日
野
資
矩

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年

�
月
2
8
日

2
8

月
次
和
歌
御
会

（
去
二
十
四
日
延

引
）

内
裏
通
題
�
首

月
次
和
歌
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
次
ニ
管
絃
ノ
御
遊
ア
リ
、

笙
、
筝
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル

権
中
納
言
日
野
前
大

納
言

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年



月
�
日

2
8

内
裏

御
祖
父
摩
尼
浄
院
宮
ノ
忌
日
ニ
依
リ
、
黒
戸
ニ
渡
御
、

念
仏
ヲ
唱
ヘ
給
フ
、
又
、
楊
弓
ノ
興
ヲ
妙
法
院
宮
ト
共

ニ
行
ハ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年



月
�
日

2
8

内
裏

管
絃
ノ
御
遊
ア
リ
、
笙
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年



月
�
日

2
8

内
裏

管
絃
ノ
御
遊
ア
リ
、
笙
、
筝
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年



月


日

2
8

内
裏

嵯
峨
清
涼
寺
ノ
本
尊
釈
迦
牟
尼
仏
像
ヲ
参
内
殿
ニ
迎
ゲ

テ
之
ヲ
拝
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻
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寛
政
1
0
年

�
月
�
日

2
8
御
当
座

（
小
座
敷
）

内
裏
不
詳

東
山
御
文
庫
『
光
格
天
皇
御
日
記
案
寛
政
十
年
』
に

よ
る

冷
泉
三
位

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年



月
�
日

2
8

内
裏

管
絃
ノ
御
遊
ア
リ
、
笙
、
筝
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年



月
1
0
日

2
8

内
裏

夜
、
別
殿
ニ
渡
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年



月
1
1
日

2
8

内
裏

管
絃
ノ
御
遊
ア
リ
、
笙
、
筝
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年



月
1
2
日

2
8

内
裏

仏
光
寺
伝
来
ノ
親
鸞
上
人
六
字
名
号
並
ニ
後
水
尾
、
後

西
院
両
天
皇
ノ
宸
筆
名
号
、
親
鸞
伝
記
等
ヲ
御
覧
ア
ラ

セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年



月
1
3
日

2
8

内
裏

管
絃
ノ
御
遊
ア
リ
、
笙
、
笛
、
筝
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ

ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
1
4
日

2
8
御
当
座

（
小
座
敷
）

内
裏
不
詳

東
山
御
文
庫
『
光
格
天
皇
御
日
記
案
寛
政
十
年
』
に

よ
る

冷
泉
為
章

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年



月
1
7
日

2
8

内
裏

管
絃
ノ
御
遊
ア
リ
、
笙
、
笛
、
筝
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ

ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年



月
1
9
日

2
8

内
裏

管
絃
ノ
御
遊
ア
リ
、
笛
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年



月
2
2
日

2
8

水
無
瀬
宮
御
法
楽

（
去
五
月
分
）

（
小
座
敷
）

内
裏

去
五
月
及
ビ
当
月
分
ノ
水
無
瀬
宮
法
楽
和
歌
の
読
上
ア

リ

中
山
前
新

大
納
言

講
師
：
頼
壽
朝
臣
〔
葉
室
頭
弁
〕

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年



月
2
2
日

2
8
水
無
瀬
宮
御
法
楽

（
小
座
敷
）

内
裏

去
五
月
及
ビ
当
月
分
ノ
水
無
瀬
宮
法
楽
和
歌
の
読
上
ア

リ
権
中
納
言

講
師
：
国
長

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年



月
2
3
日

2
8

内
裏

管
絃
ノ
御
遊
ア
リ
、
笙
、
笛
、
筝
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ

ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年



月
2
4
日

2
8
月
次
和
歌
御
会

内
裏

組
題
1
0
0
首

月
次
和
歌
御
会
ヲ
行
ハ
ル

飛
鳥
井
中

納
言

日
野
大
納

言

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
2
7
日

2
8
御
当
座

（
小
御
所
）

内
裏

組
題
2
0
首

東
山
御
文
庫
『
飛
鳥
井
雅
威
詠
草
伺
御
留
寛
政
十

年
』
・
同
『
日
野
資
矩
詠
草
伺
御
留
寛
政
十
年
』
そ

の
他

飛
鳥
井
雅

威

飛
鳥
井
雅

威

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年



月
2
8
日

2
8

内
裏

管
絃
ノ
御
遊
ア
リ
、
筝
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年



月
2
9
日

2
8

内
裏

六
月
祓
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
�
日

2
8

内
裏

小
座
敷
ニ
於
テ
管
絃
ヲ
行
ハ
ル
、
笙
、
笛
、
筝
ノ
御
所

作
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月


日

2
8

内
裏

自
在
王
院
宮
正
忌
追
善
ノ
為
、
管
絃
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
�
日

2
8
七
夕
和
歌
御
会

内
裏

二
星
会

七
夕
和
歌
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
次
ニ
管
絃
ヲ
行
ハ
ル
、
笙
、

笛
、
琵
琶
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル

冷
泉
三
位
中
山
前
新

大
納
言

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
出
詠
和
歌
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考
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寛
政
1
0
年

�
月
	
日

2
8
内
々
御
当
座

（
小
座
敷
）

内
裏

組
題
1
0
首

東
山
御
文
庫
『
光
格
天
皇
御
日
記
案
寛
政
十
年
』
そ

の
他
に
よ
る

冷
泉
三
位

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年

�
月
1
1
日

2
8

内
裏

管
絃
ノ
御
遊
ヲ
行
ハ
ル
、
笙
、
笛
、
筝
ノ
御
所
作
ア
ラ

セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
1
6
日

2
8

内
裏

歯
痛
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
1
7
日

2
8

内
裏

管
絃
ノ
御
遊
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
1
8
日

2
8

内
裏

御
霊
社
ノ
神
輿
渡
御
ア
リ
、
朔
平
門
代
下
ニ
テ
遥
拝
ア

ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
1
9
日

2
8

内
裏

任
大
臣
宣
下
ア
リ
、
権
大
納
言
徳
大
寺
実
祖
ヲ
内
大
臣

ニ
任
ズ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
2
0
日

2
8

内
裏

管
絃
ノ
御
遊
ア
リ
、
笙
、
笛
、
筝
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ

ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
2
2
日

2
8
水
無
瀬
宮
御
法
楽

内
裏
組
題
1
0
首

水
無
瀬
宮
法
楽
和
歌
ノ
読
上
ア
リ

日
野
大
納

言
講
師
・
資
董

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
2
3
日

2
8

内
裏

管
絃
ノ
合
奏
ヲ
行
ハ
ル
、
笙
、
笛
、
筝
ノ
御
所
作
ア
ラ

セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
2
4
日

2
8
月
次
和
歌
御
会

内
裏
分
萩
、
槿
、
帰
燕
月
次
和
歌
御
会
ヲ
行
ハ
ル

民
部
卿

権
中
納
言

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
2
5
日

2
8
聖
廟
法
楽
和
歌

（
常
御
殿
）

内
裏

沐
浴
、
於
常
殿
有
有
聖
廟
法
楽
（
光
格
天
皇
日
記
案
）

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
2
5
日

2
8
聖
廟
法
楽
和
歌

（
小
座
敷
）

内
裏

於
小
座
敷
同
法
楽
有
読
上
、
講
師
頼
壽
朝
臣
、
出
題
奉

行
冷
泉
前
中
納
言
〔
委
細
別
記
〕
（
光
格
天
皇
日
記
案
）

冷
泉
中
納

言

冷
泉
中
納

言
講
師
：
頼
壽
朝
臣
〔
葉
室
頭
弁
〕

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
2
6
日

2
8
御
当
座

（
小
御
所
）

内
裏

組
題
3
0
首

東
山
御
文
庫
『
日
野
資
矩
詠
草
伺
御
留
寛
政
十
年
』

そ
の
他

冷
泉
為
章
中
山
前
新

大
納
言

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年

�
月
2
8
日

2
8

内
裏

月
次
管
絃
ノ
御
遊
ヲ
行
ハ
ル
、
筝
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ

ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
2
9
日

2
8
内
々
御
当
座

（
小
座
敷
）

内
裏
不
詳

東
山
御
文
庫
『
日
野
資
矩
詠
草
伺
御
留
寛
政
十
年
』

そ
の
他

勅
題

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年

�
月
	
日

2
8

内
裏

歯
通
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
1
0
日

2
8

内
裏

管
絃
ノ
合
奏
ア
リ
、
笙
、
笛
、
琵
琶
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ

ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

	
月
1
1
日

2
8
内
々
御
当
座

（
小
座
敷
）

内
裏

組
題
1
0
首

東
山
御
文
庫
『
光
格
天
皇
御
日
記
案
寛
政
十
年
』
そ

の
他

勅
題

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年

	
月
1
2
日

2
8
内
々
御
当
座

（
小
座
敷
）

内
裏

組
題
1
0
首

東
山
御
文
庫
『
光
格
天
皇
御
日
記
案
寛
政
十
年
』
そ

の
他

勅
題

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年

�
月
1
3
日

2
8

内
裏

管
絃
ノ
御
遊
ア
リ
、
笙
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻
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寛
政
1
0
年

	
月
1
4
日

2
8
内
々
御
当
座

（
小
座
敷
）

内
裏

組
題
1
0
首

東
山
御
文
庫
『
光
格
天
皇
御
日
記
案
寛
政
十
年
』
そ

の
他

勅
題

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年

�
月
1
5
日

2
8

内
裏

石
清
水
放
生
会
ヲ
行
ハ
ル
、
是
夜
、
清
涼
殿
ニ
出
御
、

観
月
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
又
、
学
問
所
代
ニ
於
テ
和
歌
当
座

御
会
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

	
月
1
5
日

2
8
御
当
座

（
学
問
所
代
）

内
裏

組
題
2
0
首

東
山
御
文
庫
『
飛
鳥
井
雅
威
詠
草
伺
御
留
寛
政
十

年
』
・
同
『
日
野
資
矩
詠
草
伺
御
留
寛
政
十
年
』
そ

の
他

飛
鳥
井
雅

威
冷
泉
三
位

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年

�
月
1
6
日

2
8

内
裏

中
丁
ニ
依
リ
、
小
御
所
ニ
於
テ
講
釈
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

	
月
1
6
日

2
8
御
当
座

（
小
座
敷
）

内
裏

組
題
1
0
首

東
山
御
文
庫
『
光
格
天
皇
御
日
記
案
寛
政
十
年
』

冷
泉
為
章

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年

�
月
1
8
日

2
8

御
霊
社
神
幸
ア
リ
、
神
輿
ヲ
朔
平
門
代
下
ニ
於
テ
拝
セ

ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
1
9
日

2
8

内
裏

管
絃
ノ
御
遊
ア
リ
、
笙
、
笛
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
2
1
日

2
8

内
裏

管
絃
ノ
御
遊
ア
リ
、
笙
、
琵
琶
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
2
2
日

2
8
水
無
瀬
宮
法
楽
和

歌
（
小
座
敷
）

内
裏
組
題
1
0
首

沐
浴
着
直
衣
、
於
小
座
敷
、
水
無
瀬
宮
御
法
楽
和
歌
法

楽
読
上
〔
十
首
〕
講
師
国
長
、
奉
行
権
中
納
言
〔
委
細

別
記
〕
（
光
格
天
皇
御
日
記
案
）

権
中
納
言

講
師
：
国
長

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

	
月
2
2
日

2
8
内
々
御
当
座

（
小
座
敷
）

内
裏

組
題
1
0
首

東
山
御
文
庫
『
光
格
天
皇
御
日
記
案
寛
政
十
年
』
そ

の
他

冷
泉
為
章

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年

�
月
2
4
日

2
8

内
裏

管
絃
ノ
御
遊
ア
リ
、
笙
、
琵
琶
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
2
5
日

2
8
聖
廟
御
法
楽
和
歌

（
常
御
殿
）

内
裏

沐
浴
着
直
衣
、
於
常
殿
聖
廟
法
楽
（
光
格
天
皇
御
日
記

案
）

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
2
5
日

2
8
聖
廟
御
法
楽
和
歌

（
小
座
敷
）

内
裏
組
題
1
5
首

於
小
座
敷
同
法
楽
十
五
首
和
歌
有
読
上
、
講
師
資
善
、

奉
行
中
山
前
新
大
納
言
〔
委
曲
注
別
記
〕
（
光
格
天
皇

御
日
記
案
）

中
山
前
新

大
納
言

講
師
：
資
善

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
2
8
日

2
8

内
裏

月
次
管
絃
御
遊
ヲ
行
ハ
ル
、
筝
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

	
月
2
9
日

2
8
内
々
御
当
座

（
小
座
敷
）

内
裏

組
題
1
0
首

東
山
御
文
庫
『
光
格
天
皇
御
日
記
案
寛
政
十
年
』
そ

の
他

冷
泉
三
位

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年



月
�
日

2
8
御
当
座

（
小
座
敷
）

内
裏

組
題
1
0
首

東
山
御
文
庫
『
光
格
天
皇
御
日
記
案
寛
政
十
年
』

勅
題

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年

�
月
�
日

2
8

内
裏

夜
、
別
殿
ニ
渡
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
出
詠
和
歌
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考
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寛
政
1
0
年



月
�
日

2
8
内
々
御
当
座

（
小
座
敷
）

内
裏

組
題
1
0
首

東
山
御
文
庫
『
光
格
天
皇
御
日
記
案
寛
政
十
年
』
そ

の
他

勅
題

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年



月


日

2
8
重
陽
内
々
御
当
座

（
小
御
所
）

内
裏

組
題


首

東
山
御
文
庫
『
光
格
天
皇
御
日
記
案
寛
政
十
年
』
そ

の
他

飛
鳥
井
雅

威

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年

�
月
1
1
日

2
8

内
裏

伊
勢
例
幣
発
遣
ノ
儀
ア
リ
、
南
殿
南
廂
東
一
間
ニ
御
拝

ノ
座
ヲ
設
ケ
、
御
拝
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
竟
ツ
テ
内
侍
所
ニ

出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年



月
1
3
日

2
8
御
内
会

（
学
問
所
代
）

内
裏

組
題
2
0
首

東
山
御
文
庫
『
飛
鳥
井
雅
威
詠
草
伺
御
留
寛
政
十

年
』
・
同
『
日
野
資
矩
詠
草
伺
御
留
寛
政
十
年
』
そ

の
他

飛
鳥
井
雅

威
冷
泉
為
章

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年

�
月
1
4
日

2
8

内
裏

管
絃
ノ
御
遊
ア
リ
、
笙
、
琵
琶
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
1
5
日

2
8

日
野
資
枝
に
伊
勢

物
語
の
講
義
を
行

う
（
小
座
敷
）

内
裏

於
小
座
敷
講
伊
勢
物
語
、
日
野
一
位
為
聴
聞
参
上
、
委

曲
注
別
記
（
光
格
天
皇
御
日
記
案
）

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
1
6
日

2
8

内
裏

小
御
所
前
庭
ニ
於
テ
後
桜
町
上
皇
並
ニ
中
宮
欣
子
内
親

王
ト
共
ニ
舞
楽
ヲ
御
覧
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
2
0
日

2
8

日
野
資
枝
（
6
2
）

に
伊
勢
物
語
伝
授

を
相
伝

前
権
大
納
言
従
一
位
日
野
資
枝
ニ
伊
勢
物
語
ヲ
御
伝
授

ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

「
主
上
御
伝
授
初
度
也
」

（
敬
義
卿
記
）

寛
政
1
0
年

�
月
2
2
日

2
8

水
無
瀬
宮
奉
納
和

歌
御
会

（
常
御
殿
）

内
裏
組
題
5
0
首

古
今
和
歌
集
御
伝
授
ヲ
無
異
済
マ
セ
ラ
レ
タ
ル
御
報
賽

ノ
為
、
水
無
瀬
宮
奉
納
和
歌
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
御
出
題
、

御
製
ア
ラ
セ
ラ
ル

勅
題

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
2
2
日

2
8

水
無
瀬
宮
法
楽
和

歌
御
会

（
小
座
敷
）

内
裏
組
題
1
0
首

次
ニ
法
楽
和
歌
ノ
読
上
ア
リ
、
次
ニ
和
歌
当
座
御
会
ヲ

行
ハ
ル

日
野
大
納

言
講
師
：
頼
壽
朝
臣

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年



月
2
2
日

2
8
御
当
座

（
小
座
敷
）

内
裏

組
題
1
0
首

東
山
御
文
庫
『
光
格
天
皇
御
日
記
案
寛
政
十
年
』

冷
泉
為
章

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年



月
2
4
日

2
8
御
当
座

（
小
御
所
）

内
裏

組
題
3
0
首

東
山
御
文
庫
『
飛
鳥
井
雅
威
詠
草
伺
御
留
寛
政
十

年
』
・
同
『
日
野
資
矩
詠
草
伺
御
留
寛
政
十
年
』
そ

の
他

勅
題

烏
丸
光
祖

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年

�
月
2
4
日

2
8
月
次
和
歌
御
会

内
裏
通
題
�
首

和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
御
出
題
ア
リ
、
次
ニ
月
次

和
歌
御
会
ヲ
行
ハ
ル

冷
泉
中
納

言

烏
丸
前
大

納
言

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
2
5
日

2
8
聖
廟
御
法
楽
和
歌

御
会
（
常
御
殿
）
内
裏

沐
浴
着
直
衣
、
於
于
常
殿
有
聖
廟
法
楽
如
例
（
光
格
天

皇
御
日
記
案
）

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
2
5
日

2
8
聖
廟
御
法
楽
和
歌

御
会
（
小
座
敷
）
内
裏
組
題
1
5
首

於
于
小
座
敷
同
法
楽
十
五
首
有
読
上
、
講
師
資
董
、
奉

行
烏
丸
前
大
納
言
〔
委
注
于
別
記
〕
（
光
格
天
皇
御
日

記
案
）

烏
丸
前
大

納
言

講
師
：
資
董

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
2
5
日

2
8

内
裏

管
絃
御
遊
ヲ
行
ハ
ル
、
笙
、
笛
、
琵
琶
ノ
御
所
作
ア
ラ

セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

�
月
2
8
日

2
8

内
裏

月
次
管
絃
御
遊
ヲ
行
ハ
ル
、
筝
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻
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寛
政
1
0
年

1
0
月
�
日

2
8
内
々
御
当
座

（
小
座
敷
）

内
裏

組
題
1
0
首

東
山
御
文
庫
『
光
格
天
皇
御
日
記
案
寛
政
十
年
』
そ

の
他

勅
題

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年

1
0
月
�
日

2
8

内
裏

管
絃
御
遊
ヲ
行
ハ
ル
、
笙
、
笛
、
琵
琶
ノ
御
所
作
ア
ラ

セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

1
0
月
�
日

2
8

内
裏

涼
所
ニ
於
テ
酒
宴
ヲ
催
シ
給
フ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

1
0
月
	
日

2
8

内
裏

管
絃
御
遊
ヲ
行
ハ
ル
、
笙
、
琵
琶
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ

ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

1
0
月
�
日

2
8

内
裏

石
灰
壇
ニ
於
テ
御
拝
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
管
絃
ノ
御
遊
ヲ
行

ハ
ル
、
笙
、
笛
、
琵
琶
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

1
0
月


日

2
8

内
裏

妙
法
院
伝
来
ノ
詫
摩
筆
文
殊
菩
薩
ノ
像
ヲ
拝
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

1
0
月
�
日

2
8

内
裏

和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
題
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
是
日
、

山
門
根
本
中
堂
入
佛
供
養
日
時
勘
文
ニ
御
爪
点
ヲ
賜
フ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

1
0
月
�
日

2
8
内
々
御
当
座

（
小
座
敷
）

内
裏

組
題
1
0
首

東
山
御
文
庫
『
光
格
天
皇
御
日
記
案
寛
政
十
年
』
そ

の
他

勅
題

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年

1
0
月
�
日

2
8

内
裏

御
養
母
盛
化
門
院
ノ
正
忌
逮
夜
ニ
依
リ
、
黒
戸
ニ
出
御

ア
ラ
セ
ラ
レ
、
名
号
三
千
反
ヲ
唱
ヘ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

1
0
月
�
日

2
8

内
裏

御
養
母
盛
化
門
院
ノ
正
忌
ニ
依
リ
、
黒
戸
ニ
出
御
ア
ラ

セ
ラ
レ
、
金
光
明
経
、
壽
量
品
ヲ
誦
シ
、
念
仏
七
千
反

ヲ
唱
ヘ
給
フ
、
又
、
常
御
殿
南
簀
子
ニ
於
テ
盛
化
門
院

ノ
御
陵
ヲ
遥
拝
シ
給
フ
、
是
日
、
玄
猪
ノ
儀
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

1
0
月
1
0
日

2
8
御
当
座

（
小
座
敷
）

内
裏

組
題
1
0
首

東
山
御
文
庫
『
光
格
天
皇
御
日
記
案
寛
政
十
年
』

飛
鳥
井
雅

威

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年

1
0
月
1
2
日

2
8

内
裏

盛
化
門
院
ノ
御
正
忌
ニ
依
リ
、
般
舟
三
昧
院
ニ
於
テ
御

法
事
ヲ
行
ハ
ル
、
又
山
陵
ヲ
遥
拝
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

1
0
月
1
3
日

2
8

内
裏

管
絃
ノ
御
遊
ア
リ
、
笙
、
笛
、
筝
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ

ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

1
0
月
1
4
日

2
8
御
当
座

（
学
問
所
代
）

内
裏

組
題
2
0
首

東
山
御
文
庫
『
飛
鳥
井
雅
威
詠
草
伺
御
留
寛
政
十

年
』
・
同
『
日
野
資
矩
詠
草
伺
御
留
寛
政
十
年
』
そ

の
他

飛
鳥
井
雅

光

飛
鳥
井
雅

威

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年

1
0
月
1
5
日

2
8

内
裏

管
絃
ノ
御
遊
ア
リ
、
笙
、
笛
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

1
0
月
1
7
日

2
8

内
裏

管
絃
ノ
御
遊
ア
リ
、
笙
、
琵
琶
ノ
御
所
作
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

1
0
月
2
0
日

2
8

内
裏

小
御
所
ニ
於
テ
月
次
管
絃
御
遊
ア
リ
、
筝
ノ
御
所
作
ア

ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

1
0
月
2
2
日

2
8
水
無
瀬
宮
御
法
楽

（
小
座
敷
）

内
裏
組
題
1
0
首

水
無
瀬
宮
法
楽
和
歌
ノ
読
上
ア
リ
、
是
夜
ヨ
リ
感
冒
ヲ

病
マ
セ
ラ
ル

冷
泉
三
位
冷
泉
三
位

講
師
：
国
長

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

1
0
月
2
4
日

2
8
月
次
和
歌
御
会

内
裏
組
題
1
0
0
首

月
次
和
歌
御
会
ヲ
行
ハ
ル

雅
光
朝
臣
中
山
前
新

大
納
言

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
出
詠
和
歌
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考
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寛
政
1
0
年

1
0
月
2
6
日

2
8

内
裏

感
冒
平
癒
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
是
日
、
和
歌
当
座
御
会
ヲ
行

ハ
ル
、
出
題
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

1
0
月
2
6
日

2
8
御
当
座

（
小
座
敷
）

内
裏
不
詳

東
山
御
文
庫
『
光
格
天
皇
御
日
記
案
寛
政
十
年
』

勅
題

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年

1
0
月
2
7
日

2
8
御
当
座

（
小
座
敷
）

内
裏
不
詳

東
山
御
文
庫
『
光
格
天
皇
御
日
記
案
寛
政
十
年
』

勅
題

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年

1
0
月
2
9
日

2
8

内
裏

後
桃
園
天
皇
ノ
奉
為
ニ
、
内
々
、
般
舟
三
昧
院
ニ
於
テ

御
法
事
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

1
1
月
�
日

2
8

内
裏

忌
火
御
飯
ヲ
供
ス
、
石
灰
壇
ニ
於
テ
御
拝
ア
ラ
セ
ラ

ル
、
是
日
、
春
日
祭
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

1
1
月
	
日

2
8

内
裏

神
祇
官
代
ニ
於
テ
新
嘗
祭
ト
定
ヲ
行
ハ
ル
、
又
、
和
歌

当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
題
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
是
日
、
日

吉
社
正
遷
宮
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

1
1
月
�
日

2
8
御
当
座

（
小
座
敷
）

内
裏
不
詳

東
山
御
文
庫
『
光
格
天
皇
御
日
記
案
寛
政
十
年
』

勅
題

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年

1
1
月
�
日

2
8

こ
の
日
よ
り
美
仁

親
王
と
詠
歌
大
概

の
読
み
合
わ
せ
を

行
う

従
今
日
詠
歌
大
概
有
読
合
、
委
注
于
別
記
（
光
格
天
皇

御
日
記
案
）

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年

1
1
月
	
日

2
8
内
々
御
当
座

（
小
座
敷
）

内
裏

組
題
1
0
首

東
山
御
文
庫
『
光
格
天
皇
御
日
記
案
寛
政
十
年
』
そ

の
他

勅
題

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年

1
1
月
�
日

2
8

内
裏

後
桃
園
天
皇
ノ
聖
ニ
依
リ
、
般
舟
三
昧
院
ニ
於
テ
御
法

事
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

1
1
月
1
0
日

2
8
御
当
座

（
小
座
敷
）

内
裏

組
題
1
0
首

東
山
御
文
庫
『
光
格
天
皇
御
日
記
案
寛
政
十
年
』

勅
題

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年

1
1
月
1
1
日

2
8

美
仁
親
王
と
詠
歌

大
概
の
読
み
合
わ

せ

詠
歌
大
概
有
読
合
〔
委
曲
在
于
別
記
〕
（
光
格
天
皇
御

日
記
案
）

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年

1
1
月
1
3
日

2
8

内
裏

和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル
、
是
日
、
吉
田
祭
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

1
1
月
1
3
日

2
8
内
々
御
当
座

（
小
座
敷
）

内
裏

組
題
1
0
首

東
山
御
文
庫
『
光
格
天
皇
御
日
記
案
寛
政
十
年
』
そ

の
他

冷
泉
三
位

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年

1
1
月
1
4
日

2
8

美
仁
親
王
と
詠
歌

大
概
の
読
み
合
わ

せ

詠
歌
大
概
如
例
〔
烏
丸
飛
鳥
井
等
如
例
、
委
細
記
于
別

冊
〕
（
光
格
天
皇
御
日
記
案
）

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

烏
丸
、
飛
鳥
井
も
読
み

合
わ
せ
メ
ン
バ
ー

寛
政
1
0
年

1
1
月
1
5
日

2
8
賢
所
和
歌
御
法
楽

（
去
十
月
分
）

沐
浴
、
詰
賢
所
、
和
歌
法
楽
如
例
〔
去
十
月
分
委
細
記

于
別
記
〕
（
光
格
天
皇
御
日
記
案
）

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

1
1
月
1
5
日

2
8
三
社
和
歌
御
法
楽

三
社
法
楽
如
例
〔
細
々
注
于
別
記
〕
（
光
格
天
皇
御
日

記
案
）

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻
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寛
政
1
0
年

1
1
月
1
6
日

2
8
御
当
座

（
小
座
敷
）

内
裏

組
題
1
0
首

東
山
御
文
庫
『
光
格
天
皇
御
日
記
案
寛
政
十
年
』

勅
題

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年

1
1
月
1
7
日

2
8
御
当
座

（
学
問
所
代
）

内
裏

組
題
2
0
首

東
山
御
文
庫
『
光
格
天
皇
御
日
記
案
寛
政
十
年
』
そ

の
他

勅
題

烏
丸
光
祖

盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇

の
研
究
光
格
天
皇
と
賀

茂
季
鷹
を
中
心
に
』

寛
政
1
0
年

1
1
月
1
8
日

2
8

是
夜
ヨ
リ
新
嘗
祭
致
斎
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

1
1
月
2
0
日

2
8

中
和
院
代
ニ
行
幸
、
新
嘗
祭
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

1
1
月
2
1
日

2
8

豊
明
節
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

1
1
月
2
7
日

2
8

小
御
所
ニ
於
テ
御
楽
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

1
2
月
1
3
日

2
8

任
大
臣
宣
下
ア
リ
、
権
大
納
言
今
出
川
実
種
ヲ
内
大
臣

ニ
任
ズ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

1
2
月
1
5
日

2
8

内
侍
所
臨
御
時
神
楽
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
0
年

1
2
月
2
4
日

2
8

小
御
所
ニ
於
テ
御
楽
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
1
年

�
月
�
日

2
9

四
方
拝
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
元
日
節
会
ヲ
行
ハ
ル
、

出
御
ア
ラ
セ
ラ
レ
ズ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
1
年

�
月
�
日

2
9

大
床
子
御
膳
ヲ
供
ス

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
1
年

�
月
�
日

2
9

披
露
始
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
1
年

�
月
�
日

2
9

白
馬
節
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
1
年

�
月
�
日

2
9

南
殿
ニ
於
テ
後
七
日
御
修
法
ヲ
、
理
性
院
本
坊
ニ
於
テ

太
元
帥
法
ヲ
行
ハ
ル
、
十
四
日
、
両
法
結
願
ナ
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
1
年

�
月
1
1
日

2
9

神
宮
奏
事
始
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
1
年

�
月
1
6
日

2
9

踏
歌
節
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
1
年

�
月
1
9
日

2
9

舞
御
覧
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
1
年

�
月
2
1
日

2
9

賀
茂
奏
事
始
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
1
年

�
月
2
4
日

2
9
和
歌
御
会
始

（
小
御
所
）

内
裏
詠
春
到
管
絃
中

弾
琴
も
ふ
く
ふ
え
た
け
も
新
し
き
年
の
は
じ
め
の
こ
え

し
良
遍
筒

冷
泉
中
納

言

冷
泉
中
納

言

読
師
：
坊
城
大
納
言
、
講
師
：
頼
壽

朝
臣
、
発
声
：
宮
内
卿

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

中
宮
、
女
官
、
出
詠

寛
政
1
1
年

�
月
2
6
日

2
9
和
歌
当
座
御
会

和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
1
年

�
月
�
日

2
9

春
日
祭
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
出
詠
和
歌
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考
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寛
政
1
1
年

�
月
1
0
日

2
9

来
月
七
日
、
役
小
角
千
百
年
遠
忌
ニ
依
リ
、
箕
面
山
ニ

於
テ
勅
会
ヲ
行
ハ
ル
、
是
日
、
勅
使
少
納
言
東
坊
城
尚

長
ヲ
聖
護
院
ニ
遣
サ
レ
、
神
変
大
菩
薩
号
ヲ
賜
フ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
1
年

�
月
1
3
日

2
9

御
厄
年
ニ
依
リ
、
御
祈
祷
ノ
為
、
伊
勢
神
宮
並
ニ
多
賀

社
ニ
御
使
ヲ
遣
サ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
1
年

�
月
2
4
日

2
9
月
次
和
歌
御
会

内
裏
帰
雁
、
落
葉
、
寄

原
恋

月
次
和
歌
御
会
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
1
年

�
月
2
5
日

2
9
聖
廟
御
法
楽
和
歌

御
会

内
裏

聖
廟
法
楽
和
御
会
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
1
年

�
月
2
7
日

2
9
和
歌
当
座
御
会

内
裏

和
歌
当
座
御
会
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
1
年

�
月
�
日

2
9

内
裏

神
変
大
菩
薩
千
百
年
忌
ニ
依
リ
、
箕
面
山
瀧
安
寺
ニ
於

テ
法
華
懺
法
ヲ
行
ハ
ル
、
奉
行
ト
シ
テ
烏
丸
資
董
、
参

向
ス

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
1
年

�
月
1
6
日

2
9

内
裏

任
大
臣
宣
下
ア
リ
、
権
大
納
言
近
衛
基
前
ヲ
内
大
臣
ニ

任
ズ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
1
年

�
月
1
8
日

2
9

内
裏

御
厄
年
ニ
依
リ
、
賀
茂
下
上
社
ニ
御
祈
祷
ヲ
仰
セ
付
ケ

ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
1
年

�
月
2
4
日

2
9
飛
鳥
井
雅
威
に
三

部
抄
伝
授
を
相
伝
内
裏

権
中
納
言
飛
鳥
井
雅
威
ニ
三
部
抄
ノ
御
伝
授
ア
ラ
セ
ラ

ル
、
是
日
、
日
光
東
照
宮
奉
幣
発
遣
日
時
定
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
1
年

�
月
3
0
日

2
9

内
裏

御
楽
始
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
1
年

	
月
2
1
日

2
9

内
裏

賀
茂
祭
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
1
年

	
月
2
3
日

2
9

内
裏

桜
町
天
皇
ノ
五
十
回
聖
忌
ニ
依
リ
、
仙
洞
御
所
ニ
於
テ

御
法
事
ヲ
修
セ
ラ
ル
、
仍
ツ
テ
是
日
、
常
赦
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
1
年



月
2
5
日

2
9

内
裏

前
右
大
臣
近
衛
経
熈
、
薨
ズ
、
仍
ツ
テ
三
箇
日
間
ノ
廃

朝
、
仰
セ
出
サ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
1
年

�
月
1
2
日

2
9

内
裏

桃
園
天
皇
ノ
内
々
ノ
聖
忌
ニ
依
リ
、
泉
涌
寺
ニ
於
テ
御

法
事
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
1
年

�
月
�
日

2
9

内
裏

輪
王
寺
宮
公
澄
親
王
、
御
暇
乞
ノ
為
、
参
内
ニ
依
リ
、

饗
応
ト
シ
テ
舞
楽
ヲ
小
御
所
前
庭
ニ
行
ハ
レ
、
共
ニ
御

覧
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
1
年

�
月
1
1
日

2
9

内
裏

小
御
所
ニ
於
テ
中
丁
御
会
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
1
年

�
月
1
5
日

2
9

内
裏

石
清
水
放
生
会
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
1
年

�
月
2
5
日

2
9

内
裏

小
御
所
ニ
於
テ
管
絃
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
1
年

�
月
�
日

2
9

内
裏

菊
綿
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
1
年

�
月
1
1
日

2
9

内
裏

伊
勢
例
幣
発
遣
ノ
儀
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
1
年

�
月
2
7
日

2
9

内
裏

小
御
所
ニ
於
テ
管
絃
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻
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寛
政
1
1
年

1
0
月
1
0
日

2
9

内
裏

盛
化
門
院
ノ
十
七
回
忌
御
法
事
ノ
為
、
是
日
ヨ
リ
三
箇

日
間
、
禁
中
ニ
於
テ
懺
法
講
ヲ
行
ハ
ル
、
毎
日
出
御
、

聴
聞
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
1
年

1
0
月
1
1
日

2
9

内
裏

盛
化
門
院
ノ
十
七
回
忌
ニ
依
リ
、
今
明
両
日
、
般
舟
三

昧
院
並
ニ
泉
涌
寺
ニ
於
テ
御
法
事
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
1
年

1
0
月
1
6
日

2
9

内
裏

玄
猪
ノ
儀
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
1
年

1
0
月
2
3
日

2
9

内
裏

小
御
所
ニ
於
テ
管
絃
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
1
年

1
1
月
�
日

2
9

内
裏

忌
火
御
飯
ヲ
供
ス
、
次
ニ
御
禊
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ

セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
1
年

1
1
月
�
日

2
9

内
裏

新
嘗
祭
小
忌
ト
定
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
1
年

1
1
月
�
日

2
9

内
裏

後
桃
園
天
皇
ノ
聖
忌
ニ
依
リ
、
般
舟
三
昧
院
ニ
於
テ
御

経
供
養
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
1
年

1
1
月
1
3
日

2
9

内
裏

新
嘗
祭
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
1
年

1
1
月
1
4
日

2
9

解
斎
御
粥
ヲ
供
ス
、
豊
明
節
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ

セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
1
年

1
1
月
1
8
日

2
9

春
日
祭
ヲ
追
行
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
1
年

1
1
月
2
4
日

2
9
公
宴
月
次
和
歌
御

会
内
裏
雪
中
残
雁
、
海
辺

松
雪
、
寄
雪
祝
言
公
宴
月
次
和
歌
御
会
ヲ
行
ハ
ル

中
山
前
新

大
納
言

〔
忠
尹
〕

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
1
年

1
1
月
2
6
日

2
9

後
桜
町
上
皇
ノ
六
十
ノ
算
賀
ヲ
行
ハ
セ
ラ
ル
、
仍
ツ
テ

上
皇
、
内
裏
ニ
御
幸
ア
ラ
セ
レ
ル
、
常
御
殿
南
庭
ニ
於

テ
舞
楽
ノ
興
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
1
年

1
2
月
�
日

2
9

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
1
年

1
2
月
2
2
日

2
9

前
右
大
臣
西
園
寺
賞
季
、
薨
ズ
、
仍
ツ
テ
是
日
ヨ
リ
三

箇
日
間
ノ
廃
朝
、
仰
セ
出
サ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
2
年

�
月
�
日

3
0

四
方
拝
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
元
日
節
会
ヲ
行
ハ
ル
、

出
御
ア
ラ
セ
ラ
レ
ズ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
2
年

�
月
�
日

3
0

大
床
子
御
膳
ヲ
供
ス
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
2
年

�
月
�
日

3
0

白
馬
節
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
2
年

�
月
�
日

3
0

南
殿
ニ
於
テ
後
七
日
御
修
法
ヲ
、
理
性
院
本
坊
ニ
於
テ

太
元
帥
法
ヲ
行
ハ
ル
、
十
四
日
、
両
法
結
願
ナ
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
2
年

�
月
1
1
日

3
0

神
宮
奏
事
始
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
2
年

�
月
1
6
日

3
0

踏
歌
節
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
出
詠
和
歌
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考
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寛
政
1
2
年

�
月
1
9
日

3
0

舞
御
覧
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
2
年

�
月
2
1
日

3
0

賀
茂
奏
事
始
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
2
年

�
月
2
4
日

3
0
和
歌
御
会
始

（
小
御
所
）

内
裏
喜
気
契
多
春

蒼
生
を
お
も
ふ
袂
に
あ
ま
る
う
れ
し
さ
は
国
安
き
て
ふ

幾
千
々
の
春

冷
泉
三
位

〔
為
則
卿
〕

冷
泉
三
位

〔
為
則
卿
〕

読
師
：
中
山
前
新
大
納
言
〔
忠
尹

卿
〕
、
講
師
：
資
菫
朝
臣
〔
烏
丸
頭

弁
〕
、
発
声
：
宮
部
卿
〔
飛
鳥
井
雅

威
卿
〕
、
講
頌
：
冷
泉
前
中
納
言
〔
為

章
卿
〕
、
久
世
前
中
納
言
〔
通
根
卿
〕
、

〔
雅
威
・
雅
光
歌
発
言
〕
宮
内
卿
〔
綾

小
路
俊
資
卿
〕
、
藤
谷
前
宰
相
〔
為

敦
卿
〕
、
藤
侍
従
三
位
〔
冷
泉
為
訓

卿
〕
、
冷
泉
三
位
〔
為
則
卿
〕
、
雅
光

朝
臣
〔
飛
鳥
井
少
将
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
十
二
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

後
桜
町
院
、
女
房
、
出

詠
。
飛
鳥
井
父
子
歌
に

特
別
に
発
言
役
が
つ
く

寛
政
1
2
年

�
月
�
日

3
0

春
日
祭
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
2
年

�
月
�
日

3
0
当
座
御
会

内
裏

組
題
3
0
首
（
�
字

題
）
光
格
：
立
春

朝

天
の
と
の
出
し
明
が
た
の
ひ
か
り
よ
り
よ
に
へ
だ
て
な

き
春
や
た
つ
ら
ん

入
道
前
大

納
言
〔
冷

泉
等
覚
〕

民
部
卿

〔
飛
鳥
井

雅
威
卿
〕

講
師
：
頼
壽
朝
臣
〔
葉
室
頭
弁
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
十
二
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

後
桜
町
院
、
出
詠

寛
政
1
2
年

�
月
2
2
日

3
0
水
無
瀬
宮
御
法
楽

内
裏

組
題
2
0
首
（
�
〜

�
字
題
）
光
格
：

霞
春
衣

春
の
色
を
水
無
瀬
の
山
に
立
初
て
霞
の
こ
ろ
も
に
ほ
ふ

明
ほ
の

民
部
卿

〔
飛
鳥
井

雅
威
卿
〕

民
部
卿

〔
飛
鳥
井

雅
威
卿
〕

講
師
：
国
長
〔
甘
露
寺
弁
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
十
二
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
1
2
年

�
月
2
3
日

3
0

皇
后
欣
子
内
親
王
、
新
誕
ノ
皇
子
〔
温
仁
親
王
〕
ト
共

ニ
参
内
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
2
年

�
月
2
4
日

3
0
月
次
御
会

内
裏

組
題
1
0
0
首
（
2
〜

�
字
題
）
光
格
：

待
花
、
山
家
花
、

花
根

待
花
：
花
さ
か
む
こ
ろ
を
ば
い
つ
と
し
ら
雲
の
そ
ら
め

に
か
ゝ
る
遠
の
山
の
は
、
山
家
花
：
植
て
見
る
こ
ゝ
ろ

や
い
か
に
山
ず
み
を
と
は
る
ゝ
か
せ
は
花
の
咎
か
は
、

花
根
：
根
に
か
へ
る
花
の
な
ら
ひ
と
み
る
み
る
も
う
ら

み
は
さ
き
ぬ
枝
の
は
る
風

冷
泉
前
中

納
言
〔
為

章
卿
〕

烏
丸
大
納

言
〔
光
祖

卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
十
二
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
1
2
年

�
月
2
5
日

3
0
聖
廟
御
法
楽

内
裏

組
題
5
0
首
（
�
〜

�
字
題
）
光
格
：

子
日

初
子
日
千
世
を
し
め
野
に
袖
は
へ
て
い
は
ふ
に
あ
か
ぬ

ま
つ
の
行
す
ゑ

雅
光
朝
臣

〔
飛
鳥
井

少
将
〕

中
山
前
大

納
言
〔
忠

尹
卿
〕

講
師
：
資
愛
〔
日
野
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
十
二
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
1
2
年

�
月
�
日

3
0

禁
中
渡
殿
ニ
於
テ
桜
花
ヲ
御
覧
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
2
年

�
月
1
8
日

3
0
神
影
供

内
裏
松
樹
増
色

ち
ぎ
れ
な
を
こ
と
し
を
千
世
の
初
し
ほ
に
色
そ
ふ
ま
つ

の
行
す
ゑ
の
か
げ

冷
泉
三
位

〔
為
則
卿
〕

中
山
前
大

納
言
〔
忠

尹
卿
〕

読
師
：
広
橋
前
大
納
言
〔
伊
光
卿
〕
、

講
師
：
頼
壽
朝
臣
〔
葉
室
頭
弁
〕
、

発
声
：
宮
内
卿
〔
綾
小
路
俊
資
卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
十
二
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

2
0
名
の
出
詠

寛
政
1
2
年

�
月
2
1
日

3
0
御
奉
納
石
清
水
社

御
法
楽

内
裏

組
題
5
0
首
（
�
〜

�
字
題
）
光
格
：

早
春
、
月
、
田
家

早
春
：
さ
か
え
ゆ
く
此
は
つ
春
の
歓
喜
に
神
の
め
ぐ
み

を
猶
あ
ふ
ぎ
つ
ゝ
、
月
：
打
な
び
き
雲
も
の
こ
ら
ず
照

ま
さ
る
月
の
か
つ
ら
の
秋
風
の
そ
ら
、
田
家
：
苗
代
に

引
し
め
縄
の
う
ち
は
へ
て
賤
か
門
田
の
春
ぞ
に
ぎ
は
ふ

入
道
前
大

納
言
〔
冷

泉
等
覚
〕

民
部
卿

〔
飛
鳥
井

雅
威
卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
十
二
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

後
桜
町
院
、
出
詠

寛
政
1
2
年

�
月
2
4
日

3
0
月
次
御
会

内
裏
春
色
、
春
香
、
春

声
光
格
天
皇
歌
は
、
題
の
み
で
歌
な
し
。

入
道
前
大

納
言
〔
冷

泉
等
覚
〕

冷
泉
前
中

納
言
〔
為

章
卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
十
二
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
1
2
年

�
月
2
5
日

3
0

参
内
殿
ノ
桜
花
ヲ
御
覧
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻
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寛
政
1
2
年

�
月
2
7
日

3
0

御
楽
始
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
2
年

�
月
3
0
日

3
0

日
光
東
照
宮
奉
幣
発
遣
日
時
定
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
2
年

	
月
	
日

3
0

温
仁
親
王
薨
去
に

よ
り
四
月
・
閏
四

月
、
御
会
な
し

「
四
月
四
日
親
王
被
薨
。
四
月
閏
四
月
等
無
御
会
」

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
十
二
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
1
2
年

	
月
1
2
日

3
0

是
ヨ
リ
先
、
本
月
四
日
、
儲
君
温
仁
親
王
、
薨
ズ
、
仍

ツ
テ
禁
中
觸
穢
ナ
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
2
年

	
月
1
5
日

3
0

賀
茂
祭
、
社
家
ニ
付
セ
ラ
ル
、
禁
中
觸
穢
ニ
依
リ
テ
ナ

リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
2
年

閏
	
月
21
日

3
0

觸
穢
竟
清
祓
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
2
年

�
月
2
4
日

3
0
和
歌
当
座
御
会

内
裏

組
題
2
0
首
（
�
〜

�
字
題
）
光
格
：

旅
行
夕

こ
よ
ひ
ま
た
い
づ
く
を
旅
の
か
り
ね
ぞ
と
わ
び
つ
ゝ
わ

く
る
野
べ
の
夕
ぐ
れ

民
部
卿

〔
飛
鳥
井

雅
威
卿
〕

冷
泉
前
中

納
言
〔
為

章
卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
十
二
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
1
2
年

�
月
2
4
日

3
0
月
次
御
会

内
裏

組
題
1
0
0
首
（
2
〜

�
字
題
）
光
格
：

曙
郭
公
、
浦
五
月

雨
、
池
蛍
、
夕
納
涼

光
格
天
皇
歌
は
、
題
の
み
で
歌
な
し
。

雅
光
朝
臣

〔
飛
鳥
井

少
将
〕

中
山
前
大

納
言
〔
忠

尹
卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
十
二
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
1
2
年

�
月
3
0
日

3
0

小
御
所
ニ
於
管
絃
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
2
年

�
月
2
4
日

3
0
月
次
御
会

内
裏
蝉
声
、
扇
風
、
恋

情

蝉
声
：
鳴
せ
み
の
こ
ゑ
の
し
ぐ
れ
も
こ
の
ご
ろ
は
秋
ち

か
く
な
る
杜
の
木
が
く
れ
、
扇
風
：
な
つ
ご
ろ
も
ひ
と

へ
に
あ
か
ぬ
手
す
さ
び
は
な
ら
す
扇
の
風
の
涼
し
さ
、

恋
情
：
つ
れ
な
さ
の
身
に
し
ら
れ
け
り
契
り
し
は
な
け

の
情
の
か
ご
と
な
り
し
と

入
道
前
大

納
言
〔
冷

泉
等
覚
〕

民
部
卿

〔
飛
鳥
井

雅
威
卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
十
二
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
1
2
年

�
月
2
5
日

3
0
聖
廟
御
法
楽

内
裏

組
題
5
0
首
（
�
〜

�
字
題
）
光
格
：

夏
草

秋
ま
た
く
末
葉
の
露
も
乱
れ
け
り
分
る
野
も
せ
の
し

の
ゝ
を
す
ゝ
き

冷
泉
前
中

納
言
〔
為

章
卿
〕

冷
泉
三
位

〔
為
則
卿
〕
講
師
：
資
菫
朝
臣
〔
烏
丸
頭
弁
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
十
二
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
1
2
年

�
月
�
日

3
0
御
会

内
裏
星
夕
燈
花

天
の
河
か
げ
な
を
う
す
き
ゆ
ふ
月
の
ふ
な
ぢ
を
て
ら
す

庭
の
と
も
し
火

冷
泉
前
中

納
言
〔
為

章
卿
〕

冷
泉
前
中

納
言
〔
為

章
卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
十
二
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

中
宮
、
女
房
、
出
詠

寛
政
1
2
年

�
月
2
4
日

3
0
月
次
御
会

内
裏

組
題
1
0
0
首
（
2
〜

�
字
題
）
光
格
：

海
初
秋
、
折
草

花
、
山
居
秋
夕
、

月
下
虫
、
紅
葉
移

水

海
初
秋
：
い
つ
し
か
と
秋
に
鳴
海
の
な
み
風
も
今
朝
か

ら
こ
と
に
音
ぞ
す
ゞ
し
き
、
折
草
花
：
折
つ
れ
ば
袖
に

砕
く
る
紫
の
い
ろ
な
つ
か
し
み
露
の
は
ぎ
は
ら
、
山
居

秋
夕
：
山
棲
も
か
は
ら
ぬ
う
さ
よ
雲
風
は
こ
ゝ
ろ
か
ら

な
る
あ
き
の
ゆ
ふ
ぐ
れ
、
月
下
虫
：
ふ
り
す
て
ゝ
誰
か

は
す
ぎ
ん
影
や
ど
す
月
の
野
も
せ
の
す
ゞ
む
し
の
こ

ゑ
、
紅
葉
移
水
：
そ
め
に
け
り
速
き
河
せ
の
し
ら
波
も

き
し
の
も
み
ぢ
の
か
げ
ひ
た
す
ま
で

雅
光
朝
臣

〔
飛
鳥
井

少
将
〕

烏
丸
前
大

納
言
〔
光

祖
卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
十
二
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
1
2
年

�
月
2
5
日

3
0
当
座
御
会

内
裏

組
題
3
0
首
（
�
〜

�
字
題
）
光
格
：

寄
橋
恋

お
も
ひ
ね
の
夢
の
う
き
橋
ま
れ
に
だ
に
わ
た
ら
ん
ほ
ど

は
さ
め
ず
も
あ
ら
な
ん

冷
泉
前
中

納
言
〔
為

章
卿
〕

中
山
前
大

納
言
〔
忠

尹
卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
十
二
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
1
2
年

�
月
2
8
日

3
0

小
御
所
ニ
於
テ
管
絃
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
出
詠
和
歌
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考
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寛
政
1
2
年

�
月
1
5
日

3
0

石
清
水
放
生
会
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
2
年

	
月
1
6
日

3
0
当
座
御
会

内
裏

組
題
3
0
首
（
�
〜

�
字
題
）
光
格
：

不
知
夜
月

い
で
ぬ
ま
の
空
に
こ
ゝ
ろ
を
つ
く
せ
と
や
た
か
ね
の
空

に
い
ざ
よ
ひ
の
つ
き

勅
題

冷
泉
前
中

納
言
〔
為

章
卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
十
二
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
1
2
年

�
月
1
7
日

3
0

小
御
所
ニ
於
テ
管
絃
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
2
年

	
月
2
4
日

3
0
月
次
御
会

内
裏
月
照
海
辺
、
風
前

擣
衣
、
羈
中
山
路

月
照
海
辺
：
霧
は
る
ゝ
磯
山
た
か
く
て
る
月
の
か
げ
こ

そ
み
つ
れ
秋
の
う
ら
な
み
、
風
前
擣
衣
：
う
つ
し
つ
る

秋
の
お
も
ひ
も
さ
よ
ご
ろ
も
空
に
し
れ
と
や
風
さ
そ
ふ

ら
ん
、
羈
中
山
路
：
露
も
や
ゝ
秋
さ
む
く
な
る
み
山
地

を
旅
ゆ
く
袖
に
し
ほ
れ
わ
び
ぬ
る

左
兵
衛
督

〔
冷
泉
為

則
卿
〕

中
山
前
大

納
言
〔
忠

尹
卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
十
二
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
1
2
年

�
月
2
6
日

3
0

小
御
所
ニ
於
テ
管
絃
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
2
年

�
月
�
日

3
0

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
、
笛
ノ
御
所
作

ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
2
年

�
月
1
1
日

3
0

伊
勢
例
幣
発
遣
ノ
儀
ア
リ
、
出
御
、
御
拝
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
2
年

�
月
1
3
日

3
0

清
涼
殿
ニ
出
御
、
月
ヲ
賞
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
2
年



月
1
3
日

3
0
詩
歌
当
座
御
会

内
裏
組
題
3
0
首
（
�
字

題
）
光
格
：
庭
月

か
は
ら
じ
な
玉
し
く
庭
の
夜
半
の
月
む
ぐ
ら
が
や
ど
の

露
を
そ
ふ
か
げ

冷
泉
前
中

納
言
〔
為

章
卿
〕

中
山
前
大

納
言
〔
忠

尹
卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
十
二
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
1
2
年



月
2
4
日

3
0
月
次
御
会

内
裏

組
題
1
0
0
首
（
�

字
題
）
光
格
：
里

花
、
紅
葉
、
千
鳥
、

隔
恋
、
旅
宿

里
花
：
か
り
ね
す
る
あ
す
か
の
里
の
あ
す
は
は
や
雪
と

や
な
ら
ん
花
の
下
陰
、
紅
葉
：
小
夜
ふ
か
く
い
く
度
雲

の
し
ぐ
れ
け
む
あ
け
て
色
こ
き
木
々
の
も
み
ぢ
ば
、
千

鳥
：
浦
千
ど
り
空
に
し
ば
鳴
こ
ゑ
す
な
り
群
し
す
さ
き

や
霜
の
を
く
ら
ん
、
隔
恋
：
岩
ね
ふ
み
か
さ
な
る
山
の

そ
れ
よ
り
も
へ
だ
つ
は
ひ
と
の
こ
ゝ
ろ
な
り
け
り
、
旅

宿
：
う
き
な
が
ら
な
る
ゝ
旅
ね
の
く
さ
ま
く
ら
し
ば
し

は
む
す
ぶ
ふ
る
さ
と
の
夢

左
兵
衛
督

〔
冷
泉
為

則
卿
〕

民
部
卿

〔
飛
鳥
井

雅
威
卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
十
二
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
1
2
年

�
月
2
8
日

3
0

小
御
所
ニ
於
テ
管
絃
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
2
年

1
0
月
�
日

3
0

玄
猪
ノ
儀
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
2
年

1
0
月
1
9
日

3
0

参
内
殿
三
間
ニ
於
テ
仕
舞
囃
子
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
2
年

1
0
月
2
0
日

3
0

小
御
所
ニ
於
テ
管
絃
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
2
年

1
0
月
2
4
日

3
0
月
次
御
会

内
裏
瀧
時
雨
、
翫
残

菊
、
朝
帰
恋

光
格
天
皇
歌
は
、
題
の
み
で
歌
な
し
。

雅
光
朝
臣

〔
飛
鳥
井

少
将
〕

中
山
前
大

納
言
〔
忠

尹
卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
十
二
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
1
2
年

1
1
月
�
日

3
0

内
裏

忌
火
御
飯
ヲ
供
ス
、
次
ニ
御
禊
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
2
年

1
1
月
�
日

3
0

内
裏

神
祇
官
代
ニ
於
テ
新
嘗
祭
ト
定
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻
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寛
政
1
2
年

1
1
月
�
日

3
0

内
裏

後
桃
園
天
皇
ノ
聖
忌
ニ
依
リ
、
般
舟
三
昧
院
ニ
於
テ
御

経
供
養
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
2
年

1
1
月
1
3
日

3
0

内
裏

新
嘗
祭
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
2
年

1
1
月
1
4
日

3
0

解
斎
御
粥
ヲ
供
ス
、
豊
明
節
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ

セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
2
年

1
1
月
1
8
日

3
0

春
日
祭
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
2
年

1
1
月
2
0
日

3
0
当
座
御
会

内
裏

組
題
2
0
首
（
�
〜

�
字
題
）
光
格
：

寄
草
恋

草
の
名
の
し
の
ぶ
こ
ゝ
ろ
に
ま
か
せ
ぬ
は
葉
末
の
露
の

み
だ
れ
な
り
け
り

左
兵
衛
督

〔
冷
泉
為

則
卿
〕

烏
丸
前
大

納
言
〔
光

租
卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
十
二
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
1
2
年

1
1
月
2
4
日

3
0
月
次
御
会

内
裏

組
題
1
0
0
首
（
2
〜

�
字
題
）
光
格
：

朝
柳
、
夜
橋
、
秋

苑
月
、
渡
千
鳥
、

祈
身
恋

朝
柳
：
さ
ほ
姫
の
ね
み
だ
れ
が
み
の
玉
柳
あ
さ
露
な
が

ら
な
び
く
春
風
、
夜
橋
：
ふ
み
み
つ
ゝ
む
か
し
を
し
の

ぶ
夜
の
窓
に
お
り
し
も
あ
れ
や
か
ほ
る
た
ち
ば
な
、
秋

苑
月
：
つ
ゆ
の
色
の
み
だ
る
ゝ
秋
の
花
苑
は
月
も
千
く

さ
の
か
げ
や
わ
く
ら
む
、
渡
千
鳥
：
海
人
小
舟
ゆ
ら
の

と
わ
た
る
友
千
ど
り
こ
ゑ
の
ゆ
く
ゑ
や
浪
の
遠
し
ま
、

祈
身
恋
：
故
郷
へ
は
つ
ゐ
に
逢
こ
の
ち
ぎ
り
も
と
み
を

さ
へ
か
く
る
神
の
し
め
縄

民
部
卿

〔
飛
鳥
井

雅
威
卿
〕

冷
泉
前
中

納
言
〔
為

章
卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
十
二
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
1
2
年

1
2
月
�
日

3
0

御
三
間
、
御
献
ノ
間
ノ
上
棟
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
2
年

1
2
月
1
0
日

3
0
風
早
実
秋
に
天
仁

遠
波
伝
授
を
相
伝
内
裏

正
三
位
風
早
実
秋
ニ
天
仁
遠
波
ヲ
御
伝
授
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
2
年

1
2
月
1
6
日

3
0

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
、

笛
ノ
御
所
作
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
2
年

1
2
月
2
3
日

3
0

明
年
ノ
辛
酉
革
命
勘
者
宣
下
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
2
年

1
2
月
2
4
日

3
0
月
次
御
会

内
裏
雪
深
、
鷹
狩
、
暁

雲
光
格
天
皇
歌
は
、
題
の
み
で
歌
な
し
。

左
兵
衛
督

〔
冷
泉
為

則
卿
〕

左
兵
衛
督

〔
冷
泉
為

則
卿
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
十
二
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

寛
政
1
2
年

1
2
月
2
7
日

3
0

辛
酉
革
命
諸
道
勘
文
並
ニ
外
記
勘
例
等
ノ
奏
聞
ア
リ
、

是
日
、
年
号
勘
者
宣
下
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
二
巻

寛
政
1
3
年

�
月
�
日

3
1

四
方
拝
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル
、
元
日
節
会
ヲ
行
ハ
ル
、

出
御
ア
ラ
セ
ラ
レ
ズ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
三
巻

寛
政
1
3
年

�
月
�
日

3
1

大
床
子
御
膳
ヲ
供
ス

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
三
巻

寛
政
1
3
年

�
月
�
日

3
1

改
元
日
限
、
来
二
月
五
日
ニ
御
治
定
ニ
依
リ
、
御
祈
祷

ノ
為
、
内
侍
所
ニ
御
鈴
、
供
米
ヲ
献
進
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
三
巻

寛
政
1
3
年

�
月
�
日

3
1

白
馬
節
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
三
巻

寛
政
1
3
年

�
月
�
日

3
1

南
殿
ニ
於
テ
後
七
日
御
修
法
ヲ
、
理
性
院
本
坊
ニ
於
テ

太
元
帥
法
ヲ
行
ハ
ル
、
十
四
日
、
両
法
結
願
ナ
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
三
巻

寛
政
1
3
年

�
月
1
1
日

3
1

神
宮
奏
事
始
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
三
巻

年
月
日

年
齢

御
会
名

場
所

歌
題

光
格
天
皇
出
詠
和
歌
お
よ
び
事
項

題
者

奉
行

そ
の
他
の
諸
役

出
典

備
考
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寛
政
1
3
年

�
月
1
6
日

3
1

踏
歌
節
会
ヲ
行
ハ
ル
、
出
御
ア
ラ
セ
ラ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
三
巻

寛
政
1
3
年

�
月
1
9
日

3
1

舞
御
覧
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
三
巻

寛
政
1
3
年

�
月
2
1
日

3
1

賀
茂
奏
事
始
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
三
巻

寛
政
1
3
年

�
月
2
4
日

3
1
和
歌
御
会
始

（
小
御
所
）

内
裏

春
生
人
意
中

ま
ち
え
た
る
ひ
と
の
こ
ゝ
ろ
の
春
よ
り
や
は
な
も
か
す

み
も
に
ほ
ひ
そ
む
ら
ん

入
道
前
大

納
言
〔
為

泰
卿
〕

中
山
前
大

納
言
〔
忠

尹
卿
〕

読
師
：
帥
大
納
言
〔
頼
煕
卿
、
初

度
〕
、
講
師
：
雅
光
朝
臣
〔
飛
鳥
井

少
将
、
束
帯
、
初
度
〕
、
発
声
：
冷

泉
前
中
納
言
〔
為
章
卿
、
御
会
始
初

度
〕
、
講
頌
：
鷲
尾
前
大
納
言
〔
隆

建
卿
〕
、
日
野
前
新
大
納
言
〔
資
矩

卿
〕
、
源
中
納
言
〔
綾
小
路
俊
資
卿
〕
、

久
世
前
中
納
言
〔
通
根
卿
〕
、
〔
為

章
・
為
則
等
歌
発
言
〕
藤
谷
前
宰
相

〔
為
敦
卿
〕
、
大
原
前
宰
相
〔
重
尹

卿
〕
、
藤
侍
従
三
位
〔
冷
泉
為
訓
卿
〕
、

左
兵
衛
督
〔
冷
泉
為
則
卿
〕
、
雅
光

朝
臣
〔
飛
鳥
井
少
将
、
役
終
加
講
頌
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
十
三
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

中
宮
、
女
房
、
出
詠
。

光
格
天
皇
、
小
御
所
に

出
御
（
ゆ
ま
に
書
房

『
光
格
天
皇
実
録
』
第

三
巻
）

寛
政
1
3
年

�
月
2
6
日

3
1

國
解
並
ニ
年
号
勘
文
等
ノ
奏
聞
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
三
巻

寛
政
1
3
年

�
月
2
7
日

3
1

摂
津
国
西
成
郡
天
満
宮
正
遷
宮
日
時
定
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
三
巻

寛
政
1
3
年

�
月
2
7
日

3
1
御
当
座

内
裏
組
題
3
0
首
（
�
字

題
）
光
格
：
初
春

吉
野
山
こ
ぞ
の
み
ゆ
き
も
消
な
く
に
か
す
み
て
春
の
た

ち
か
へ
る
空

民
部
卿

〔
飛
鳥
井

雅
威
卿
〕

烏
丸
前
大

納
言
〔
光

租
卿
〕

講
師
：
国
長
〔
甘
露
寺
弁
〕

国
会
図
書
館
『
内
裏
和
歌

御
会
寛
政
十
三
年
』

（
1
2
4
-
2
0
2
）

後
桜
町
院
、
出
詠

寛
政
1
3
年

�
月
�
日

3
1

春
日
祭
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
三
巻

寛
政
1
3
年

�
月
�
日

3
1

條
事
定
ヲ
行
ハ
ル

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
三
巻

寛
政
1
3
年

�
月
�
日

3
1
享
和
改
元

辛
酉
革
命
定
並
ニ
元
号
定
ア
リ
、
寛
政
十
三
年
ヲ
改
メ

テ
享
和
元
年
ト
為
ス
、
是
日
、
吉
書
御
覧
ア
リ
、
又
、

恩
赦
宣
下
ア
リ

ゆ
ま
に
書
房
『
光
格
天
皇

実
録
』
第
三
巻




